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本書の構成について 

お使いになる前に _ 

^ 3 ^ ネットワークの共通設定_ 

TCP/IP ネットワークで使用するには (Windows/UNIX) 

SMB ネットワークで使用するには （ Windows) 

AppleTalk ネットワークで使用するには （ Macintosh) 

困ったときには _ 

•: f 4^ 付録 _ 

ネットワーク設定項目一覧やソフトウェアのバージョンアップ方法などについて説 
明しています。 


•本書に記載されている内容は、予告なく変更されることがあります。あらかじめ、ご了承ください。 
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はじめ l 


このたびはキヤノン製品をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。本製品の機能を十分に 
ご理解いただき、よリ効果的にご利用いただくために、ご使用前にこの取扱説明書をよくお読みくだ 
さい。また、お読みいただきました後も大切に保管してください。 

本書の読みかた 


[マークについて 


本書では、操作上必ず守っていただきたい事項や操作の参考となることなどの説明に、下 
記のマークを付けています。 


重要 


操作上、必ず守っていただきたい重要事項や制限事項が書かれています。誤った操作に 
よるトラブルを防ぐために、必ずお読みください。 


您メモ1 操作の参考となることや補足説明が書かれています。お読みになることをおすすめしま 
す0 


ボタンについて 


本書では、ボタン名称を以下のように表しています。 

•操作パネル上のキ ー ：[キー名称] 

例：[オンライン] 

[ユーティリティ] 

•コンピュータ画面上のボタン：[ボタン名称] 

例： [0 K ] 

[追加] 
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本書において、プリンタの操作パネルによる設定を行う場合に使用する各キーの機能は、 
次のとおりです。 





キー 


機能 


iavrvj ^ 

セットアップ 

© 


’ ユ，リティ 

[© 


セットアップメニューを表示します。または同じ階層の 
右側の項目を表示します。本文中では[セットアップ] 
または [►] と表記します。 


同じ階層の左側の項目を表示します。本文中では [◄] 
と表記します。 



wx/ 

リセット 



上の階層に戻リます。本文中では [▲] と表記します。 


下の階層に進みます。または選択した項目を実行します。 
本文中では [▼] と表記します。[実行]/ [0 K ] でも 
同様の操作が行えます。 

下の階層に進みます。または選択した項目を実行します。 
本文中では[実行]/ [〇 K ] と表記します。 [▼] でも 
同様の操作が行えます。 


画面について 


本書で使われているコンピュータ操作画面は、お使いの環境によって表示が異なる場合が 
あります。 

操作時にクリックするボタンの場所は、 ( ) (丸）で囲んで表しています。 

また、操作を行うボタンが複数表示されている場合は、それらをすべて囲んでいます。 


5 [ポート]ページを表示して、[ポートの追加]をクリックします。 



操作時に 

クリックするボタン 
































































略称について 


本書に記載されている名称は、下記の略称を使用しています。 


Microsoft Windows 98 operating system : 

Microsoft Windows Millennium Edition operatina system : 
Microsoft Windows 2000 operating system : 

Microsoft Windows XP operating system : 

Microsoft Windows Server 2003 operating system : 
Microsoft Windows Vista operating svstem : 

Microsoft Windows Server 2008 operating system : 
Microsoft Windows 7 operating system : 

Microsoft Windows operating svstem : 


Windows 98 
Windows Me 
Windows 2000 
Windows XP 
Windows Server 2003 
Windows Vista 
Windows Server 2008 
Windows 7 
Windows 



規制について 


商標について 


Canon、Canon ロゴ、 LBP、UPS、NetSpot は、キヤノン株式会社の商標です。 

Adobe、Adobe Acrobat、Adobe Reader は、 Adobe Systems Incorporated (，ドビソスァ 
厶ズ社）の商標です。 

Apple、AppleTalk、EtherTalk、LocalTalk、Mac OS、Macintosh は、米国およびその他の国 
で登録されている Apple Inc. の商標です。 

HP、HP-UX は、米国 Hewlett-Packard Company の商標です。 

IBM、AIX は、米国 International Business Machines Corporation の商標です0 
Linux は、 Linus Torvalds の商標です。 

Microsoft、Windows、Windows Vista は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他 
の国における登録商標または商標です。 

Netscape、Netscape Communicators Netscape Navigator は、 米国 Netscape 
Communications Corporation 社の商標です。 

Red Hat は、米国 Red Hat Software の商標です。 

RSA は、 RSA Security Inc. の商標です。 

Sun、Sun Microsystems、SunOS、Solaris は、米国 Sun Microsystems, Inc. の米国およびそ 
の他の国における商標です。 

UNIX は、 The Open Group の米国およびその他の国における登録商標です。 

Ethernet は、米国 Xerox Corporation の商標です。 

BMLinkS は、社団法人ビジネス機械•情報システム産業協会 CJBMIA) の商標です。 
Turbolinux は、夕ーボリナツクス株式会社の商標です。 

LASER5 は、レーザーファイブ株式会社の商標です。 

その他、本書中の社名や商品名は、各社の登録商標または商標です。 
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お使いになる前に 



対応しているネットワーク環境やお使いのネットワーク環境の確認など、お使いになる前に 
知っていただきたいことについて説明しています。 


必要なシステム環境 .1-2 

印刷するときに必要なシステム環境 .1-2 

お使いのネットワーク環境の確認 .1-4 

Windows のネットワークの例 .1-4 

Macintosh のネットワークの例 .1-5 

_ X のネットワークの例 .1-5 

いろいろなコンピュータが混在しているネットワークの例 .1-6 













必要なシステム環境 


本プリンタが対応しているシステム環境について説明しています。 


印刷するときに必要なシステム環境 


本プリンタを使用して印刷するときは、使用するネットワークに応じて次のシステム環境 
が必要です。 

■ TCP/IP ネットワークを使用して印刷する場合 

•対応している〇 S 

• Microsoft Windows 98 /Me 日本語版 

• Microsoft Windows 2000 Server 日本語版 

• Microsoft Windows 2000 Professional 日本語版 

• Microsoft Windows XP Professional 日本語版 

• Microsoft Windows XP Home Edition 日本語版 

• Microsoft Windows Server 2003日本語版 

• Microsoft Windows Vista 日本語版 

• Microsoft Windows Server 2008日本語版 

• Microsoft Windows 7 日本語版 

•日本語 Solaris Version 1.1 .x (SunOS Version 4.1. x ) 以降 
•日本語 Solaris Version 2.5 .x (SunOS Version 5.5. x ) 以降 

• HP-UX Version 10 .x 以降 

• IBM-AIX Version 4 .x 以降 

• Red Hat Linux 9 以降 

• Turbolinux 10 Desktop 

• Laser 5 Linux 7.2 

※Windows 7/Server 2008 をお使いの場合の操作方法や説明などは、 Windows Vista の記載をご参考ください。 

※最新の OS および Service Pack の対応状況については、キヤノンホームページ (http://canon.jp/) でご確 
認ください。 

•対応しているコンピュータ 

• Windows 98/ Me / 2000 / XP/Server 2003 /Vista をお使いのときは、 IBM PC 機/その互換 
機、 PC -98 シリーズ 

•対応しているプロトコル 

• IPv 4 

• IPv 6 ( IPv 6 に対応している機種については、「機能対応表」を参照してください。） 


重要 


LBP 398 ◦は 、 Windows 98/ Me に対応しておりません。 
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必要なシステム環境 





■ SMB ネットワークを使用して印刷する場合 

•対応している〇 S 

• Microsoft Windows 98/Me 日本語版 

• Microsoft Windows 2000 Server 日本語版 

• Microsoft Windows 2000 Professional 日本語版 

• Microsoft Windows XP Professional 日本語版 

• Microsoft Windows XP Home Edition 日本語版 

• Microsoft Windows Server 200 3 日本語版 

• Microsoft Windows Vista 日本語版 

• Microsoft Windows Server 2008日本語版 

• Microsoft Windows 7 日本語版 

※ Windows 7 /Server 2008をお使いの場合の操作方法や説明などは、 Windows Vista の記載をご参考ください。 

※最新の OS および Service Pack の対応状況については、キヤノンホームページ ( http :// canon . ip /) でご確 
認ください。 

•対応しているプロトコル 
- NetBIOS over TCP/IP (IPv4) 

•対応しているコンピュータ 
- IBM PC 機/その他互換機、 PC-98 シリーズ 


重要 


• LBP 3980 は 、 Windows 98/ Me に対応しておリません。 

• SMB 印刷に対応している機種については、「機能対応表」を参照してください。 


■ AppleTalk ネットワークを使用して印刷する場合 

•対応している AppleTalk 
• フエーズ 2 の EtherTalk 

•対応している OS やコンピュータなどについては 、 User Software CD - ROM に収められて 
いる取扱説明書を参照してください。 


重要 


本プリンタは、 Macintosh の LocalTalk ネットワークには対応していません。 


必要なシステム環境 
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お使いのネットワーク環境の確認 


次の図を参考に、プリンタを接続するネットワーク環境を確認して、必要な作業を行って 
ください。 


Windows のネットワークの例 


Windows では、使用するプロトコルは TCP / IP 、 SMB のいずれかになります。また、同時 
に複数のプロトコルを使用することもできます。 


Windows Windows 



プリンタ 


* IPv 6 や SMB 印刷に対応している機種については、「機能対応表」を参照してください。 


次を参照して、使用するプロトコルに応じて必要な作業を行ってください。 
• 「第2章ネットワークの共通設定」 

• 「第3章 TCP / IP ネットワークで使用するには ( Windows / UNIX ) J 
• 「第4章 SMB ネットワークで使用するには （ Windows ) 」 


頌"メモ 1 •上記の作業を行うと、ネットワーク上のコンピュータとプリンタが直接接続されるよう 
になります。 

TCP / IP プロトコルを使用する場合は、ネットワーク上の Windows 2000 / XP / Server 2003/ 
Vista をプリントサーバに設定すると、プリンタを効率よく管理することができます。プ 
リントサーバの設定手順については 、 User Software CD - ROM に収められている取扱説明 
書を参照してください。 

• 本プリンタは NetBEUI には対応してません。 
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お使いのネットワーク環境の確認 






























Macintosh のネットワークの例 


Macintosh では、使用するプロトコルは AppleTalk ( EtherTalk ) になります。 
Macintosh 



プリンタ 


次を参照して、必要な作業を行ってください。 

• 「第2章ネットワークの共通設定」 

• 「第5章 AppleTalk ネットワークで使用するには （ Macintosh ) 」 


UNIX のネットワークの例 


UNIX では、使用するプロトコルは TCP / IP になります。 


Solaris ( SunOS ) IBM-AIX HP-UX Linux 


プロ トコル: TCP/IP ( IPv 4) 、 TCP/IP ( IPv 6) ^ 


プリンタ 


* IPv 6 に対応している機種については、「機能対応表」を参照してください。 

次を参照して、必要な作業を行ってください。 

• 「第2章ネットワークの共通設定」 

• 「第3章 TCP / IP ネットワークで使用するには （ Windows / UNIX ) 」 


お使いのネットワーク環境の確認 
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いろいろなコンピュータが混在しているネットワークの例 


いろいろなコンピュータが混在しているときは、使用しているコンピュータに応じて各作 
業を行います。 

例えば、 Windows と Macintosh を使用している場合は、 「 Windows のネットワークの例」 
と 「 Macintosh のネットワークの例」の両方の設定を行ってください。 


Windows Macintosh 


プロ トコル: TCP/IP ( IPv 4) . TCP/IP ( IPv 6) *、 AppleTalk SMB * 


プリンタ 


* IPv 6 や SMB 印刷に対応している機種については、「機能対応表」を参照してください。 

次を参照して、使用するプロトコルに応じて必要な作業を行ってください。 
• 「第2章ネットワークの共通設定」 

• 「第3章 TCP / IP ネットワークで使用するには ( Windows / UNIX ) 」 

• 「第4章 SMB ネットワークで使用するには （ Windows ) 」 

• 「第5章 AppleTalk ネットワークで使用するには （ Macintosh ) 」 
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お使いのネットワーク環境の確認 



























ネットワークの共通設定 


CHAPTER 


本プリンタをネットワーク環境で使用するためのプロトコル共通の設定項目について説明し 
ています。各プロトコルの設定（第3章〜第5章）を行う前に、必ず本章で説明する項目を 
設定してください。 


インタ フエースの 設定 .2-2 

プリンタの操作パネルによる設定 .2-3 

通信環境の設定 .2-5 

プリンタの操作パネルによる設定 .2-6 
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インタフェースの設定 


本プリンタのインタフエース設定は、次のいずれかを使用して行います。 

■ プリンタの操作パネルによる設定（最初に行う設定） 

プリンタのディスプレイの表示を見ながら操作パネルを使用して、 Ethernet ドライバの 
設定を行います。 


■ Web ブラウザ（リモート UI) による設定の変更 

お手持ちの Web ブラウザからネットワークを経由してプリンタにアクセスし 、 Ethernet 
ドライバの設定を行います。 


重要 


最初にインタフェースの設定を行うときは、プリンタの操作パネルを使用してください。 
TCP/IP プロトコル設定後は Web ブラウザ（リモート UI ) で設定内容を変更することが 
できます。 


メモ1 •Web ブラウザ（リモート UI ) の使用方法は、リモート UI ガイド「第3章リモート UI のいろ 
いろな機能」を参照してください。 

• Ethernet とは LAN の規格の名称で、本プリンタは 10 Base - T /100 Base-TX 接続に対応してい 
ます。ネットワークで本プリンタを使用する場合、 Ethernet ドライバによって通信方式 
や Ethernet の種類が制御されます。 

•Ethernet ドライバ設定は、[優先ネットワーク設定]の項目が[標準ネットワーク]に 
設定されている場合にのみ表不されます。[優先ネットワーク設定]の設定は、リモー 
卜 UI の[拡張力ード]ページまたは、操作パネルで行います。 
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インタフェースの設定 








※►、嫡、 ▼、 ▲は、操作パネルのキーを表し 
ています。キーは、お使いの機種によって、形状が異 
なります。詳しくは、「ボタンについて」（— P . vi ) を参 
照してください。 



* 「通信方式」および 「 Ethernet 種類」は「自動検出」が「オフ」に設定されている場合にのみ表示されます。 

t!mmm •設定を行ったあとは、設定を有効にするために、ハードリセットまたはプリンタを再起 
動してください。ハードリセットの詳細については、 「 ups 機能ガイド」を参照してく 
ださい。 

• メニューの 階層を戻る場合は、 [▲] を押してください。 

•上記のキーのイラストが、お使いのプリンタと異なる場合があります。操作パネルの設 
定手順の詳細については、 「 UPS 機能ガイド」を参照してください。 


[セットアップ]を押して、[◄]、[►]で「インタフェース」を選択し 
たあと、[実 t ラ]/ [0 K ] を押します。 


@メモ 1 プリンタがオンライン状態（オンラインランプが点灯)、オフライン状態（オンラインラ 
ンプが消灯）のどちらでも、インタフェースの設定を行うことができます。 


プリンタの操作パネルによる設定 


プリンタの操作ノ \°ネルを使用してインタフェースの設定を行う場合は、次のようなメニュー 
の階層を使用します。 


ネットヮ—ク の共通設定 


通信方式 


インタフェースの設定 
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2 [◄]、[►] で「ヒヨウジュンネットワーク」を選択したあと、[実行] 
/ [0K] を押します。 

3 [◄]、[►]で 「 ETHERNET ドライバ j / 「Ethernet ドライバ」を選択 
したあと、[実行]/ [0K] を押します。 

4 Ethernet ドライバを設定します。 


メモ 1 本プリンタは通信方式や Ethernet の種類を自動的に判別しますので、通常は自動検出 
を「オン」に設定してください。通信方式や Ethernet の種類の設定を固定したい場合は、 
自動検出を「オフ」に設定してください。 

• Ethernet ドライバを自動で検出する場合（工場出荷時の設定） 

□ [4] 、 [►] で「ジドウケンシユツ」を選択したあと、[実行 ]/ 

[0 K ] を押します。 

□ 〇]、 [►] で「オン」を選択したあと、[実行]/ [0 K ] を押しま 

す。 

參 Ethernet ドライバを手動で設定する場合 

口 [_] 、 [►] で「ジドウケンシユツ」を選択したあと、[実行 ]/ 

[0 K ] を押します。 

口 1>]、 [►] で「オフ」を選択したあと、[実行]/ [0 K ] を押しま 

す。 

□ [◄] 、 [►] で「ツウシンホウシキ」を選択したあと、[実行]/ 

[0 K ] を押します。 

□ [_] 、 [►] でお使いのネットワーク環境に合った Ethernet の通信方式 

を選択したあと、[実行]/ [0 K ] を押します。 

送信と受信を同時に行わず、交互に行う場合は、「ハン2ジユウ」を選択します。 
送信と受信を同時に行う場合は、「ゼン2ジユウ」を選択します。 

口 [>] 、 [►] で 「 ETHERNET シユルイ」/ 「 Etherne いンユルイ」を選択 

したあと、[実行]/ [0 K ] を押します。 

□ [<] 、 [►] でお使いのネットワーク環境に合った Ethernet の種類を選 

択したあと、[実行]/ [0 K ] を押します。 

5 ハードリセット、またはプリンタを再起動します。 

ハードリセツト後、またはプリンタの再起動後に設定が有効になります。 


@ メモ]ハードリセットの詳細については、 「 UPS 機能ガイド」を参照してくださし、。。 


ネツトワ— S 共通設定 
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通信環境の設定 


本プリンタの通信環境の設定は、次のいずれかを使用して行います。 


■ プリンタの操作パネルによる設定（最初に行う設定） 

プリンタのディスプレイの表示を見ながら操作ノ\°ネルを使用して、通信環境の設定を行 
います。 

■ Web ブラウザ（リモート UI) による設定の変更 

お手持ちの Web ブラウザからネットワークを経由してプリンタにアクセスし、通信環 
境の設定を行います。 


■ FTP クライアントによる設定の変更 

FTP クライアントを使用して、プリンタの FTP サーバにアクセスし、通信環境の設定を 
行います。 


重要 


最初に通信環境の設定を行うときは、プリンタの操作パネルを使用してください。 TCP / 
IP の設定後は Web ブラウザ（リモート UI ) や FTP クライアントで設定内容を変更する 
ことができます。ソフトウェアによって設定できる項目が異なりますので、「ネットワー 
ク設定項目一覧」レ P .7-2) を参照して、お使いの環境や設定したい項目に応じて各ソフ 
トウェアをご利用ください。 


メモ I • Web ブラウザ（リモート UI ) の使用方法は、リモート UI ガイド「第3章リモート UI のいろ 
いろな機能」を参照してください。 

• FTP クライアントの使用方法は、 「 FTP クライアントによる設定」レ P .3-28) を参照して 
ください。 


通信環境の設定 
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※►、嫡、 ▼、 ▲は、操作パネルのキーを表して 
います。キーは、お使いの機種によって、形状が異なり 
ます。詳しくは、「ボタンについて」（― P . vi ) を参照してく 
ださい。 


「 SNMPvl 」 は、お使いの機種によっては 「 SNMP 」 と表示されます。 

「 SNMPv 3 設定」、「スプール機能」、 「 SSL 」 に対応している機種については、「機能対応表」を参照してください。 
「 SSL 」 は、「リモート UI 」 が「オン」に設定されている場合にのみ表示されます。 

roa •設定を行ったあとは、設定を有効にするために、ハードリセットまたはプリンタを再起 
動してください。ハードリセットの詳細については、 「 UPS 機能ガイド」を参照してく 
ださい。 

• メニューの 階層を戻る場合は、 [▲] を押してください。 

•上記のキーのイラストが、お使いのプリンタと異なる場合があリます。操作パネルの設 
定手順の詳細については、 「 UPS 機能ガイド」を参照してください。 


[セットアップ]を押して、[◄]、[►] 
たあと、[実行]/ [0 K ] を押します。 


で「インタフェース」を選択し 


㉘ メモ1 プリンタがオンライン状態（オンラインランプが点灯)、オフライン状態（オンラインラ 
ンプが消灯）のどちらでも、通信環境の設定を行うことができます。 


プリンタの操作パネルによる設定 


プリンタの操作パネルを使用して通信環境の設定を行う場合は、次のようなメニューの階 
層を使用します。 



SNSPV3 設定 


2-6 


通信環境の設定 














































































2 [◄]、[►] で「ヒヨウジュンネットワーク」を選択したあと、[実行] 
/ [0 K ] を押します。 

3 SNMPvl プロトコルを設定します。 

口 〇] 、 [►] で 「 SNMPvl 」 / 「 SNMP 」 を選択したあと、[実行]/ 
[0 K ] を押します。 

口 [<] 、 [►] で SNMPvl プロトコルを使用するかしないかを選択したあ 

と、[実行]/ [0 K ] を押します。 

SNMPvl プロトコルを使用する場合は、「オン」を選択します。 

SNMPvl プロトコルを使用しない場合は、「オフ」を選択します。 


重要 


「 SNMPvl 」 「 SNMP 」 を「オフ」に設定すると、情報の取得に SNMPvl プロトコルを 
使用するユーティリティソフトウエアか6本プリンタの各項目の設定や参照ができなく 
なることがあります。「オフ」を選択する場合は、ネットワーク管理者に相談してから設 
定してください。 


@ メモ1 SNMP とはネットワークに接続されたデバイスをネットワーク経由で監視•管理し、ネッ 
トワークシステムを監視_管理するためのプロトコルです。 

4 SNMPv 3 プロトコルを設定します。 

口 [◄] 、 [►] で rSNMPv 3 セッテイ」を選択したあと、[実行]/ 

[0 K ] を押します。 

口 [◄] 、 [►] で 「 SNMPv 3」 を選択したあと、[実行]/ [0 K ] を押しま 

す。 

口 [4] 、 [►] で SNMPv 3 プロトコルを使用するかしないかを選択したあ 

と、[実行]/ [0 K ] を押します。 

SNMPv 3 プロトコルを使用する場合は、「オン」を選択します。 

SNMPv 3 プロトコルを使用しない場合は、「オフ」を選択します。 

口 SNMPV 3 プロトコルを使用するユーザ情報（認証パスワードと暗号化パス 
ワード）を設定 • 変更する場合は、次の操作を行います。 

1. [<]、[►]で「ユーザセッテイ N 」（ N =1-5) を選択したあと、[実行]/ [0 K ] 
を押します。 

2. 「ユーザ名」 * を確認して、[実行]/ [0 K ] を押します。 

*「 initial 」 （工場出荷値)、またはリモート UI で設定したユーザ名が表示されます。 

3. [<1、 [►] で「ニンショウパスワード」または「アンゴウカパスワード」を 
選択したあと、[実行]/ [0 K ] を押します。 

4. パスワードを入力して、[実行]/ [0 K ] を押します。 

入力方法： 

• [▲] 、 [▼] を押して、6〜16文字のパスワードを入力する 

• [4] 、 [►] を押して、入力したい各フイールドに力ーソルを移動する（力一 

ソルが点滅し、入力できるようになります） 

• [給紙選択]を押すと、力ーソルの位置に文字(スペース）が挿入されます。 

• [ジョブキャンセル]を押すと、カーソルの位置の文字が削除されます。 


通信環境の設定 
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重要 


SNMPv 3 プロトコルに対応している機種については、「機能対応表」を参照してください。 


@ メモ1 SSL 暗号化通信機能が有効になっている場合、 SNMPv 3 プロトコルで使用するユーザ情報 
やコンテキスト情報を Web ブラウザ（リモート UI ) で設定することができます。 Web 
ブラウザ（リモート UI ) の使用方法や SSL 暗号化通信機能の詳細は、リモート UI ガイド 
「第3章リモート UI のいろいろな機能」を参照してください。 

^ スプール機能を設定します。 

□ [◄] 、 [►] で「スプールキノウ」を選択したあと、[実行]/ [0 K ] 

を押します。 

口 [◄] 、 [►] でスプール機能を使用するかしないかを選択したあと、[実 

行]/ [0 K ] を押します。 

本プリンタに送信した印刷ジョブを本プリンタにスプールする場合は、「オン」を選択 
します。 


本プリンタに送信した印刷ジョブを本プリンタにスプールしない場合は、「オフ」を選 
択します。 


重要 


スプール機能に対応している機種については、「機能対応表」を参照してください。 


頌"メモ1 印刷ジョブをプリンタにスプールすると、印刷ジョブを送信したコンピュータの開放時 
間が早くなります。 

0 起動待機時間を設定します。 

通常は起動待機時間の設定を変更する必要はあリません。ネットワークへの接続ができな 
い場合にのみ起動待機時間を設定します。 

□ [◄] 、 [►] で「キドウタイキジカン」を選択したあと、[実行]/ 

[0 K ] を押します。 

□ [◄] 、 [►] で本プリンタの電源を入れてから通信を開始するまでの待機 

時間 （0 〜300秒）を選択したあと、[実行]/ [ OK ] を押します。 


④メモ1 本プリンタをスイッチングハブなどに接続している場合は、ネットワークの設定が正し 
くてもネットワークへの接続ができないことがあリます。これは、スイッチングハブ間 
での スノ\°ニン グツリー処理により、本プリンタをスイッチング ノ \ブに接続した直後は本 
プリンタとスイッチングハブ間の通信ができないためです。 

この場合は、本プリンタの通信開始を待機させる必要があります。スバニングツリー処 
理などスイッチングハブの機能詳細については、スイッチングハブの製造元にお問い合 
わせください。 
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7 リモート ui を設定します。 

口 [◄] 、 [►] で「リモート UI セツテイ」を選択したあと、[実行]/ 

[0 K ] を押します。 

口 [◄] 、 [►] で「リモート UI 」 を選択したあと、[実行]/ [0 K ] を押 

します。 

口 [<] 、 [►] でリモート UI を有効にするか無効にするかを選択したあと、 

[実行]/ [0 K ] を押します。 

リモート UI を有効にする場合は、「オン」を選択します。 

リモート UI を無効にする場合は、「オフ」を選択します。 

□ 〇] 、 [►] で 「 SSL 」 を選択したあと、[実行]/ [0 K ] を押します。 

口 [◄] 、 [►] で SSL 暗号化通信機能を有効にするか無効にするかを選択し 

たあと、[実行]/ [0 K ] を押します。 

SSL 暗号化通信機能を有効にする場合は、「オン」を選択します。 

SSL 暗号化通信機能を無効にする場合は、「オフ」を選択します。 


重要 


• SSL 暗号化通信機能に対応している機種については、「機能対応表」を参照してくださ 
い。 

• 鍵と証明書が作成され、使用鍵として登録が行われていない場合は、 SSL 暗号化通信機能 
を「ツカウ」に設定できません。 SSL 暗号化通信機能の詳細や鍵の登録の手順について 
は、「リモート UI ガイド」を参照してください。 


8 ハードリセット、またはプリンタを再起動します。 

ハードリセツト後、またはプリンタの再起動後に設定が有効になります。 


@ メモ] ハードリセットの詳細については、 「 UPS 機能ガイド」を参照してください。 


通信環境の設定 
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TCP/IP ネットワークで使用 
するには (Windows/UNIX) 


CHAPTER 


TCP/IP ネットワークでプリンタを使用するための設定方法について説明しています。 


TCP / IP ネットワークで使用するために必要な作業 .3-2 

プリンタの IP アドレスの設定 ( IPv 4) .3-4 

プリンタの操作パネルによる設定 .3-6 

ARP / PING コマンドによる設定 .3-8 

NetSpot Device Installer による設定 .3-10 

プリンタのプロトコル設定 .3-11 

U モート UI による設定 .3-1 1 

FTP クライアントによる設定 .3-28 

IPv 6 を使用するための設定 .3-30 

印刷を行うコンビュータの設定 .3-38 

TCP / IP ネットワークに接続する .3-38 

プ 1 J ントァプリケーションの選択 .3-38 

プリンタの接続方法 ( LPD / Raw ) .3-45 

プリンタの接続方法 ( IPP / IPPS ) .3-57 

プリンタの接続方法 ( WSD ).3-66 

プリンタの管理 . 3-67 

リモート UI を使用して管理する .3-67 

FTP クライアントを使用して管理する .3-68 

NetSpot Device Installer を使用して管理する .3-70 

デバイス情報の変更（デバイス名や管理者情報の登録•変更） .3-71 

リモート UI による変更 .3-72 

管理設定の変更 .3-75 

リモート UI による変更 .3-76 

印刷や設定できるユーザを IP アドレスによって制限する .3-84 

リモート UI による$1」限 ( IPv 4) .3-84 

リモート UI による$|]限 ( IPv 6) .3-91 

アクセスできるユーザを MAC アドレスによって制限する . 3-100 

E メール印刷の変更 .3-105 

リモート UI による変更 .3-105 
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TCP/IP ネットワークで使用するために必要な 
作業 


TCP / IP ネットワークで使用するために必要な作業は、次のとおりです。 


プリンタの IP アドレスの設定 ( IPv 4) 


ネットワーク管理者が行うことをお 
すすめします。 


プリンタの操作パネルによる 
IP アドレスの設定 
(— P .3-6) 


ARP / PING コマンドによる 
IP アドレスの設定 
(- > P .3-8) 


NetSpot Device Installer による 
IP アドレスの設定 
HP .3-10) 


プリンタのプロトコル設定 


ネットワーク管理者が行うことをお 
すすめします。 


Web ブラウザ(リモート UI ) による 
プロトコル設定 (— P .3-11) 


FTP クライアントによる 
プロトコル設定 (— P .3-28) 


IPv 6 を使用するための設定 


IPv6 を使用しない場合、設定する必要は 
ありません。 

IPv6 に対応して し、 る機種については、 
「機能対応麦 J を参照じ T ください。 


Web ブラウザ(リモート UI ) による 
IPv 6 設定(― P .3-30) 


FTP クライアントによる 
IPv 6 設定(― P .3-28) 


印刷を行うコンピュータの設定 


プリントアプリケーションの選択 HP .3-38) 
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TCP / IP ネットワークで使用するために必要な作業 




































重要 


► TCP / IP ネットワークで印刷するときは、次のプリントアプリケーションが使用できま 
す。 

• LPD 

• FTP 

• Raw 

• IPP/IPPS 

• WSD ( IPv 4 のみ） 

• BMLinkS ( IPv 4 のみ） 

•本プリンタには、各 UNIX で利用できるプリンタドライバソフトウェアは付属していませ 
ん〇 


/メモ ]Canon LPR 2 は、キヤノンホームページ （ http :// canon _ jp /) からダウンロードしてください 0 


TCP/IP ネツトワ — クで使用するには (Sindows/UNIX) 


TCP / IP ネットワークで使用するために必要な作業 
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プリンタの IP アドレスの設定 ( IPv 4) 


プリンタのプロトコルを設定する前に、プリンタとお使いのコンピュータが通信できるよ 
うに、プリンタの ip アドレスを設定する必要があります。プリンタの ip アドレスは、次の 
いずれかの方法で設定できます。 

■ プリンタの操作パネルによる IP アドレスの設定 （+P.3-6) 

プリンタのディスプレイの表示を見ながら操作パネルを使用して、 IP アドレスの設定を 
行います。 

■ ARP/PING コマンドによる IP アドレスの設定 （+P.3-8) 

コマンドプロンプト （Windows 98/ Me は MS - DOS プロンプト）を使用して、 IP アドレ 
スの設定を行います。 


■ NetSpot Device Installer による IP アドレスの設定 （+P.3-10) 

付属の CD - ROM から NetSpot Device Installer を起動し、 IP アドレスの設定を行います。 


重要 


• NetSpot Device Installer や ARP/PING コマン ドによる IP アドレスの設定では、プリンタの 
MAC アドレスが必要になります。 MAC アドレスを確認するには、プリンタの操作パネル 
で次の作業を行ってネットワークステータスプリントを印刷してください。 

1. オンライン状態になっていない場合は、[オンライン]を押して、オンラインランプ 
を点灯します。 

2. [ユーティリティ]を押します。 


3-4 プリンタの IP アドレスの設定 ( IPv 4) 





3. [◄]、[►] で 「 N / W ステータスプリント」を選択したあと、[実行]/ [0 K ] を押 
します。 MAC アドレスはネットワークステータスプリントの左上の [Ethernet ドラ 
イパ設定]に表示されます。 


Cation 


ネットワークステータスプリント 


♦ 内蔵型プリントサーバ ♦ 



•作業を行う前に、プリンタがネットワークに接続されていることと、プリンタの電源が 
入っていることを確認してください。 


プリンタの IP アドレスの設定 （ IPv 4) 
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共通セットアップ メニュー II 


▼ 

▲ 




1拡張機能 



インタフェース選択 


※►、嫡、▼、▲は、操作パネルのキーを表し 
ています。キーは、お使いの機種によって、形状が異 
なります。詳しくは、「ボタンについて」 （— P . vi ) を参 
照してください。 



インタフェース 


標準ネットワーク 



g 

3 

Q. 

I 

⑺ 

C 

Z 

X 


#1 「プロトコル」は 「 IP モード」が「ジドウ」に設定されている場合にのみ表示されます。 

* 2 「 IPv 4 設定」は、お使いの機種によっては表示されません。 

f 讎 ㈣ •設定を行ったあとは、設定を有効にするために、ハードリセットまたはプリンタを再起 
動してください。ハードリセットの詳細については、 「 LIPS 機能ガイド」を参照してく 
ださい。 

• メニューの 階層を戻る場合は、 [▲] を押してください。 

•上記のキーのイラストが、お使いのプリンタと異なる場合があリます。操作パネルの設 
定手順の詳細については、 「 UPS 機能ガイド」を参照してください。 


[セットアップ] 
たあと、[実行] 


を押して、[◄]、[►] 
/ [0 K ] を押します。 


で「インタフェース J を選択し 


@メモ I プリンタがオンライン状態（オンラインランプが点灯)、オフライン状態（オンラインラ 
ンプが消灯）のどちらでも、プリンタの IP アドレスの設定を行うことができます。 


プリンタの操作パネルによる設定 


プリンタの操作パネルを使用して IP アドレスの設定を行う場合は、次のようなメニューの 
階層を使用します。 



TA 



IPv4 設定 
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2 [◄]、[►] で「ヒヨウジュンネットワーク」を選択したあと、[実行] 
/ [0 K ] を押します。 

3 [◄]、[►]で 「 TCP / IP セツテイ」を選択したあと、[実行]/ [0 K ] 
を押します。 

4 IP アドレスの設定方法を選択します。 

口 [<] 、 [►] で 「 IP モード」を選択したあと、[実行]/ [0 K ] を押しま 

す。 

口 [<、 [►] で IP アドレスの設定方法を選択したあと、[実行]/ [0 K ] 

を押します。 

DHCP 、 BOOTP 、 RARP のいずれかを使用して IP アドレスを設定する場合は、「ジドウ」 
を選択します。 

プリンタに直接 IP アドレスを割リ当てる場合は、「シュドウ」を選択します。 

5 プリンタの ip アドレスを設定します。 

•手順4で「ジドウ J を選択した場合 

口 [4] 、 [►] で「プロトコル」を選択したあと、[実行]/ [0 K ] を押 

します。 

口 「 DHCP 」 、 「 BOOTP 」 、 「 RARP 」 をそれぞれ「オン」（使用する）か「才 
フ」（使用しない）に設定します。 


㉘ メモ 1 • DHCP , BOOTP 、 RARP はいずれか1つのみ選択することができます。 

• DHCP 、 RARP 、 BOOTP を使用して IP アドレスを割り当てるには、それぞれのサーバ（ま 
たはデーモン）がネットワーク上で起動している必要があります。例えば、 DHCP を使用 
する場合は、 DHCP サーバ（またはデーモン）が必要です。 

• DHCP 、 BOOTP 、 RARP を使用可能かどうかのチェックは、2分程度かかりますので、使用 
しない場合は設定を「オフ」にしておくことをおすすめします。 

• DHCP サーバの機能を使用して、自動的にプリンタに IP アドレスを割リ当てる場 
合、プリンタの電源を入れなおすと、印刷できなくなることがあります。これは、 
今まで使用していた IP アドレスとは異なる IP アドレスが割リ当てられたためです。 
DHCP サーバの機能を使用する場合は、ネットワーク管理者にお問い合わせの上、次のい 
ずれかの設定を行ってください。 

• DNS 動的更新機能の設定をする (^ P .3-15) 

• プリンタの起動時に常に同じ IP アドレスを割り当てるように設定する（今ネットワーク 
管理者） 

口必要に応じて IP アドレス、サブネットマスク、ゲートウェイアドレスを手動 
で設定します。 

手動で設定する場合は、 [▲] を押してメニューの階層を戻り、次の「手順4で「シュ 
ドウ」を選択した場合」の操作を行います。 


TCP/IP ネツトワ — クで使用するには (Windows/UNIX) 
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メモ I • DHCP , BOOTP 、 RARP のいずれかをお使いの場合でも、 IP アドレス、サブネットマス 
ク、ゲートウェイアドレスを設定しておいてください。 DHCP 、 BOOTP 、 RARP のサーバ 
から情報を取得できなかった場合、手動で設定した値を使用します。 

• DHCP 、 RARP 、 BOOTP のいずれかを使用する設定を行った場合、本プリンタの再起動後 
は、これらから取得した値が表示されます（あらかじめ設定してあった場合は、 DHCP 、 
RARP 、 BOOTP で取得できた項目については上書きされます）。 

♦手順4で「シュドウ」を選択した場合 

口 [4] 、 [►] で「アドレス」を選択したあと、[実行]/ [0 K ] を押し 

ます。 

口 「 IP アドレス」、「サブネットマスク」、「ゲートウェイアドレス」を設定します。 

@メモ"! 「 ip アドレス」、「サブネットマスク」、「ゲートウェイアドレス」の数値を入力するには、 
次の操作を行います。 

1. [◄]、 [►] を押して、入力したいアドレスの各フィールド（ピリオドで区切られ 
た3桁分の領域）に力ーソルを移動する（フィールド内の数値が点滅し、数値を入力 
できるようになります)。 

2. 数値を入力する （[▲] を押すと数値が増え、 [▼] を押すと数値が減少します)。 

3. すべてのフィールドの数値を入力したら、[実行]/ [0 K ] を押して確定する。 

0 ハードリセット、またはプリンタを再起動します。 

ハードリセツト後、またはプリンタの再起動後に設定が有効になります。 


鈐メモ] ハードリセットの詳細については、 「 ups 機能ガイド」を参照してください。 


これでプリンタの IP アドレスの設定は完了しました。 


ARP / PING コマンドによる設定 


1 コマンドプロンプト、または MS - DOS プロンプトを起動します。 

UNIX をお使いの場合は、コンソール画面を表示して、スーパーユーザとしてログインし 
ます。 


メモ I Windows をお使いの場合は、次の方法でコマンドプロンプト、または MS - DOS プロンプ 
卜を起動します。 

• Windows 98の場合： 

[スタート]メニューから[プログラム]+ [ MS - DOS プロンプト]を選択します。 

• Windows Me の場合： 

[スタート]メニューから[プログラム]+ [アクセサリ] 4 [ MS - DOS プロンプト]を 
選択します。 

• Windows 2000の場合： 

[スタート]メニューから[プログラム] 4 [アクセサリ]+ [コマンドプロンプト]を 
選択します。 


TCP/IP ネツトワ — クで使用するには (Windows/UNIX) 
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プリンタの IP アドレスの設定 （ IPv 4) 













• Windows XP/Server 2003 /Vista の場合： 

[スタート]メニューから[すべてのプログラム]+ [アクセサリ]+ [コマンドプロン 
ブト]を選択します。 


ム 次のコマンドを実行して、 arp テーブルに静的なエントリを追加します。 

arp (スペース） -s (スペース）< IP アドレス〉（スペース）< MAC アドレス〉 


IP アドレス： 

MAC アドレス： 

入力例 ( Windows ) 
入力例 ( UNIX ) : 


プリンタに設定する IP アドレスを入力します。「」で区切られた4 
つの数字 （0 〜255の数字）を入力します。 

プリンタの MAC アドレスを入力します。2桁ごとに「-」 （UNIX を 
お使いの場合は「：」）で区切って入力します。 

arp -s 1 92.168.0.215 00-00-85-46-80-2e 

arp -s 192.168.0.215 00:00:85:46:80:2e 


IBM-AIX をお使いの場合は、 「arp (スペース） -s (スペース） ether (スペース） < IP ア 
ドレス > (スペース）< MAC アドレス >」と入力してください。 


@ メモ1 

5 次のコマンドを実行して、プリンタに IP アドレスを設定します。 


実行するコマンド 

ping (スペース）< IP アドレス〉（スペース ）-I (スペー (Windows をお使いの場合） 

ス ）479 

ping (スペース） -s (スペース）< IP アドレス〉（スぺ一 （Solaris 1 ,x/2.x をお使いの場 
X ) 479 合） 


ping (スペース）< IP アドレス > (スペース ） 479 

ping (スペース）< IP アドレス > (スペース ） 487 

ping (スペース） -s (スペース）479 (スペース）< IP 
アドレス> 


(IBM-AIX をお使いの場合） 
(HP-UX をお使いの場合） 
(Linux をお使いの場合） 


IP アドレス： 手順2で使用した IP アドレスと同じアドレスを入力します。 

入力例 ( Windows) : ping 192.168 .0.21 5-1479 


メモ 1 • 「-1」の Iは、アルファベットのI (エル）です。 

•サブネットマスク、ゲートウェイアドレスは、[0.0.0.0]に設定されます。 


これでプリンタの IP アドレスの設定は完了しました。 


プリンタの IP アドレスの設定 ( IPv 4) 
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NetSpot Device Installer による設定 


NetSpot Device Installer については、次を参照してください。 

起動方法 ： User Software CD - ROM に収められている取扱説明書 

使用方法 : NetSpot Device Installer のヘルプ(ヘルプは、[ヘルプ]メニューの[ヘルプ] 
をクリックすると、表示されます） 


重要 


• Windows XP SP2 などの Windows ファイアウオール機能を持っている 0S をお使いで、 
Windows ファイアウオール機能が有効になっている場合は、 NetSpot Device Installer を起 
動する前に、 NetSpot Device Installer をファイアウオールのブロック対象外のプログラム 
として登録してください。 

登録する手順は、 NetSpot Device Installer の Readme ファイルを参照してください。 

• NetSpot Device Installer は、 Windows 98/Me/2000/XP/Server 2003に対応しています。 
NetSpot Device Installer が対応していない OS をお使いの場合は、ネットワーク上にある 
他のコンビュータから設定を行うか、 ARP/PING コマンドまたはプリンタの操作パネルを 
使用して設定を行ってください。 

• バージヨン 3. 12以前の NetSpot Device Installer は、 Windows Vista に対応しておリませ 
ん。 
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プリンタのプロトコル設定 


プリンタのプロトコル設定は、次のソフトウェアを使用してお使いのコンピュータ上から 
設定できます。ソフトウェアによって設定できる項目が異なります。「ネットワーク設定項 
目一覧」 （+ P .7-2) を参照して、お使いの環境や設定したい項目に応じて各ソフトウェアを 
ご利用ください。 

■ Web ブラウザ（リモート UI) による設定 （+P.3-11) 

お手持ちの Web ブラウザからネットワークを経由してプリンタにアクセスし、プロト 
コル設定を行います。 

■ FTP クライアントによる設定 （+P.3-28) 

コマンドプロンプト （Windows 98/ Me は MS - DOS プロンプト）を使用して、プリンタ 
の FTP サーバにアクセスし、プロトコル設定を行います。 


I リモート UI による設定 


@ メモ] リモート UI の詳細については、「リモート UI ガイド」を参照してください。 


7 Web ブラウザを起動し、アドレス入力欄に次の URL を入力したあと、キー 
ボードの [ ENTER ] キーを押します。 

http:// <プリンタの IP アドレス>/ 


about：blank - Microsoft Internet Explorer 



@メモ 1 •プリンタの ip アドレスがわからないときは、ネットワーク管理者に相談してください。 

• DNS サーバにプリンタのホスト名が登録されているときは、 IP アドレスのかわリに[ホ 
スト名.ドメイン名]で入力することもできます。 

例： http://mv_printer.xy_dept.company.co.jp/ 

• SSL による暗号化通信を利用してリモート UI による設定を行う場合は、 「https://< プリ 
ンタの IP アドレスまたは名前>/」を入力します。[セキュリティ警告]ダイアログボッ 
クスなどが表示された場合は、メッセージにしたがって対処してください。 
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• SSL 暗号化通信機能に対応している機種については、「機能対応表」を参照してくださ 
い0 

•SSL による暗号化通信を利用するためには、鍵と証明書が作成され、使用鍵として登録が 
行われている必要があります。 SSL 暗号化通信機能の詳細や鍵の登録の手順については、 
「リモート UI ガイド」を参照してください。 

2 [管理者モード]を選択し、[パスワード]を入力して、 [0 K ] をクリツ 
クします。 



@メモ 1 プリンタにパスワードを設定していないときは、[パスワード]を入力する必要はありま 
せん。 

3 [デバイス管理]メニューから[ネットワーク]を選択します。 



TCP/IP ネツトワ — クで使用するには (Windows/UNIX) 
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4 [ TCP / IP ] の右にある[変更]をクリックします。 



5 プリンタの ip アドレスの設定方法を選択します。 

本プリンタは、プリンタに直接 IP アドレスを割リ当てるほかに、 DHCP、RARP、BOOTP 
のいずれかを使用して IP アドレスを設定することもできます。 

[DHCP によるアドレス設定]、 [RARP によるアドレス設定]、 [BOOTP によるアドレス設定] 
のうち、 IP アドレスの設定に使用する項目を[オン]にします。 
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メモ I • DHCP, RARP、BOOTP は、いずれか 1 つのみを選択することができます。 

•DHCP、RARP、BOOTP を使用して IP アドレスを割り当てるには、それぞれのサーバ（ま 
たはデーモン）がネットワーク上で起動している必要があります。例えば、 DHCP を使用 
する場合は、 DHCP サーバ（またはデーモン）が必要です。 

• DHCP、RARP、BOOTP が使用可能かどうかのチェックは1〜2分程度かかりますので、使 
用しない場合は[オフ]にすることをおすすめします。 

•DHCP サーバの機能を使用して、自動的にプリンタに IP アドレスを割り当てる場 
合、プリンタの電源を入れなおすと、印刷できなくなることがあります。これは、 
今まで使用していた IP アドレスとは異なる IP アドレスが割り当てられたためです。 
DHCP サーバの機能を使用する場合は、ネットワーク管理者にお問い合わせの上、次のしヽ 
ずれかの設定を行ってください。 

• DNS 動的更新機能の設定をする（ラ手順 7) 

• プリンタの起動時に常に同じ IP アドレスを割り当てるように設定するレネットワーク 
管理者） 

6 [ ip アドレス]、[サブネットマスク]、[ゲートウェイアドレス]を設定 
します。 

dp アドレス]には、プリンタの ip アドレスを入力します。[サブネットマスク]、[ゲート 
ウェイアドレス]には、 TCP/IP ネットワークでお使いのものを入力します。 



@ メモ"! • DHCP. RARP、BOOTP のいずれかをお使いの場合でも、 [IP アドレス]、[サブネッ 
トマスク]、[ゲートウエイアドレス]を設定しておいてください。 DHCP、RARP、 
BOOTP のサーバから情報を取得できなかった場合、ここで設定した値を使用します。 
•DHCP、RARP、BOOTP のいずれかを使用する設定を行った場合、本プリンタの再起動後 
は、これらから取得した値が表示されます（あらかじめ設定してあった場合は、 DHCP, 
RARP、BOOTP で取得できた項目については上書きされます）。 
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7 DNS サーバ、 DNS の動的更新機能を使用する場合は、 DNS を設定します。 

これらを使用しない場合は、羽18に進みます。 

お使いの機種によって、設定項目の位置は、次のように異なります。 

• LBP 5910の画面例 



• LBP 3980の画面例 



口 [ DNS プライマリサーバアドレス]/ [プライマリ DNS サーバアドレス] 
に、プライマリ DNS サーバの IP アドレスを入力します。 

口 [ DNS セカンダリサーバアドレス]/ [セカンダリ DNS サーバアドレス] 
に、セカンダリ DNS サーバの IP アドレスを入力します。 

口 [ DNS ホスト名]に、 DNS サーバに登録する本プリンタのホスト名を設定します。 
口 [ DNS ドメイン名]に、本プリンタの所属するドメイン名を入力します。 
入力例： sales_dept.xyz_company.co.jp 
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□ [ DNS の動的更新]を設定します。 

DNS サーバへの動的更新機能を使用する場合は、 [DNS の動的更新]を[オン]に設 
定します。 

動的更新機能を使用しない場合は、[オフ]に設定します。 


重要 


•DNS の動的更新とは、デバイスの IP アドレスとホスト名、ドメイン名に設定した名前を 
自動的に DNS サーバに登録する機能です。この機能は、ダイナミック DNS サーバがある 
環境で使用することができます。 

• DNS の動的更新機能を使用するには、 DNS サーバの IP アドレスと本プリンタのホスト名 • 
ドメイン名の設定が必要です。 

•この機能を使用して、 LPR で [DNS ホスト名]と [DNS ドメイン名]を設定することで、 
本プリンタの IP アドレスを固定しなくても使用できるようになリます。 


逆"メモ"! [DNS ホスト名]と [DNS ドメイン名]には、47文字までの半角英数字を入力できます。 

8 WINS を設定します。 

WINS を使用しない場合は、手順10に進みます。 



メモ I WINS (Windows Internet Name Service) は、 NetBIOS 名 (SMB ネットワークでの コン ピュー 
夕名やプリンタ名）と、 IP アドレスを対応させるサービスです。 WINS を使用するには、 
WINS サーバが 必要です。 

參 WINS による名前解決を使用する場合 

口 [ WINS による名前解決]を[オン]に設定します。 

口 [ WINS サーバアドレス]に、 WINS サーバの IP アドレスを入力します。 


重要 


DHCP による IP アドレス設定を使用する場合、 DHCP サーバから WINS サーバの IP アド 
レスを取得したときは、 DHCP サーバから取得した IP アドレスが上書きされます。 
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メモ I WINS サーバ上にプリンタを登録するためには、 WINS サーバの設定と、 SMB サーバの設 
定が必要です。 SMB サーバの設定は、[ネットワーク]ページの [SMB] で次の項目を設 
定しま"3。 

• [サ—バ名] 

. [ワークグループ名] 

. [コメント] 

.[ LM アナウンス] 

參 WINS による名前解決を使用しない場合 

口 [ WINS による名前解決]を[オフ]に設定します。 

9 WINS を使用する場合は、必要に応じて[スコープ ID ] を入力します。 

スコープ ID は、プリンタ、コンピュータが使用できる範囲を決めるための識別子です。 
WINS による名前解決の設定に関わらず、スコープ ID を参照します。 



重要 


メモ1 


• [スコープ ID] を設定したときは、スコープ ID が異なるコンピュータとは通信できませ 
ん。 

• お使いのネットワーク環境のコンピュータ側でスコープ ID を設定していないときは、 
[スコープ ID] は空欄にしておいてください。 

[スコープ ID] には、63文字までの半角英数字を入力できます。 
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10 ARP / PING を設定します。 

ARP/PING 機能を使用する場合は、 [ARP/PING] を[オン]に設定します。 
ARP/PING 機能を使用しない場合は、 [ARP/PING] を[オフ]に設定します。 



重要 


[ARP/PING] を[オフ]に設定すると、 ARP/PING コマンドによる IP アドレスの設定が 
できなくなります。 


1 l FTP 印刷を設定します。 



• FTP 印刷を使用する場合 

□ [ FTP 印刷]を[オン]に設定します。 

口 [ FTP 印刷ユーザ名]に、 FTP サーバにログインするためのユーザ名を入力し 
ます。 

口 [ FTP 印刷パスワード]に、 FTP サーバにログインするためのパスワードを入 
力します。 


メモ"! [FTP 印刷ユーザ名]と [FTP 印刷パスワード]には、24文字までの半角英数字を入力で 
きます。 [FTP 印刷ユーザ名]として、 「root」 を設定することはできません。 
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• FTP 印刷を使用しない場合 

□ [ FTP 印刷]を[オフ]に設定します。 

12 [ FTP 設定]を設定します。 

FTP クライアントによる設定を行う場合は、 [FTP 設定]を[オン]に設定します。 

FTP クライアントによる設定を行わない場合は、 [FTP 設定]を[オフ]に設定します。 



13 LPD 印刷を設定します。 



• LPD 印刷を使用する場合 

口 [ LPD 印刷]を[オン]に設定します。 

□ [ LPD バナーぺージの印刷]を設定します。 

バナーページを印刷する場合は、 [LPD バナーページの印刷]を[オン]に設定します。 
バナーページを印刷しない場合は、 [LPD バナーページの印刷]を[オフ]に設定します。 
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重要 


€ 


•バナーページの印刷は、ジョブごとに設定されています。 [LPD バナーページの印刷] 
を[オン]に設定した場合、バナーページを印刷するように設定されているジョブのと 
きは、バナーページを印刷します。バナーページを印刷しないように設定されている 
ジョブのときはバナーページを印刷しません。 

• [LPD バナーぺージの印刷]を[オフ]に設定した場合、ジョブのバナーぺージの印刷 
設定に関わらず、常にバナーページを印刷しません。 


• LPD 印刷を使用しない場合 

口 [ LPDEP 刷]を[オフ]に設定します。 


14 Raw 印刷を設定します。 



逐"メモ1 通常は、変更する必要はあリません。 

• Raw 印刷を使用する場合 

口 [ RAW 印刷]を[オン]に設定します。 

口 [双方向]を設定します。 

双方向通信を行うときは、[双方向]を[オン]に設定します。 
双方向通信を行うときは、[双方向]を[オフ]に設定します。 

參 Raw 印刷を使用しない場合 

口 [ RAW 印刷]を[オフ]に設定します。 
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15 BMLinkS を設定します。 



• BIWLinkS を使用する場合 

口 [ BMLinkS ] を[使う]に設定します。 


重要 


.政メモ1 


BMLinkS は、 IPv 6 には対応していません。 

[ BMLinkS ] を[使う]に設定した場合、自動的に [ HTTP ] が[オン]に設定されます。 
口 [ Discovery 送信間隔]で、プリンタの機器情報をネットワークに送信する間 
隔を選択します。 

口必要に応じて、[組織名]、[支店名]、[ビル名]、[階数]、[ブロッ 
ク名]を設定します。 


メモ 1 [組織名]、[支店名]、[ビル名]、[階数]、[ブロック名]には、半角64文字/全角32文 
字まで入力できます。 


• BMLinkS を使用しない場合 

口 [ BMLinkS ] を[使わない]に設定します。 
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16 ipp / ipps 印刷を設定します。 



• IPP / IPPS 印刷を使用する場合 


口 [ IPPEP 刷]を[オン]に設定します。 


メモ 1 [ IPP 印刷]を[オン]に設定した場合、自動的に [ HTTP ] が[オン]に設定されます。 
口 [ SSL ] を設定します。 


IPPS ( IPP の通信データの SSL による暗号化）を使用する場合は、 [SSL ] を[オン]に 
設定します。 

IPPS (IPP の通信データの SSL による暗号化）を使用しない場合は、 [SSL ] を[オフ] 
に設定します。 


重要 


• IPPS は、 SSL 暗号化通信機能が有効になっている場合にのみ使用できます。 

•鍵と証明書が作成され、使用鍵として登録が行われていない場合は、 [SSL ] を[オン] 
に設定できません。 SSL 暗号化通信機能の詳細や鍵の登録の手順については、「リモート 
UI ガイド」を参照してください。 

口 IPP 認証を設定します。 

IPPSS 証機能を使用する場合は、 [IPP 認証]を[オン]に設定します。 

IPPS 忍証機能を使用しない場合は、 [IPP 認証]を[オフ]に設定します。 

口 [ IPP 認証]を[オン]に設定した場合は、次の項目を設定します。 

[IPP ユーザ名]: IPPS 忍証で使用するユーザ名を入力します。 

[IPP パスワード]: IPP 認証で使用するパスワードを入力します。 


險■メモ] [IPP ユーザ名]と [ IPP パスワード]には、24文字までの半角英数字を入力できます。 
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• IPP/IPPS 印刷を使用しない場合 

口 [ IPP 印刷]を[オフ]に設定します。 

1 / WSD 印刷を設定します。 



參 WSD 印刷を使用する場合 

口 [ WSD 印刷]を[オン]に設定します。 


重要 


• WSD 印刷に対応している機種については、 
•WSD 印刷は、 IPv6 には対応していません。 


「機能対応表」を参照してください。 


口 [ WSD 参照]を設定します。 


WSD を使用してプリンタの情報取得を行う場合は、 [WSD 参照]を[オン]に設定します。 


WSD を使用してプリンタの情報取得を行わない場合は、 [WSD 参照]を[オフ]に設 
定します。 


メモ"! [WSD 印刷]を[オン]に設定すると、 [WSD 参照]は[オン]に固定されます。 [WSD 印刷] 
が[オフ]のときのみ、 [WSD 参照]を[オフ]に設定できます。 

口 [マルチキャスト探索]を設定します。 

マルチキャストによる検索要求に応答する場合は、[マルチキャスト探索]を[オン] 
に設定します。 

マルチキャストによる検索要求に応答しない場合は、[マルチキャスト探索]を[オフ] 
に設定します。 

參 WSD 印刷を使用しない場合 

口 [ WSD 印刷]を[オフ]に設定します。 
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18 [ HTTP ] を設定します。 

HTTP 機能を使用する場合は、 [HTTP] を[オン]に設定します。 
HTTP 機能を使用しない場合は、 [HTTP] を[オフ]に設定します。 



重要 


[HTTP] を[オフ]に設定すると、 Web ブラウザ（リモート UI) や BMLinkS、IPP/IPPS 
印刷が使用できなくなります。[オフ]に設定する場合は、ネットワーク管理者に相談し 
てから設定してください。 


，メモ1 [ HTTP] を[オフ]に設定した場合、次の項目は自動的に設定されます。 
.[BMLinkS] : [使わない] 

• [IPP 印刷]: [オフ] 

• [リモート UI ]*: [オフ] 

* プリンタの操作パネルと FTP クライアントからのみ設定可能 

19 プロキシ機能を設定します。 



重要 


プロキシ機能に対応している機種については、「機能対応表」を参照してください。 
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參プロキシ機能を使用する場合 

口 [プロキシ]を[オン]に設定します。 

口 [HTTP プロキシサーバのアドレス]に、プロキシ機能で使用するプロキシ 
サーバのアドレスを入力します。 

口 [HTTP プロキシサーバのポート番号]に、プロキシ機能で使用するプロキシ 
サーバのポート番号を入力します。 

[0] ~ [99999] の間で設定できます。 

口 [同ードメインにもプロキシを使用]を設定します。 

同ードメインにもプロキシ機能を使用する場合は、[同ードメインにもプロキシを使用] 
を[オン]に設定します。 

同ードメインにはプロキシ機能を使用しない場合は、[同ードメインにもプロキシを使 
用]を[オフ]に設定します。 

口 [プロキシ認証]を設定します。 

プロキシ認証機能を使用する場合は、[プロキシ認証]を[オン]に設定します。 
プロキシ認証機能を使用しない場合は、[プロキシ認証]を[オフ]に設定します。 

□ [プロキシ認証]を[オン]に設定した場合は、次の項目を設定します。 

[ユーザ名]:プロキシ認証で使用するユーザ名を入力します。 

[パスワード]:プロキシ認証で使用するパスワードを入力します。 

メモ I [ユーザ名]と[パスワード]には、24文字までの半角英数字を入力できます。 

• プロキシ機能を使用しない場合 

口 [プロキシ]を[オフ]に設定します。 

20 マルチキャスト探索を設定します。 
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• マルチキャストを使用した探索に応答するように設定する場合 

口 [マルチキャスト探索応答]を[オン]に設定します。 


重要 


マルチキャスト探索は、 IPv 6 には対応していません。 

口 [スコープ名]に 、 NetSpot Device Installer などの ユーテイリテイ ソフト 
ウェアからマルチキヤストによる特定のデバイスの探索をするときに使用す 
るスコープ名を入力します。 


メモ 1 [スコープ名]には、32文字までの半角英数字を入力できます。 

• マルチキャストを使用した探索に応答しないように設定する場合 

口 [マルチキャスト探索応答]を[オフ]に設定します。 

21 SNTP を設定します。 



• SNTP クライアント機能を使用して時刻情報を得る場合 

口 [ SNTP ] を[オン]に設定します。 

□ [ NTP サーバ名]を設定します。 

手順7で DNS を設定したときは、 [ NTP サーバ名]に NTP サーバのサーバ名を入力し 
ます。 

手順7で DNS を設定していないときは、 [ NTP サーバ名]に NTP サーバの IP アドレス 
を入力します。 

□ [ポーリング間隔]で、 NTP サーバへ時刻情報を問い合わせる間隔を設定し 
ます。 

[1] 〜 [48] (時間）の間で設定できます。 


メモ 1 [ SNTP ] を[オン]に設定した場合、[ネットワーク]ページに [ NTP サーバ確認]が表 
示されます。 [ NTP サーバ確認]をクリックすると、設定した NTP サーバと通信を行い、 
その結果を [ NTP サーバ確認結果]に表示します。 NTP サーバと正常に通信ができた場 
合は [0 K ]、 設定ミスや通信エラーなどで NTP サーバと通信ができなかった場合は[エ 
ラー]と表示されます。 
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• SNTP クライアント機能を使用して時刻情報を得ない場合 

□ [ SNTP ] を[オフ]に設定します。 

22 [ ok ] をクリックします。 



23 ハードリセット、またはプリンタを再起動します。 

ハードリセット後、またはプリンタの再起動後に設定が有効になります。 

@ メモ I ハードリセットは、次の手順で行ってください。 

1. [デバイス管理]メニューから[状態]を選択します。 

2. [デバイス制御]をクリックします。 

3. [ハードリセット]を選択したあと、[実行]をクリックします。 


これでプリンタのプロトコル設定は完了しました。 
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FTP クライアントによる設定 


I コマンドプロンプト、または MS-DOS プロンプトを起動します。 

UNIX をお使いの場合は、コンソール画面を表示します。 


㉘ メモ | Windows をお使いの場合は、次の方法でコマンドプロンプト、または MS - DOS プロンプ 
卜を起動します。 

• Windows 98の場合： 

[スタート]メニューから[プログラム]+ [ MS - DOS プロンプト]を選択します。 

• Windows Me の場合： 

[スタート]メニューから[プログラム]+ [アクセサリ] 4 [ MS - DOS プロンプト]を 
選択します。 

• Windows 2000の場合： 

[スタート]メニューから[プログラム] 4 [アクセサリ] 4 [コマンドプロンプト]を 
選択します。 

• Windows XP/Server 2003ハ / ista の場合： 

[スタート]メニューから[すべてのプログラム] 4 [アクセサリ] 4 [コマンドプロン 
ブト]を選択します。 

2 次のコマンドを入力し、キーボードの [ENTER] キーを押します。 

ftp (スペース）<プリンタの IP アドレス> 

入力例 ： ftp 192.168 .0.21 5 

3 ユーザ名として、 「 root 」 を入力し、キーボードの [ENTER] キーを押 

します。 


@ メモ1 •ユーザ名は、 「 root 」 以外（空欄など）でもログインできます。そのときは、設定以外 
の操作のみ行えます。 

• Anonymous ログインはできません。 

4 パスワードを入力し、キーボードの [ENTER] キーを押します。 


㉘ メモ1 プリンタにパスワードを設定していないときは、何も入力せずに、キーボードの [ ENTER ] 
キーを押します。 

5 次のコマンドを入力し、キーボードの [ENTER] キーを押します。 

cd (スペース ） config 

6 次のコマンドを入力し、キーボードの [ENTER] キーを押します。 

get (スペース ） CONFIG (スペース）<ファイル名> 

config ファイルがダウンロードされます。<ファイル名>に入力した文字が、ダウンロー 
ドされたときの config ファイルのファイル名になります。 
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@ メモ I config ファイルのダウンロード先は、お使いの 0 S の環境や設定によって異なります。 

config ファイルが見つからない場合は、 0 S のファイル検索機能を利用して config ファ 
イルを検索してください。 

7 メモ帳などでダウンロー ドした config ファイルを編集します。 

各項目の説明については「ネットワーク設定項目一覧」 OP .7-2) を参照してください。 

8 次のコマンドを入力し、キーボードの [ ENTER ] キーを押します。 

put (スペース）<ファイル名> (スペース ） CONFIG 


@ メモ1 くファイル名〉には、ダウンロードしたときに入力した config ファイルのファイル名を 
入力します。 

9 次のコマンドを入力し、キーボードの [ ENTER ] キーを押し、ネットワー 
クボードをリセットします。 

get (スペース ） reset 

ネットワークボードのリセット後に設定が有効になります。 

メモ I プリンタを再起動しても設定が有効になります。 

10 「 quit 」 を入力して、キーボードの [ENTER] キーを押します。 

11 「 exit 」 を入力して、キーボードの [ ENTER ] キーを押します。 

これでプリンタのプロトコル設定は完了しました。 


TCP/IP ネツトワ — クで使用するには (Windows/UNIX) 


プリンタのプロトコル設定 3-29 











IPv6 を使用するための設定 


ここでは、 IPv 6 の設定を行います。 

IPv 6 の設定は、 IPv 4 の設定後、リモート UI を使用して行つてください。 


重要 


• IPv6 に対応している機種については、「機能対応表」を参照してください。 

• IPv4 を使用せずに、 IPv6 だけを使用することはできません。 

• IPsec (Security Architecture for Internet Protocol) による暗号化はサポートしていません。 


杯メモ1 本プリンタは、以下の IPv6 アドレスを最大で7個まで持つことができます（手動で登録 

できるのは1つのみ)。 IPv6 通信では、複数の IPv6 アドレスを同時に使用できます。 


■ IPv 6 アドレスの種類 


種類 

登録できる数 

概要 

リンクローカルアドレス 

1個 

リンクローカルアドレスは、特定のプレフィツクス 
(所属するネットワークを示す情報） 「fe80 :: 」 と、本 
プリンタの MAC アドレスから生成したインタフエー 
ス識別子から自動的に設定されます。同ープレフィッ 
クス内のみ有効なため、ルータを越えることはでき 
ません。本プリンタでは、 IPv6 を使用している場合、 
常に1個のリンクローカルアドレスが設定されてい 
ます。 

手動アドレス 

〇〜1個 

手動で入力する固定のアドレスです。手動で IP アド 
レスを設定する場合、プレフィックス長およびデフ 
オルトルータアドレスの指定ができます。 

ステートレスアドレス 

〇〜6個 

ステートレスアドレスは、ルータから通知される RA 
(Router Advertisement) に含まれるプレフイツクス 
と本プリンタの MAC アドレスを使用して自動的に設 
定されます。 

ステートフルアドレス 

〇〜1個 

ステートフルアドレスは、 DHCPv6 を使用して、 DHCP 
サーノ \'から取得することができます。 
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1 Web ブラウザを起動し、アドレス入力欄に次の URL を入力したあと、キー 

ボードの [ ENTER ] キーを押します。 

http:// <プリンタの IP アドレス> / 



㉘メモ 1 •プリンタの IP アドレスがわからないときは、ネットワーク管理者に相談してください。 

• DNS サーバにプリンタのホスト名が登録されているときは、 IP アドレスのかわリに[ホ 
スト名.ドメイン名]で入力することもできます。 

例： http://my_printer.xy_dept.company.co.jp/ 

• SSL による暗号化通信を利用してリモート UI による設定を行う場合は、 「https://< プリ 
ンタの IP アドレスまたは名前>/」を入力します。[セキュリティ警告]ダイアログボッ 
クスなどが表示された場合は、メッセージにしたがって対処してください。 

•SSL 暗号化通信機能に対応している機種については、「機能対応表」を参照してくださ 

い。 

•SSL による暗号化通信を利用するためには、鍵と証明書が作成され、使用鍵として登録が 
行われている必要があります。 SSL 暗号化通信機能の詳細や鍵の登録の手順については、 
「リモート UI ガイド」 （PDF 取扱説明書）を参照してください。 
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[管理者モード]を選択し、[パスワード]を入力して、 [0 K ] 
クします。 
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囹I 


€1ぺ-ジ tf 表示されました 


プリンタにパスワードを設定していないときは、[パスワード]を入力する41 
せん。 

[デバイス管理]メニューから[ネットワーク]を選択します。 
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4 [ TCP / IP ] の右にある[変更]をクリックします。 



5 [ IPv 6] を[オン]に設定します。 
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6 ステートレスアドレスを設定します。 

ステートレスアドレスを使用しない場合は、[ステートレスアドレス]を[オフ]に設定 
します。 



㉘ メモ1 ステートレスアドレスは、本プリンタを再起動したとき（電源を入れたとき）に破棄さ 
れます。 


7 手動アドレスを使用する場合は、次の設定を行います。 

手動アドレスを使用を使用しない場合は、手順8に進みます。 



□ [手動アドレス]を[オン]に設定します。 

□ [ IP アドレス]を入力します。 

口 [プレフィックス長]を入力します。 

口必要に応じて、[デフォルトルータアドレス]を入力します。 
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重要 


DP アドレス]と[デフオルトルータアドレス]に、次のアドレスは入力できません。 

• 「ff」 で始まるアドレス（マルチキヤストアドレス） 

• 「0:0:」で始まるアドレス 

8 DHCPV 6 を設定します。 

ステートフルアドレスを使用する場合は、 [DHCPv6] を[オン]に設定します。 



9 DNS サーバを使用する場合は、次の設定を行います。 

DNS サーノ t を使用しない場合は、手順10に進みます。 
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口 [ IPv 6] の[プライマリ DNS サーバアドレス]に、プライマリ DNS サーバの 
IP アドレスを入力します。 [ IP アドレス]を入力します。 

口 [ IPv 6] の[セカンダリ DNS サーバアドレス]に、セカンダリ DNS サーバの 
IP アドレスを入力します。 

口 [ DNS ホスト名]と [ DNS ドメイン名]に、 IPv 4 と同じ名称を使用する場 
合、 [ IPv 4 と同じホスト名/ドメイン名]を[オン]に設定します。 

IPv4 とは異なる名称を使用する場合は、 [DNS ホスト名]と [DNS ドメイン名]を入 
力します。 

[DNS ドメイン名]の入力例： sales_dept.xyz_company.co.jp 

1〇 DNS の動的更新を使用する場合は、次の設定を行います。 

DNS の動的更新を使用しない場合は、手順11に進みます。 



□ [ DNS の動的更新]を[オン]に設定します。 


重要 


•DNS の動的更新とは、デバイスの IP アドレスとホスト名、ドメイン名に設定した名前を 
自動的に DNS サーバに登録する機能です。この機能は、ダイナミック DNS サーバがある 
環境で使用することができます。 

• DNS の動的更新機能を使用するには、 DNS サーバの IP アドレスと本プリンタのホスト名 • 
ドメイン名の設定が必要です。 

•この機能を使用して、 LPR で [DNS ホスト名]と [DNS ドメイン名]を設定することで、 
本プリンタの IP アドレスを固定しなくても使用できるようになリます。 


メモ"! [DNS ホスト名]と [DNS ドメイン名]には、47文字までの半角英数字を入力できます。 

口 [ステートレスアドレスの登録]を設定します。 

[オン]に設定すると、ステートレスアドレスを DNS サーバに登録します。 

口 [手動アドレスの登録]を設定します。 

[オン]に設定すると、手動アドレスを DNS サーバに登録します。 

口 [ステートフルアドレスの登録]を設定します。 

[オン]に設定すると、ステートフルアドレスを DNS サーバに登録します。 
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11 [ OK ] をクリックします。 



12 ハードリセット、またはプリンタを再起動します。 

ハードリセツト後、またはプリンタの再起動後に設定が有効になります。 


泌メモ 1 ハードリセットは、次の手順で行ってください。 

1. [デバイス管理]メニューから[状態]を選択します。 

2. [デバイス制御]をクリックします。 

3. [ハードリセット]を選択したあと、[実行]をクリックします。 


これで IPv6 の設定は完了しました。 


TCP/IP ネツトワ — クで使用するには (Windows/UNIX) 


IPv6 を使用するための設定 3-37 


































印刷を行うコンピュータの設定 


プリンタのプロトコル設定が完了したら、各コンピュータの設定を行います。 


TCP / IP ネットワークに接続する 


印刷を行う全コンピュータに TCP / IP クライアントソフトウェアをインストールして、 TCP / 
IP ネットワークが使用できるようにします。詳しくは、 0 S の説明書を参照してください。 


プリントアプリケーションの選択 


本プリンタを TCP / IP ネットワークで使用する場合、次のプリントアプリケーションに対応 
しています。 

•LPD 

• Raw 

• IPP/IPPS 

• FTP 

• WSD ( IPv 4 のみ） 

•BMLinkS ( IPv 4 のみ） 

「プリントアプリケーション診断」 （+ P .3-39) を参考にして使用するプリントアプリケーショ 
ンを決めて、必要な作業を行ってください。 


政メモ1 •プリントアプリケーションとは、ネットワークを通して送られた印刷データを受け取 
り、プリンタへ出力するソフトウェアです。ネットワーク上のプリンタに印刷するため 
には、プリントアプリケーションが必要となリます。 

•プリントアプリケーションによって、プリンタの接続先の設定が異なります。プリンタ 
の接続先の設定は、プリンタドライバをインストールしたあとに行います。 
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プリントアプリケーシヨン診断 


( インターネット上の \ 

V プリンタに印刷したい hi 

I いいえ 


/ 同じ設定で \ 

( 異なるプリンタに 

印刷したぃ 


^ぃぃぇ 

/ 様々なコンピュ-夕が、^ 

( 混在している環境で \ 

V 同じプリントアプリケ-シヨンで 

印刷したぃ / 

^ぃぃぇ 

(Windows Vista で、自動的に\ 
^プリンタをセットアップしたい/省 

I いいえ 


刷スピードを重視したい 


^ぃぃぇ 

( プリンタの状態や \ 

^処理状況を詳しく知りたい 

^ぃぃぇ 

X Windows 2000 /XP \ 
(/Server 2003 /Vista で 
V 簡単に印刷設定したい J 

I いいえ 


はい 


はい 


はい 


はい 


はい 


はい 


はい 


IPP / IPPS をおすすめします。 


BMLinkS をおすすめします。 


LPD をおすすめします。 


WSD * をおすすめします。 


Raw をおすすめします。 


IPP / IPPS をおすすめします。 


Raw をおすすめします。 


IPP / IPPS をおすすめします。 


* WSD 印刷に対応している機種については、「機能対応表」を参照してください。 
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•プリントアプリケーションの特徴を詳しく理解するには、次を参照してください。 

• LPD の特徴 OP.3-41) 

• Raw の特徴 P .3-42) 

• IPP / IPPS の特徴 （+ P .3-43) 

• WSD の特徴 OP .3-44) 

• BMLinkS の特徴（+「ユーザーズガイド」） 

•プリントアプリケーションの設定方法については、次を参照してください。 

• LPD / Raw の設定方法 (^ P .3-45) 

- IPP / IPPS の設定方法 （+ P .3-57) 

• WSD の設定方法レ P .3-66) 

• BMLinkS の設定方法 （■> 「ユーザーズガイド」） 

メモ I • FTP クライアントソフトウェアを使用して、印刷を行うこともできます。 FTP クライアン 
トソフトウェアを利用して印刷を行う方法は、 「FTP クライアントを使用して管理する」 
(ラ P.3-68) を参照してください。 

• Canon LPR2 は、キヤノンホームページ (http://canon.jp/) からダウンロードしてくださ 

い。 

•同じ設定で異なるプリンタに印刷するには、印刷するプリンタが BMLinkS 対応機器であ 
る必要があリます。 

•ネットワーク上の Windows 2000 /XP/Server 2003 /Vista をプリントサーバに設定すると、 
プリンタを次のように効率よく管理することができます。 

• ジョブがプリントサーバによって管理されます。 

• プリントサーバに代替プリンタドライバをインストールしておくと、他のコンピュー 
夕はネットワーク経由でプリンタドライバをインストールできるようになります 
(Windows Vista をプリントサーバとしてお使いの場合、 Windows 98/Me へのダウン 
ロードインストールはできません）。 

• プリントサーバの設定手順については、 User Software CD-ROM に収められている取扱説 
明書を参照してください。 
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LPD の特徴 


PC 


LAN 




+ TCP/IP 



プリンタ 

Windows 98/ Me / 2000 / XP/Server 2003/ Vista で利用できるプリントアプリケーシヨンです。 
TCP / IP プロトコルのネットワーク環境で、一般的に使用されています。 



メリット 

• 最も標準的なネットワーク印刷方法であり、 Windows 2000/XP/Server2003/Vista, 
Macintosh、UNIX、Linux の OS において標準でサポートされている印刷方法である 
• 印刷時にノゞナーページを印刷することができる 

•印刷実行時にプリンタが再起動してしまった場合は、ジョブを再送信するため、印 
刷が保証される（印刷時にノ t イトカウントを設定した場合） 

デメリット 

ジョブの詳細情報を取得することができない 

こ'利用例 

• 複数人数でプリンタを共有する場合（バナーページを印刷すると誰の印刷結果であ 
るかの判断がしやすいため） 

• いろいろな種類の PC (OS) が混在している環境において、一種類のプリントアブ 
リケーションのみで印刷したい場合 

設定方法 

「プリンタの接続方法 （LPD/Raw) 」（今 P.3-45) 
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Raw の特徴 


PC 


LAN 






TCP/IP 



Windows 98/ Me / 2000 / XP/Server 2003/ Vista で利用できるプリントアプリケーシヨンです。 
このプリントアプリケーシヨンを利用すると、 LPD よリ速く印刷できます。 


メリット 

• 他のプリントアプリケーションに比べ、最も早く印刷することができる 
• Windows 2000 /XP/Server 2003環境での印刷においては、設定が最も簡単に行える 

デメリット 

•ジョブの詳細情報を取得することができない 

•〇 S 標準でサボートしているのは、 Windows 2000/XP/Server 2003/Vista のみであリ、 
Macintosh、UNIX、Linux ではサポートしていない 

ご利用例 

Windows 2000/XP/Server 2003環境で、プリンタの設置後すぐに使用したい場合 

設定方法 

「プリンタの接続方法 (LPD/Raw) J (今 P.3-45) 
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IPP/IPPS の特徴 


PC 



プリンタ 


IPP は、 Windows 98/ Me / 2000 / XP/Server 2003 /Vista などで利用できるプリントアプリケー 
ションです。このプリントアプリケーションを利用すると、 LAN (社内ネットワークなど） 
上のプリンタだけでなく、インターネットを経由して、遠隔地にあるプリンタにも印刷で 
きます。 

IPPS は、 IPP を使用するときに SSL による暗号化通信を行うプリントアプリケーションで 
す。 IPPS は、 SSL 暗号化通信機能が有効になっている場合に、 Windows 2000 / XP/Server 
2003 /Vista で利用できます。 


メリット 

• インターネット上のプリンタに対して印刷することができる 
•ジョブやプリンタに関する情報を取得することができる 

デメリット 

他のプリントアプリケーションに比べ、印刷に比較的時間がかかる 

ご利用例 

インターネット越しに、遠隔地のプリンタに対して印刷する場合 

設定方法 

「プリンタの接続方法 （IPP/IPPS)」OP.3-57) 
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WSD の特徴 


PC 


LAN 








TCP/IP 


プリンタ 

Windows Vista で利用できるプリントアプリケーションです。 WSD プロトコルによるプリ 
ンタの自動検索、ジョブやプリンタの情報取得ができます。 


メリット 

ネットワーク上のプリンタを自動検索でき、プリンタドライバのインストールが簡単 
に行えます。また、ジョブが終了したことをコンピュータに通知したり、プリンタの 
構成情報を自動的に取得することができます。 

デメリット 

サポートしている 0S が Windows Vista のみです。 

ご利用例 

Windows Vista 環境で、プリンタの設置後すぐに使用したい場合は、 WSD をおすすめ 
します。 

設定方法 

「プリンタの接続方法 （WSD)」 卜 P.3-66) を参照してください。 


¢3 


WSD 印刷に対応している機種については、「機能対応表」を参照してください。 
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プリンタの接続方法 （ LPD / Raw ) 


Windows 2000 / XP/Server 2003 /Vista をお使いの場合 


@ メモIここでは、 WindowsXP Professional の画面例で手順を説明します。 


■新にプリンタドライバをインストールするとき 

/ プリンタドライバをインストールします。 

User Software CD-ROM に収められている取扱説明書のネットワーク上のプリンタを自動 
探索する手順に従って、プリンタドライバをインストールしてください。 


@ メモ1 上記手順でプリンタドライバをインストールした場合、プリントアプリケーションは 
Raw となります。 

LPD をお使いになる場合は、上記手順でプリンタドライバをインストールしたあと、ポー 
卜を変更してください。 


■ Canon LPR 2 を利用してポートを変更するとき 

7 キヤノンホームページ （ http://canon.jp/) から、 Canon LPR2 をダウン 
ロードして、インストールしてから、ポートを変更します。 

Windows Vista をお使いの場合は、 OS に標準の機能を利用してポートを変更してください。 


重要 


Canon LPR2 で LPD を利用する場合は、 [LPR キュー名]に rip」 を入力してください。 


■ 0 S に標準の機能を利用してポートを変更するとき 

7 [プリンタと FAX ] または[プリンタ]フォルダを表示します。 

• Windows 2000の場合： 

[スタート]メニューから[設定]今[プリンタ]を選択します。 

• Windows XP Professional/Server 2003の場合： 

[スタート]メニューから[プリンタと FAX] を選択します。 

• Windows XP Home Edition の場合： 

[スタート]メニューから[コントロールパネル]を選択し、[プリンタとその他の 
ハー ドウ エア] + [プリンタと FAX] の順にクリックします。 

• Windows Vista の場合： 

[スタート]メニューから[コントロールパネル]を選択し、[プリンタ]をクリック 
します。 
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2 インストールしたプリンタのアイコンを右クリックして、[プロパティ] 
を選択します。 

3 [ポート]ページを表示します。 

4 [ポートの追加]をクリックします。 



5 [利用可能なプリンタポートの種類]から [Standard TCP/IP Port ] を選 
択したあと、[新しいポート]をクリックします。 
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6 [次へ]をクリックします。 



7 [プリンタ名または ip アドレス]にプリンタの ip アドレスまたは名前を 
入力したあと、[次へ]をクリックします。 



重要 


画面に「ポート情報がさらに必要です。」と表示されたときは、次のいずれかの操作を行 
います。 

• 画面の指示に従って再検索を行う 

• [デバイスの種類]で[標準 ] —[Canon Network Printing Device with P 9100] を選 
択したあと、[次へ]をクリックする 
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8 [完了]をクリックします。 



9 [閉じる]をクリックします。 



1〇 [適用]をクリックします。 



LPD を使用する場合は、手順11に進みます。 
Raw を使用する場合は、手順12に進みます。 
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11 LPD を使用する場合は、ポートの構成情報を変更します。 

口 [ポートの構成]をクリックします。 



口 [プロトコル]で [ LPR ] を選択して、 [ LPR 設定]の[キユー名]に rip 」 
と入力したあと、 [0 K ] をクリックします。 



12 [0 K ] をクリックします。 
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Windows 98/ Me をお使いの場合 


重要 


LBP3980 は、 Windows 98/Me に対応しておりません。 


■新も I にプリンタドライバをインストールするとき 

/ プリンタドライバをインストールします。 

User Software CD-ROM に収められている取扱説明書のネットワーク上のプリンタを自動 
探索する手順に従って、プリンタドライバをインストールしてください。 


※お使いの機種によっては、付属の CD-ROM に Windows 98/Me 用プリンタドライバは同梱されておリ 
ません。 Windows 98/Me に対応したプリンタドライバは、キヤノンホームページ (http://canon.jp/) 
からダウンロードしてください。 


重要 


プリンタドライバをインストールする途中でプリンタとの通信に失敗すると、エラーメッ 
セージが表示されます。このときは、[いいえ]をクリックしたあと、バイトカウントモー 
ドを OFF に設定してください。 


頌"メモ 1 上記手順でプリンタドライパをインストールした場合、プリントアプリケーションは 
LPD となります。 

Raw をお使いになる場合は、上記手順でプリンタドライバをインストールしたあと、 
Canon LPR2 を利用してポートを変更してください。 


■ CanonLPR 2 を利用してポートを変更するとき 


重要 


キヤノンホームページ （ http://canon.jp/) から、 Canon LPR2 をダウン 
ロードして、インストールしてから、ポートを変更します。 

Canon LPR2 で LPD を利用する場合は、 [LPR キュー名]に rip」 を入力してください。 


■ 0 S に標準の機能を利用してポートを変更するとき 

メモ I Raw をお使いになる場合は、 Canon LPR2 を利用してポートを変更してください。 


1 [スタート]メニューから[設定]—[プリンタ]を選択します。 

2 インストールしたプリンタのアイコンを右クリックして、[プロパティ] 
を選択します。 

3 [詳細]ページを表示します。 
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4 [ポートの追加]をクリックします。 



5 [その他]を選択し、 [Canon LPR Port] を選択したあと、 [0K] をクリツ 
クします。 



6 [ホスト名または ip アドレス]にプリンタの名前または ip アドレスを入 
力します。 



7 [プリンタ名]に rip 」 を入力したあと、 [0K] をクリックします。 



8 [0K] をクリックします。 
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Linux をお使いの場合 

ここでは、 LPD を使用した印刷について説明しています。 FTP を使用して印刷する手順に 
ついては、 「 FTP クライアントを使用して管理する」レ P .3-68) を参照してください。 


重要 


• ここでは 、 Red Hat Professional Workstation 、 Laser 5 Linux 7.2 、Turbolinux 10 Desktop 
の場合の手順で説明します。お使いの環境によっては、設定手順が異なることがありま 
す。 

• Linux 0 S をインストールした PC を単体のワークステーションとして利用する場合も、こ 
こで説明する手順に沿って設定してください。 


1 Linux サーバに root ユーザとしてログインします。 


重要 


Linux サーバ上の root ユーザ権限を持っていない場合は、ネットワーク管理者にお問い 
合わせくたさい。 


2 /etc/hosts ファイルを編集して、プリンタをローカルネットワーク上に 
登録します。 

口 / etc / hosts ファイルをテキストエディタで開きます。 

口次の一行を追加します。 

書式：くプリンタの固定 IP アドレス〉 （ tab ) <プリンタ名〉 （ tab )# くコメント> 
入力例：192.168 .0.1 55 LBP 5910 #追加するプリンタ 

口 / etc / hosts ファイルを保存後、テキストエディタを終了します。 


重要 


• Linux 0 S からの印刷を行う場合は、必ずプリンタに固定 IP アドレスを設定してください。 
(+プリンタの操作パネルによる設定： P .3-6) 

•プリンタに [ DNS ホスト名]を既に登録済の場合は、くプリンタ名>に [ DNS ホスト 
名]と同じ文字列を設定してください。レリモート UI による設定： P .3-11) 


3 Linux サーバ上にスプーリングシステムを設定します。 

• Red Hat Linux をお使いの場合の設定例 （+ P .3-52) 

• LASER 5 Linux をお使いの場合の設定例 （々 P .3-53) 

• Turbolinux をお使いの場合の設定例 （+ P .3-53) 


• Red Hat Linux をお使いの場合の設定例： 

ロプリンタ設定を立ち上げます。プリンタ設定はメニューの「システム設定」 
—「プリンタ設定」から立ち上げます。 

□プリンタ設定ウィンドウで「新規」をクリックします。 

ロダイアログが表示されるので「進む」をクリックします。 

□ 次の項目を設定し、「進む」をクリックします。 

「名前」：プリンタの名前を設定します。 

「簡単な説明」：プリンタの説明を設定します。 
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口次の項目を設定し、「進む」をクリックします。 

「プリンタタイプの選択」： r ネットワーク上の UNIX ( LPD )」 を選択します。 

「サーバ」：手順2で追加したプリンタ名またはプリンタの IP アドレスを設定します。 
「プリンタ」： rip」 を設定します。 

口次の項目を設定し、「進む」をクリックします。 

「プリンタの製造元」： 「Canon」 を選択します。 

「モデル」：お使いのプリンタを選択します。 

口設定内容の確認を行い、「適用」をクリックします。 

口必要に応じてテストべージの印刷を行います。 

口手順4に進みます。 

• LASERS Linux をお使いの場合の設定例： 

ロデスクトップの「ここからスタート」アイコンをダブルクリックし、 
Nautilus を立ち上げます。 

口 「システム設定」をダブルクリックします。 

口 「プリンタ設定」をダブルクリックし、 printconf を立ち上げます。 

口 printconf のツールバーから 「新規」をクリックします。 

ロダイアログが表示されたら、「次」をクリックします。 

口次の項目を設定し、「次」をクリックします。 

「プリンタ名」：プリンタ名を設定します。 

「プリンタタイプ」： 「UNIX プリンタ」を選択します。 

口次の項目を設定し、「次」をクリックします。 

「サーバ」：手順2で追加したプリンタ名またはプリンタの IP アドレスを設定します。 
「プリンタ」： rip」 を設定します。 

口 「プリンタドライノ《の選択」でお使いのプリンタを選択し、「次」をクリッ 
クします。 

口設定内容の確認を行い、「完了」をクリックします。 

口手順4に進みます。 

參 Turbolinux をお使いの場合の設定例： 

ロ メニユーの「設定」+「プリンタ設定」から印刷マネージャを起動します。 

口印刷マネージャの「現在の印刷システム」を 「CUPS (Common UNIX Print 
System ) 」にします。 

口印刷マネージャの「追加」+「プリンタ/クラスの追加」を選択します。 

ロダイアログが表示されたら、「次」をクリックします。 

口 「リモート LPD キユ ー 」を選択したあと、「次」をクリックします。 
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口次の項目を設定し、「次」をクリックします。 

「ホスト」：手順2で追加したプリンタ名またはプリンタの 1 P アドレスを設定します。 
「キュー」： rip 」 を設定します。 

口次の項目を設定し、「次」をクリックします。 

「製造者」： 「 CANON 」 を選択します。 

「モデル」：お使いのプリンタを選択します。 

口必要に応じて「テスト」をクリックしてプリンタテストを行い、「次」をク 
リックします。 

ロバナーを選択し、「次」をクリックします。 

ロプリンタのクオータを設定し、「次」をクリックします。 

ロユーザアカウントを設定し、「次」をクリックします。 

□ 「名前」にプリンタ名を設定し、「次」をクリックします。 

□ 設定内容を確認し、「完了」をクリックします。 

□ 手順4に進みます。 

4 印刷できるかどうか確認します。 

書式 ： Ip (スペース ） -d (スペース）<プリンタ名> (スペース）<印刷するファイル名 
> 

入力例 ： Ip -d LBP 5910 report 


これで印刷するための設定が完了しました。 


UNIX をお使いの場合 

ここでは、 LPD を使用した印刷について説明しています。 FTP を使用して印刷する手順に 
ついては、 「 FTP クライアントを使用して管理する」 （+ P .3-68) を参照してください。 


重要 


•ここで説明する手順は設定例です。お使いの環境によっては、設定手順が異なることが 
あります。 

• UNIX 0 S をインストールした PC を単体のワークステーションとして利用する場合も、こ 
こで説明する手順に沿って設定してください。 


1 UNIX サーバに root ユーザと してログインします。 


重要 


UNIX サーパ上の root ユーザ権限を持っていない場合は、ネットワーク管理者にお問い 
合わせくたさい。 
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2 / etc / hosts ファイルを編集して、プリンタをローカルネットワーク上に 
登録します。 

□ / etc / hosts ファイルをテキストエディタで開きます。 

口次の一行を追加します。 

書式： くプリ ンタの固定 IP アドレス〉 ( tab ) くプリンタ名〉 ( tab ) # <コメント> 

入力例：192.168 .0.155 LBP 5910 #追加するプリンタ 

口 / etc / hosts ファイルを保存後、テキストエディタを終了します。 


重要 


• UNW 0 S からの印刷を行う場合は、必ずプリンタに固定 IP アドレスを設定してください。 
(みプリンタの操作パネルによる設定： P .3-6) 

•プリンタに [ DNS ホスト名]を既に登録済の場合は、くプリンタ名 > に [ DNS ホスト名] 
と同じ文字列を設定してください。（ラリモート UI による設定： P .3-11) 


3 UNIX サーバ上にスプーリングシステムを設定します。 

• Solaris 1. X をお使いの場合の設定例 （+ P .3-55) 

• Solaris 2. x 以降をお使いの場合の設定例 （+ P .3-56) 

• HP - UX をお使いの場合の設定例 （+ P .3-56) 

• IBM - AIX をお使いの場合の設定例 OP .3-57) 


• Solaris 1. x をお使いの場合の設定例： 

□ / etc/printcap ファイルに次の内容を追加します。 

書式： 

:<印刷キュー名> | <コメント>:\ 

： lp = <デバイスのスペシャルファイル> :\ 

: sd = <スプールディレクトリ> A 
:: if =< ログファイルディレクトリ>:\ 

: rm = <プリンタの IP アドレスまたはプリンタ名> 
入力例： : print _ queue _ name | comments :\ 

: lp =/ var / spool / print _ queue _ name /. null :\ 
: sd =/ var / spool / print _ queue _ name :\ 

: if 二/ var / spool / print _ queue _ name / loa :\ 

: rm = printer _ host_name 


メモ] rm 行には、 / etc / hosts ファイルに記述したくプリンタ名〉と同じ内容を記述します。 
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□ プリンタのスプールディレクトリを作成します。次のコマンドを実行しま 
す 。 

書式： 

mkdir (スペース） -p (スペース）<スプールディレクトリ> 
chown (スぺース） daemon (スペース）くスプールディレクトリ〉 

入力例： mkdir -p / var / spool / print _ queue_name 

cnown daemon / var / spool / print _ queue_name 

メモ I くスプールディレクトリ〉には、 / etc/printcap ファイルに追加した文字列と同じ内容を 

記述します。 

□ プリンタのログファイルを作成します。次のコマンドを実行します。 

書式： 

cp (スぺース） / dev/null (スペース）< ログファイルディレクトリ> 

入力例： cp / dev/null / var / spool / print _ queue_na me/log 
□ 手順 4 に進みます。 

• Solaris 2 .x 以降をお使いの場合の設定例： 

□ admintool ユーティリティを起動します。 

□ [ Browse ] ^ [ Printers ] を選択します。 

□ [ Edit ] [ Add ] + [Access to Printer ] を順に選択します。 

□ [Printer Name ] に任意の印刷キュー名を入力し 、 [Print Server ] にプリン 
夕の IP アドレスまたは名前を入力します。 

□ [0 K ] を選択します。 

□ 手順4に進みます。 

• HP-UX をお使いの場合の設定例： 

□ SAM ユーティリティを起動します。 

□ [Printersand Plotters ] を選択します。 

□ [Printersand Plotters ] メニューから [ LPSpooler ] を選択します。 

□ [ LPSpooler ] メニューから [Printersand Plotter ] を選択します。 

□ [ Action ] メニューから [Add Remote Printer / Plotter ] を選択します。 

□ [Printer Name ] に任意の印刷キュー名を入力し 、 [Remote System 
Name ] にプリンタの IP アドレスまたは名前を入力します。 

□ [Remote Printer Name ] に rip 」 と入力します。 

□ [Remote Printer is on a BSD System ] を選択します。 

□ [ OK ] を選択します。 

□ 手順4に進みます。 
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• IBM - AW をお使いの場合の設定例： 


口 SMIT ユーテイリティを 起動します。 

口 [印刷スプーリング] — [印刷待ち行列の追加]— [ remote ] の順に選択し 
ます。 

□ [標準処理の追加]を選択します。 

口 [追加する待ち行列名]に任意の印刷待ち行列名を入力し、[リモートサー 
パのホスト名]にプリンタの IP アドレスまたは名前を入力します。 

ロリモートサーバ上の[待ち行列名]に rip 」 と入力します。 

ロリモートサー パ 上の[印刷スプーラタイプ]に 「 BSD 」 と入力します。 

口手順4に進みます。 

的メモ I admintool ユーテイリテイ、 SAM ユーテイリテイ、 SMIT ユーテイリテイは、 0 S に付属 
のユーティリティです。 詳しい使用方法は、各 0 S の 説明書を参照してください。 

4 次の印刷コマンドを実行して、印刷できるかどうか確認します。 

書式： 

Ip (スペース ） -d (スペース）<印刷キュー名> (スペース）<印刷するファイル名> 
入力例 • lp-d print _ queue_name report 


これで印刷するための設定が完了しました。 


プリンタの接続方法 ( IPP / IPPS ) 


Windows Vista をお使いの場合 


重要 


Windows Vista をお使いの場合に IPPS 印刷を使用するときには、本プリンタの公開鍵を 
取得して Windows Vista にインストールする必要があります。公開鍵を取得する手順に 
ついては 、 「Windows Vista で SSL を使用する場合に本プリンタの公開鍵を取得するには」 
(み P .7-15) を参照してください。 


7 [受信/印刷範囲設定]の設定内容を確認します。 

プリンタドライバをインストールするコンピュータの ip アドレスが、印刷を制限されて 
いないことを確認します。（ラ印刷や設定できるユーザを ip アドレスによって制限する： 
P .3-84) 


重要 


•印刷を制限されている IP アドレスの場合、プリンタドライバをインストールすることが 
できません。 

• プリンタドライバをインストールしたコンピュータの IP アドレスが、[受信/印刷範囲設 
定]で印刷を制限されるようになった場合、そのコンピュータからは印刷できません。 
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2 [スタート]メニューから[コントロールパネル]を選択し、[プリンタ] 
をクリックして、[プリンタ]フォルダを表示します。 

3 [プリンタのインストール]をクリックします。 

4 [ネットワーク、ワイヤレスまたは Bluetooth プリンタを追加します] 
をクリックします。 


回 

i \.-) (SB プリンタの追加 

□一カルプリンタまたはネットつークプリンタの通択 
*> □一カルプリンタを追加します (L) 

USB プリンタがない場合のみこのオプションを使用してください • (USB プリンタはブラクイ 
ンされたときに g 動的にインストールされま ) 


♦ ネットワーク、ワイヤレスまたは Bluetooth プリンタを追加します (W) 

コンピュータがネットワークに接接されているか、または Bluetooth プリンタかワイヤレスプ 
リンタがオンになつていることを確認してください， 


次へ⑻ ] I キ ip>iyv— 」 


5 [探しているプリンタはこの一覧にはありません]をクリックします。 


回 

@ _プリンタの追加 

利用できるプリンタを_しています… 


停止⑤ 1 


♦ 探しているプリンタはこの 一M にはありません (E) 


次へ (N) I [ キレ ] 


3-58 印刷を行うコンピュータの設定 





























6 [共有プリンタを名前で選択する]を選択して、次の URL を入力し、[次 

へ]をクリックします。 

http ゾ/〈プリンタの IP アドレスまたは名前 〉/ ipp 

SSL による暗号化通信を利用して IPPS 印刷を行う場合は、 「 https :// <本プリンタの IP ア 
ドレスまたは名前 >/ ipp 」 を入力します。 


© 




1 プリンタの追加 

プリンタ名または TCP/IP アドレスでプリンタを:検索 

り、ノ勾*畚 B2 才る (W) 


I 〇 共有：?リン$を名前で逞折す 5(g) 


http://192.168D.215/ipp 


I 参照 (S)... 」 


'TCP/IP アド以またはホスト名を使ってブリン$を追加す 5(p 


次へ ( N ) 


重要 


IPPS は、 SSL 暗号化通信機能が有効になっている場合にのみ使用できます。 

SSL 暗号化通信機能の詳細については、「リモート UI ガイド」を参照してください。 


7 [ディスク使用]をクリックして、 CD-ROM ドライブの中のプリンタド 
ライパが入っているフォルダを指定します。 


プリンタの追加ウイザート 




^街爾卿て」®け術ン此ル.柳糖し-⑽ 


製适元 

▲ 


Apollo 

3 

V Apollo P-1200 

Brother 


3^ Apollo P 2100 /P 2300 U 

Canon 


* Apollo P2200 

た?- 




^ ■腿。 c .. 和刪 ... I ) 


[ QK I [ I 


8 ipp 認証機能を使用している場合は、パスワード入力を求められたら、 
ユーザ名とパスワードを入力したあと、 [0K] をクリックします。 


轉メモ] IPP 認証機能の設定は、「プリンタのプロトコル設定」 （4.3-11) で行います。 


9 画面の指示に従ってインストールを完了させます。 

これでプリンタドライバのインストールとポートの設定が完了しました。 
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Windows 2000 / XP/Server 2003をお使いの場合 


メモ I • Canon LPR 2 のインストールによっても、 IPP / IPPS を使用した印刷を設定できます。 
• ここでは 、 WindowsXP Professional の画面例で手順を説明します。 


7 [受信/印刷範囲設定]の設定内容を確認します。 

プリンタドライパをインストールするコンピュータの ip アドレスが、印刷を制限されて 
いないことを確認します。レ印刷や設定できるユーザを ip アドレスによって制限する： 
P .3-84) 


重要 


•印刷を制限されている IP アドレスの場合、プリンタドライバをインストールすることが 
できません。 

•プリンタドライバをインストールしたコンピュータの IP アドレスが、[受信/印刷範囲設 
定]で印刷を制限されるようになった場合、そのコンピュータからは印刷できません。 


2 [プリンタと FAX] または[プリンタ]フォルダを表示します。 

• Windows 2000の場合： 

[スタート]メニューから[設定] ■> [プリンタ]を選択します。 

• Windows XP Professional/Server 2003の場合： 

[スタート]メニューから[プリンタと FAX ] を選択します。 

• Windows XP Home Edition の場合： 

[スタート]メニューから[コント ロー ルパネル]を選択し、[プリンタとその他の 
ハー ドウ エア] + [プリンタと FAX ] の順にクリックします。 


3 [プリンタの追加ウィザード]ダイアログボックスを表示します。 

• Windows 2000の場合： 

[プリンタの追加]アイコンをダブルクリックします。 

• Windows XP の場合： 

[プリンタのインストール]をクリックします。 

• Windows Server 2003の場合： 

[プリンタの追加]をダブルクリックします。 
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4 [次へ]をクリックします。 



5 [ネットワークプリンタ、またはほかのコンピュータに接続されている 
プリンタ]を選択し、[次へ]をクリックします。 

Windows 2000の場合は、[ネットワークプリンタ]を選択し、[次へ]をクリックします。 
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6 [インターネット上または自宅/会社のネットワーク上のプリンタに接 
続する]を選択します。 

Windows 2000の場合は、[インターネットまたはイントラネット上のプリンタに接続する] 
を選択します。 



7 [URL ] に次の URL を入力し、[次へ]をクリックします。 

http :// <プリンタの IP アドレスまたは名前 >/ipp 

SSL による暗号化通信を利用して IPPS 印刷を行う場合は、 「 https :// <本プリンタの IP ア 
ドレスまたは名前 >/ ipp 」 を入力します。 



重要 


IPPS は、 SSL 暗号化通信機能が有効になっている場合にのみ使用できます。 

SSL 暗号化通信機能の詳細については、「リモート UI ガイド」を参照してください。 
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8 [ディスク使用]をクリックして、 CD - ROM ドライブの中のプリンタド 
ライパが入っているフォルダを指定します。 



9 ipp 認証機能を使用している場合は、パスワード入力を求められたら、 
ユーザ名とパスワードを入力したあと、 [0 K ] をクリックします。 


@ メモ1 IPP 認証機能の設定は、「プリンタのプロトコル設定」 （+ P .3-11) で行います。 

10 画面の指示に従ってインストールを完了させます。 


重要 


Canon LPR 2 をお使いになる場合は、あらかじめ Canon LPR 2 をインストールする必要が 
あります。この場合は、[利用可能なプリンタポートの種類]から [Canon LPR 2.0] を 
選択します。 


これでプリンタドライバのインストールとポートの設定が完了しました。 


Windows 98/ Me をお使いの場合 


重要 


LBP 3980 は 、 Windows 98/ Me に対応しておりません。 


メモ | • Windows 98/ Me をお使いの場合、マイクロソフト社から提供される Windows 98/ Me 用 
IPP クライアントソフトウェアのインストールによっても、 IPP を使用した印刷を設定でき 
ます。 

•手順中の画面や項目名は 、 Windows Me のものです。お使いの OS の種類によっては、項 
目名などが異なることがあります。 


1 [受信/印刷範囲設定]の設定内容を確認します。 

プリンタドライバをインストールするコンピュータの IP アドレスが、印刷を制限されて 
いないことを確認します。（+印刷や設定できるユーザを IP アドレスによって制限する： 
P .3-84) 


重要 


•印刷を制限されている IP アドレスの場合、プリンタドライバをインストールすることが 
できません。 

• プリンタドライバをインストールしたコンピュータの IP アドレスが、[受信/印刷範囲設 
定]で印刷を制限されるようになった場合、そのコンピュータからは印刷できません。 
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キヤノンホームページ (http://canon.jp /) から 、 Canon LPR2 をタウン 
ロードして、インストールしたあと、コンピュータを再起動します。 

プリンタドライバをインストールします。 

User Software CD - ROM に収められている取扱説明書の口ーカル接続、ネットワーク環境 
のときにインストールする手順に従って、プリンタドライバをインストールします。 

※お使いの機種によっては、付属の CD-ROM に Windows 98/Me 用プリンタドライバは同梱されており 
ません。 Windows 98/Me に文合応したプリンタドライバは、キヤノンホームページ (http://canon.jp/) 
からダウンロードしてください。 

[スタート]メニューから[設定]—[プリンタ]を選択します。 

手順3でインストールしたプリンタのアイコンを右クリックして、[プ 
ロパティ]を選択します。 



[詳細]ページを表示します。 


2 3 4 5 6 
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7 [ポートの追加]をクリックします。 



8 [その他]をクリックして 、 [Canon LPR 2.0] を選択したあと、 [0 K ] を 
クリックします。 



9 [プロトコル]から [ ipp ] を選択します。 



ブジン S の U _ : f 探索 © L J 


ポ'•卜の梅成 (0... |パ'-ジョン情報免>| 

0 K ] キャンセル j ヘルプ | 


1〇 [プリンタの URL ] に次の URL を入力したあと、 [ OK ] をクリックします。 

http :// <プリンタの IP アドレスまたは名前> /ipp 


メモ I Windows 98/ Me では、 SSL による暗号化通信を利用して IPPS 印刷を行うことはできませ 
ん〇 
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11 IPP 認証機能を使用している場合は、パスワード入力を求められたら、 
ユーザ名とパスワードを入力したあと、 [0 K ] をクリックします。 


轉"メモ 1 IPPS ?、 証機能の設定は、「プリンタのプロトコル設定」 OP .3-11) で行います。 

12 [0 K ] をクリックします。 


これでプリンタドライバのインストールとポートの設定が完了しました。 


プリンタの接続方法 （ WSD ) 


ここでは 、 Windows Vista をお使いの場合に WSD を使用して印刷する手順について説明し 
ています。 

操作の途中で確認ダイアログが表示されたときには、ユーザ名とパスワードを入力してく 
ださい。詳細は 、 Windows Vista の説明書などを参照してください。 


重要 


• WSD 印刷に対応している機種については、 
• WSD 印刷は、 IPv 6 には対応していません。 


「機能対応表」を参照してください。 


1 [受信/印刷範囲設定]の設定内容を確認します。 

プリンタドライバをインストールするコンピュータの IP アドレスが、印刷を制限されてい 
ないことを確認します。 （+ P .3-84) 


重要 


•印刷を制限されている ip アドレスの場合、プリンタドライバをインストールすることが 
できません。 

• プリンタドライバをインストールしたコンピュータの ip アドレスが、[受信/印刷範囲設 
定]で印刷を制限されるようになった場合、そのコンピュータからは印刷できません。 


2 プリンタドライバをインストールします。 


• エクスプローラを使ってインストールする場合 


口 お使いのコンビ ュータ のエクスプローラで使用するプリンタのアイコンを右 
クリックして、[インストール]を選択します。 

• プリンタの追加ウィザードを使ってインストールする場合 

□ プリンタの追加ウイザードを起動して、ネットワークプリンタを選択しま 
す 0 
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プリンタの管理 


本プリンタでは、次のソフトウェアを使用して、お使いのコンピュータ上からプリンタの 
状態の確認や各種設定など、ネットワーク環境でプリンタの管理を行うことができます。 
ソフトウェアによって設定できる項目が異なります。「ネットワーク設定項目一覧」(― P .7-2) 
を参照して、お使いの環境や設定したい項目に応じて各ソフトウェアをご利用ください。 

■ Web ブラウザ（リモート UI) 

リモート UI は、お手持ちの Web ブラウザを使ってプリンタの管理を行うためのソフト 
ウェアです。 Web ブラウザからネットワークを経由してプリンタにアクセスし、プリン 
夕の状態の確認、ネットワークやセキュリティに関する設定などができます。 

■ FTP クライアント 

FTP クライアントは、コマンドプロンプト （Windows 98/ Me は MS - DOS プロンプト） 
を使用して、プリンタの FTP サーバにアクセスし、デバイスに関するさまざまな情報の 
設定やネットワークやセキュリティに関する設定ができます。 

■ NetSpot Device Installer 

NetSpot Device Installer は、付属の CD - ROM に収められているソフトウェアです。 
NetSpot Device Installer はインストールが不要なソフトウェアで、付属の CD - ROM から 
NetSpot Device Installer を起動し、基本的なプロトコル設定などができます。 


リモート UI を使用して管理する 


リモート ui を使用して管理を行う手順は、次を参照してください。これらの管理以外のリ 
モート UI を使用した設定については、「リモート UI ガイド」を参照してください。 

•デバイス情報の変更（デバイス名や管理者情報の登録•変更）レ P .3-71) 

•管理設定の変更レ P .3-75) 

•印刷や設定できるユーザを IP アドレスによって制限するレ P .3-84) 

•アクセスできるユーザを MAC アドレスによって制限する （+ P .3-100) 

• E メール印刷の変更 (^ P .3-105) 
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FTP クライアントを使用して管理する 


以下の手順で、 FTP クライアントを使用して、プリンタを管理することができます。また、 
FTP クライアントを使うと、プリンタからファイルを印刷することなどもできます。 


1 コマンドプロンプト、または MS - DOS プロンプトを起動します。 

UNIX をお使いの場合は、コンソール画面を表示します。 


メモ I Windows をお使いの場合は、次の方法でコマンドプロンプト、または MS - DOS プロンプ 
卜を起動します。 

• Windows 98の場合： 

[スタート]メニューから[プログラム]+ [ MS - DOS プロンプト]を選択します。 

• Windows Me の場合： 

[スタート]メニューから[プログラム]+ [アクセサリ] 4 [ MS - DOS プロンプト]を 
選択します。 

• Windows 2000の場合： 

[スタート]メニューから[プログラム] 4 [アクセサリ]+ [コマンドプロンプト]を 
選択します。 

• Windows XP/Server 2003 /Vista の場合： 

[スタート]メニューから[すべてのプログラム]+ [アクセサリ] 4 [コマンドプロン 
ブト]を選択します。 

z 次のコマンドを実行します。 

ftp (スペース）<プリンタの ip アドレス> 

入力例 ： ftp 192.168.0.215 


頌"メモ 1 プリンタの IP アドレスがわからない場合は、ネットワーク管理者にお問い合わせくださ 

い。 

3 次の操作を行います。 

•プリンタを管理する場合 

ロユーザ名として、 「 root 」 を入力し、キーボードの [ ENTER ] キーを押しま 
す。 

ロパスワードを入力し、キーボードの [ ENTER ] キーを押します。 

プリンタにパスワードを設定していないときは、何も入力せずに、キーボードの 
[ ENTER ] キーを押します。 

• プリンタからファイルを印刷する場合 

口 FTP 印刷ユーザ名を入力し、キーボードの [ ENTER ] キーを押します。 

FTP 印刷ユーザ名を設定していないときは、何も入力せずに、キーボードの [ ENTER ] キー 
のみを押します。 
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□ FTP 印刷パスワードを入力し、キーボードの [ ENTER ] キーを押します。 

FTP 印刷パスワードを設定していないときは、何も入力せずに、キーボードの [ ENTER ] 
キーのみを押します。 


@メモ I Anonymous ログインはできません。 

4 パスワードを入力し、キーボードの [ ENTER ] キーを押します。 

♦プリンタを管理する場合 

cd (スぺース ） config 

•プリンタからファイルを印刷する場合 

put (スペース）<印刷するファイル名> 

印刷が終了したら手順10へ進みます。 

f 讎麵 ファイルを印刷するときは、バイナリモードで印刷してください。 

y 次のコマンドを入力し、キーボードの [ ENTER ] キーを押します。 

get (スペース ） CONFIG (スペース）くファイル名> 

config ファイルがダウンロードされます。< ファイル名 > に入力した文字が、ダウンロー 
ドされたときの confia ファイルのファイル名になります。 


网"メモ 1 config ファイルのダウンロード先は、お使いの 0 S の環境や設定によって異なります。 

config ファイルが見つからない場合は、 0 S のファイル検索機能を利用して config ファ 
イルを検索してください。 

0 メモ帳などでダウンロー ドした config ファイルを編集します。 

各項目の説明については「ネットワーク設定項目一覧」（み P .7-2) を参照してください。 

/ 次のコマンドを入力し、キーボードの [ ENTER ] キーを押します。 

put (スペース）くファイル名> (スペース ） CONFIG 


网"メモ 1 <ファイル名>には、ダウンロードしたときに入力した config ファイルのファイル名を 

入力します。 

8 次のコマンドを入力し、キーボードの [ ENTER ] キーを押し、ネットワー 
クボードを リセッ 卜します。 

get (スペース ） reset 

ネットワークボードのリセット後に設定が有効になります。 


於メモ 1 プリンタを再起動しても設定が有効になります。 

9 「 quit 」 を入力して、キーボードの [ ENTER ] キーを押します。 
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10 「 exit 」 を入力して、キーボードの [ ENTER ] キーを押します。 


NetSpot Device Installer を使用して管理する 


NetSpot Device Installer を使うと、ネットワーク上にあるさまざまなプリンタの基本的プ 
ロトコルの設定や状態表示を行えます。 NetSpot Device Installer については、次を参照し 
てください。 

起動方法： User Software CD-ROM に収められている取扱説明書 

使用方法： NetSpot Device Installer のヘルプ(ヘルプは、[ヘルプ]メニューの[ヘルプ] 
をクリックすると、表示されます） 


重要 


• Windows XPSP 2 などの Windows ファイアウォール機能を持っている 0 S をお使いで、 
Windows ファイアウォール機能が有効になっている場合は、 NetSpot Device Installer を起 
動する前に、 NetSpot Device Installer をファイアウォールのブロック対象外のプログラム 
として登録してください。 

登録する手順は、 NetSpot Device Installer の Readme ファイルを参照してください。 

• NetSpot Device Installer は、 Windows 98/ Me / 2000 / XP/Server 2003に対応しています。 
NetSpot Device Installer が対応していない OS をお使いの場合は、ネットワーク上にある 
他のコンピュータから設定を行うか、 ARP/PING コマンドまたはプリンタの操作パネルを 
使用して設定を行ってください。 

• バージヨン 3. 12以前の NetSpot Device Installer は、 Windows Vista に対応しておリませ 
ん〇 
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デバイス情報の変更 

(デバイス名や管理者情報の登録 • 変更) 


本プリンタでは、次のソフトウェアを使用して、お使いのコンピュータ上からデバイス名 
や管理者情報の登録•変更を行うことができます。ここでは、 Web ブラウザ（リモート 
UI ) を使用して登録 • 変更する方法について説明しています。 

■ Web ブラウザ（リモート UI) 

お手持ちの Web ブラウザからネットワークを経由してプリンタにアクセスし、デパイ 
ス情報の登録 • 変更などができます。 

■ FTP クライアント 

コマンドプロンプト （Windows 98/ Me は MS - DOS プロンプト）を使用して、プリンタ 
の FTP サーバにアクセスし、デバイス情報の登録•変更などができます。 FTP クライア 
ントの使用方法については、 「 FTP クライアントを使用して管理する」（今 P .3-68) を参照 
してください。 

■ NetSpot Device Installer 

付属の CD - ROM に収められているキヤノン製ソフトウェアの NetSpot Device Installer を 
起動し、デバイス情報の登録•変更などができます 。 NetSpot Device Installer については、 
次を参照してください。 

起動方法 ： User Software CD - ROM に収められている取扱説明書 
使用方法 ： NetSpot Device Installer ■の ヘルプ（ヘルプは、[ヘルプ] メニューの [ヘルプ] 
をクリックすると、表示されます） 
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モート UI による変更 


リモート UI の詳細については、「リモート UI ガイド」を参照してください。 


Web ブラウザを起動し、アドレス入力欄に次の URL を入力したあと、キー 
ボードの [ ENTER ] キーを押します。 

http :// <プリンタの IP アドレス> / 



•プリンタの IP アドレスがわからないときは、ネットワーク管理者に相談してください。 
• DNS サーバにプリンタのホスト名が登録されているときは、 IP アドレスのかわリに[ホ 
スト名•ドメイン名]で入力することもできます。 

例： http :// my _ printer . xy _ dept . company . co . jp / 

• SSL による暗号化通信を利用してリモート UI による設定を行う場合は、 「 https : //< プリ 
ンタの IP アドレスまたは名前>/」を入力します。[セキュリティ警告]ダイアログボッ 
クスなどが表示された場合は、メッセージにしたがって対処してください。 

• SSL 暗号化通信機能に対応している機種については、「機能対応表」を参照してくださ 
い0 

• SSL による暗号化通信を利用するためには、鍵と証明書が作成され、使用鍵として登録が 
行われている必要があります。 SSL 暗号化通信機能の詳細や鍵の登録の手順については、 
「リモート UI ガイド」を参照してください。 

[管理者モード]を選択し、[パスワード]を入力して、 [0 K ] をクリッ 
クします。 


l_J モ-卜 UI く 卜，ブぺ一5> : LBP5910 : LBP5910 - Microsoft Internet Explorer |IB]fX"|l 
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@メモ I プリンタにパスワードを設定していないときは、[パスワード]を入力する必要はありま 
せん。 

3 [デバイス管理]メニューから[情報]を選択します。 



4 [デバイス情報]の右にある[変更]をクリックします。 
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5 デバイス情報の各項目を設定します。 



㉘ メモ 1デバイス情報の各項目には、半角32文字/全角16文字まで入力できます。 

6 [0 K ] をクリックします。 



これでデバイス情報の変更が完了しました。 
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管理設定の変更 


本プリンタでは、次のソフトウェアを使用して、お使いのコンピュータ上から管理者パス 
ワードや一般ユーザによるジョブ操作権限、キーロック機能など管理設定の設定 • 変更を 
行うことができます。ソフトウェアによって設定できる項目が異なります。「ネットワーク 
設定項目一覧」 P.7-2) を参照して、お使いの環境や設定したい項目に応じて各ソフトウェ 
アをご利用ください。ここでは、 Web ブラウザ（リモート UI) を使用して登録•変更する 
方法について説明しています。 


■ Web ブラウザ（リモート UI) 

お手持ちの Web ブラウザからネットワークを経由してプリンタにアクセスし、管理設 
定の設定 • 変更などができます。 

■ FTP クライアント 

コマンドプロンプト （Windows 98/Me は MS-DOS プロンプト）を使用して、プリンタ 
の FTP サーバにアクセスし、管理設定の設定•変更などができます。 FTP クライアント 
の使用方法については、 「FTP クライアントを使用して管理する」（今 P.3-68) を参照して 
ください。 


■ NetSpot Device Installer 

付属の CD-ROM に収められているキヤノン製ソフトウェアの NetSpot Device Installer 
を起動し、管理設定の設定 • 変更などができます。 NetSpot Device Installer については、 
次を参照してください。 

起動方法： User Software CD-ROM に収められている取扱説明書 
使用方法： NetSpot Device Installer ■のヘルプ（ヘルプは、[ヘルプ]メニューの[ヘルプ] 
をクリックすると、表示されます） 


重要 


FTP クライアントや NetSpot Device Installer で設定できない項目については、 Web ブラ 
ウザ（リモート UI) で設定してください。 
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モート UI による変更 


変更手順 


Z メモ I リモート UI の詳細については、「リモート UI ガイド」を参照してください。 


1 Web ブラウザを起動し、アドレス入力欄に次の URL を入力したあと、キー 
ボードの [ ENTER ] キーを押します。 

http :// <プリンタの IP アドレス>/ 


about:blank - Microsoft Internet 


ファイル (£) 編集 (£) 表示秘お気に入り⑻ツールのヘルプ ( ti ) 
ソ 1 _ x l 之 I ’，' / 検索 f お気に入り 


アドレス (2) http：// 192.1 68.0.215 


@ メモ I •プリンタの IP アドレスがわからないときは、ネットワーク管理者に相談してください。 

• DNS サーバにプリンタのホスト名が登録されているときは、 IP アドレスのかわリに[ホ 
スト名■ドメイン名]で入力することもできます。 

例： http://my_printer.xv_deptcomDanv.co.jp/ 

• SSL による暗号化通信を利用してリモート UI による設定を行う場合は、 「 https :// くプリ 
ンタの IP アドレスまたは名前>/」を入力します。[セキュリティ警告]ダイアログボッ 
クスなどが表示された場合は、メッセージにしたがって対処してください。 

• SSL による暗号化通信に対応している機種については、「機能対応表」を参照してくださ 
い0 

• SSL による暗号化通信を利用するためには、鍵と証明書が作成され、使用鍵として登録が 
行われている必要があります。 SSL 暗号化通信機能の詳細や鍵の登録の手順については、 
「リモート UI ガイド」を参照してください。 

1 [管理者モード]を選択し、[パスワード]を入力して、 [0 K ] をクリッ 
クします。 


ファイル© _案©表 SM お気！;:入り®ツ-ル®ヘルプ ( H ) 

©戻い 〇 - @ 囹 ぬ| P 検索 ☆あ'気に人り 赶 圖 冰 


■QQP 


X , リモート u_ 


Version 1.00 

Copyright CANON INC. 2007 
All Rights Reserved 


を選択してぐ ;;: さい。 


〇 管理者モード1 〇—般ユーザモード 

の設定やジ3ブの棟作が可能です。このモードではデノ i _ イスやジ a プの情報 閲 賢が可能です。 I 
ドキュメントのユーザ名を入力すると、 

そのドキュメントに时しジ a プの 1* 作が可能 I こなります。 


(I OK コ〕 


韵ぺ-挪表示されました 
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@メモ I プリンタにパスワードを設定していないときは、[パスワード]を入力する必要はありま 
せん。 

3 [デバイス管理]メニューから[情報]を選択します。 



4 [管理設定]の右にある[変更]をクリックします。 
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5 設定が終了したら、 [ OK ] をクリックします。 



メモ 1設定する各項目についての詳細は、次を参照してください。 

. 「管理者パスワードを設定する」 (^ P .3-79) 

• 「一般ユーザによるジョブ操作権限を設定する」 OP .3-80) 

. 「キーロック機能を設定する」 （4.3-81) 

• 「ハードディスク完全消去機能を設定する」（斗. 3-83) 

6 ハードリセット、またはプリンタを再起動します。 

ハードリセット後、またはプリンタの再起動後に設定が有効になります。 

メモ I ハードリセットは、次の手順で行ってください。 

1. [デバイス管理]メニューから[状態]を選択します。 

2. [デバイス制御]をクリックします。 

3. [ハードリセット]を選択したあと、[実/行]をクリックします。 
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管理者ワードを設定する 

管理者パスワードを設定すると、管理者モードで使用するときにパスワードの入力が必要 
となり、管理者以外のユーザによるプリンタ設定の変更を禁止することができます。 


7 パスワードの各項目を入力します。 



入力する項目 

[現在のパスワード]:現在使用しているパスワードを入力します。 

[新しいパスワード]:新しく使用するパスワードを入力します。 

[確認入力]: 確認のため、入力した[新しいパスワード]を再度入力します。 

メモ I • [現在のパスワード]、[新しいパスワード]、[確認入力]には、16文字までの半角 
英数字を入力できます。 

•現在パスワードを設定していない場合は、[現在のパスワード]は入力する必要はあり 
ません。 
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一般ユーザによるジョブ操作権限を設定する 

一般ユーザによるジョブ操作を許可すると、_般ユーザモードで使用するときに、ログオ 
ン時に入力した名前（ユーザ名）のジョブの操作が可能になります。 


7 [一般ユーザによるジョブ操作を許可する]にチェックマークを付けま 
す。 

[一般ユーザに よるジョブ操作を許可する]の チェックマークを 消すと、 一般ユーザモー 
ドでは、すべてのジョブの操作ができなくなります。 
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キーロック機能を設定する 

キーロック機能を使うと、プリンタの操作パネルのキーをロックし、管理者以外のユーザ 
によるプリンタ設定の変更を禁止することができます。 


重要 


• ロックしているキーを押すとピーという警告音が鳴り、プリンタのディスプレイに 
「キーロックチュウ」と表示されます。 

•キー ロック 機能は、キーを操作していないときに設定してください。キー操作中にキー 
ロッ ク機能を設定した場合は、キー操作終了後にキー ロッ ク機能が有効になります。 

•各キーの内容については、 「 UPS 機能ガイド」を参照してください。 


7 [キーロックする]にチェックマークを付けます。 

[キーロックす る]の チェックマークを 消すと、すべての ユーザがキーを 操作できる よう 
になります。 
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2 キーをロックする場合は、[ロックするキー]でロックしたいプリンタ 
の操作パネルのキーそれぞれにチェックマークを付けます。 
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ハードディスク完全消去機能を設定する 

ハードディスクが装着されている場合は、ハードディスク完全消去機能を設定することが 
できます。通常のハードディスクのファイル消去では、ファイルが消去されたように見え 
ていても、ファイルの管理情報を消去しているだけで、データ自体までは消去されていま 
せん。ハードディスク完全消去機能を使うとデータ自体を消去することができます。 


重要 


•ハードディスク完全消去機能に対応している機種については、「機能対応表」を参照し 
てください。 

• 本項目を使用するように設定したあとから完全消去が実施されるため、設定以前に消去 
対象になったファイルは完全消去されません。 


1 [ハードディスク完全消去する]にチェックマークを付けます。 

[ハードディスク完全消去する]のチェックマークを消すと、ハードディスク完全消去機 
能を使用しません。 
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印刷や設定できるユーザを IP アドレスによつ 
て制限する 


本プリンタでは、 Web ブラウザ（リモート UI ) を使用して、お使いのコンピュータ上から 
IP アドレスで印刷や設定できるユーザを制限することができます。 


モート UI による制限 (IPv4) 


変更手順 


( g ： メモ] リモート UI の詳細については、「リモート UI ガイド」を参照してください。 


1 Web ブラウザを起動し、アドレス入力欄に次の URL を入力したあと、キー 
ボードの [ ENTER ] キーを押します。 

http :// <プリンタの IP アドレス>/ 


about:blank - Microsoft Internet Explon 


ファイル 0 編集 ㈤ 表示秘お気に入り⑻ツール (P ヘルプ ( id ) 

® ， L *] ぼ 々广 梭索ぉ気に入り 
アドレス迫〉「 http ：// 192.168 .0.21 5 J _ 


政メモ 1 •プリンタの IP アドレスがわからないときは、ネットワーク管理者に相談してください。 

• DNS サーバにプリンタのホスト名が登録されているときは、 IP アドレスのかわリに[ホ 
スト名.ドメイン名]で入力することもできます。 

例： http :// my _ printer . xy _ dept . company . co . jp / 

• SSL による暗号化通信を利用してリモート UI による設定を行う場合は、 「 https : //< プリ 
ンタの IP アドレスまたは名前>/」を入力します。[セキュリティ警告]ダイアログボッ 
クスなどが表示された場合は、メッセージにしたがって対処してください。 

• SSL 暗号化通信機能に対応している機種については、「機能対応表」を参照してくださ 
い0 

• SSL による暗号化通信を利用するためには、鍵と証明書が作成され、使用鍵として登録が 
行われている必要があります。 SSL 暗号化通信機能の詳細や鍵の登録の手順については、 
「リモート UI ガイド」を参照してください。 


印刷や設定できるユーザを IP アドレスによって制限する 
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2 [管理者モード]を選択し、[パスワード]を入力して、 [0 K ] をクリツ 
クします。 



㉘ メモ 1 プリンタにパスワードを設定していないときは、[パスワード]を入力する必要はありま 
せん。 

3 [デバイス管理]メニューから[情報]を選択します。 
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4 [ IP アドレス範囲]/ [ IP アドレス範囲 ( IPv 4)] の右にある[変更]を 

クリックします。 



5 設定が終了したら、 [0 K ] をクリックします。 



泌メモ 1 •設定する各項目についての詳細は、次を参照してください。 

. 「印刷できるユーザを IP アドレスによって制限する」 （+ P .3-87) 
• 「設定できるユーザを IP アドレスによって制限する」 （+ P .3-89) 
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6 ハードリセット、またはプリンタを再起動します。 

ハ— ドリセット後、またはプリンタの再起動後に設定が有効になります。 

メモ I ハードリセットは、次の手順で行ってください。 

1. [デバイス管理]メニューから[状態]を選択します。 

2. [デバイス制御]をクリックします。 

3. [ハードリセット]を選択したあと、[実行]をクリックします。 

印刷できるユーザを IP アドレスによって制限する 

1 [受信/印刷範囲設定]の[拒否アドレスを有効にする]または[許可ア 
ドレスを有効にする]にチェックマークを付けます。 



㉘ メモ 1 • [拒否アドレスを有効にする]にチェックマークを付けると、 [ IP アドレス]で入力し 
たユーザ（クライアント）からの受信や印刷ができなくなリます。 

• [許可アドレスを有効にする]にチェックマークを付けると、 [ IP アドレス]で入力し 
た ユーザ （クライアント）からのみ受信や印刷ができます。 

• [拒否アドレスを有効にする]と[許可アドレスを有効にする]の両方にチェックマー 
クを付けると、以下の IP アドレスからの受信や印刷ができなくなります。 

• いずれの設定範囲にも含まれない IP アドレス 
• 両方の設定範囲に童複している IP アドレス 
• チェックマークを 消すと、すべての ユーザから 受信 や 印刷をすることができます。 

• 本設定によって、 FTP を使用した設定に対しても制限されます。 
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2 [ IP アドレス]/ [ IP アドレス範囲 （ IPv 4)] に、受信/印刷の拒否また 
は許可をする IP アドレスを入力して、[追加]をクリックします。 



C IP ァドレス：1 

^>ir r ruA-a: - c*c* 3 ： 9 〇 
*拒$アドレスと許可アドレスの両方を有効にし fc 規合' 

盈ぺーリ臟示されました 


IP アドレスの入力例 

IP アドレスの入力方法 

AAA . BBB.CDD 

IP アドレスはピリオド（「」）で数字を区切って入力しま 
す。 

AAA . BBB . C 15- AAA . BBB . C .18 

連続する複数の IP アドレスを一度に入力したいときは、 
マイナス（「-」）で IP アドレスをつなげます。 

左記の例では AAA . BBB . C 15 〜 AAA . BBB . C 1 8の IP アド、レ 
スを入力するのと同じです。 


追加した IP アドレスを削除する場合は、削除する IP アドレスを選択して[削除]をクリツ 
クします。 



@ メモ] IP アドレスは最大8個まで設定することができます。 
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設定できるユーザを IP アドレスによって制限する 


I [設定/参照範囲設定]の[拒否アドレスを有効にする]または[許可ア 
ドレスを有効にする]にチェックマークを付けます。 



㉘ メモ 1 • [拒否アドレスを有効にする]にチェックマークを付けると、 [IP アドレス]で入力し 
たユーザ（クライアント）からの設定や参照ができなくなリます。 

• [許可アドレスを有効にする]にチェックマークを付けると、 [IP アドレス]で入力し 
た ユーザ （クライアント）からのみ設定や参照ができます。 

• [拒否アドレスを有効にする]と[許可アドレスを有効にする]の両方にチェックマー 
クを付けると、以下の IP アドレスからの設定や参照ができなくなります。 

• いずれの設定範囲にも含まれない IP アドレス 
• 両方の設定範囲に童複している IP アドレス 
• チェックマークを 消すと、すべての ユーザから 設定や参照をすることができます。 

• 本設定によって、次の設定や参照に対して制限することができます。 

• リモート UI を使用した設定 
• SNMP を使用した設定 
• マルチキャストを使用した探索 

FTP を使用した設定に対する制限は本設定ではできません。 FTP を使用した設定に対して 
は I ；受信/印刷範囲設定]で制限します。レ印刷や設定できるユーザを IP アドレスによっ 
て制限する： P .3-84) 
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2 [ IP アドレス]/ [ IP アドレス範囲 （ IPv 4)] に、設定/参照の拒否また 
は許可をする IP アドレスを入力して、[追加]をクリックします。 



•S] ぺ -5W 表示され*した 


IP アドレスの入力例 

IP アドレスの入力方法 

AAA . BBB.CDD 

IP アドレスはピリオド（「」）で数字を区切って入力しま 
す。 

AAA . BBB . C 15- AAA . BBB . C .18 

連続する複数の IP アドレスを一度に入力したいときは、 
マイナス（「-」）で IP アドレスをつなげます。 

左記の例では AAA . BBB . C 15 〜 AAA . BBB . C 1 8の IP アド、レ 
スを入力するのと同じです。 


追加した IP アドレスを削除する場合は、削除する IP アドレスを選択して[削除]をクリツ 
クします。 



@ メモ] IP アドレスは最大8個まで設定することができます。 
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モート UI による制限 ( IPv 6) 


変更手順 


④ メモ 1 •リモート UI の詳細については、「リモート UI ガイド」を参照してください。 

• IPv6 に対応している機種については、「機能対応表」を参照してください。 

/ Web ブラウザを起動し、アドレス入力櫊に次の URL を入力したあと、キー 
ボードの [ENTER] キーを押します。 

http:// <プリンタの IP アドレス>/ 



@ メモ 1 •プリンタの IP アドレスがわからないときは、ネットワーク管理者に相談してください。 

•DNS サーバにプリンタのホスト名が登録されているときは、 IP アドレスのかわりに[ホ 
スト名.ドメイン名]で入力することもできます。 

例： http://my_printer.xy_dept.company.co.jp/ 

•SSL による暗号化通信を利用してリモート UI による設定を行う場合は、 「https:// くプリ 
ンタの IP アドレスまたは名前>/」を入力します。[セキュリティ警告]ダイアログボッ 
クスなどが表示された場合は、メッセージにしたがって対処してください。 

• SSL 暗号化通信機能に対応している機種については、「機能対応表」を参照してくださ 
い。 

•SSL による暗号化通信を利用するためには、鍵と証明書が作成され、使用鍵として登録が 
行われている必要があリます。 SSL 暗号化通信機能の詳細や鍵の登録の手順については、 
「リモート UI ガイド」を参照してください。 


TCP/IP ネツトワ — クで使用するには (Windows/UNIX) 
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[管理者モード]を選択し、[パスワード]を入力して、 [0 K ] をクリツ 
クします。 



プリンタにパスワードを設定していないときは、[パスワード]を入力する必要はありま 
せん。 

[デバイス管理]メニューから[情報]を選択します。 


: LBP3980 : LBP39S0 - Microsoft Internet Explorer |t Ml^<l l 


©戻 5 ▼ © - ® m ぬ ip 枝索 0 备團达 

アドレス®！ 111 http：// v | g 移 助-リンり 
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4 [ IP アドレス範囲 （ IPv 6)] の右にある[変更]をクリックします。 



5 設定が終了したら、 [0 K ] をクリックします。 



㉘ メモ 1 •設定する各項目についての詳細は、次を参照してください。 

• 「印刷できるユーザを IP アドレスによって制限する」レ P .3-94) 
_ 「設定できるユーザを IP アドレスによって制限する」 (^ P .3-96) 
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6 ハードリセット、またはプリンタを再起動します。 

ハードリセット後、またはプリンタの再起動後に設定が有効になります。 

的メモ Iハードリセットは、次の手順で行ってください。 

1. [デバイス管理]メニューから[状態]を選択します。 

2. [デバイス制御]をクリックします。 

3. [ハードリセット]を選択したあと、[実行]をクリックします。 

印刷できるユーザを IP アドレスによって制限する 

7 [受信/印刷範囲設定]の[拒否アドレスを有効にする]または[許可ア 
ドレスを有効にする]にチェックマークを付けます。 



㉜ メモ] • [拒否アドレスを有効にする]にチェックマークを付けると、 [IP アドレス]で入力し 
た ユーザ （クライアント）からの受信や印刷ができなくなリます。 

• [許可アドレスを有効にする]にチェックマークを付けると、 [IP アドレス]で入力し 
た ユーザ （クライアント）からのみ受信や印刷ができます。 

• [拒否アドレスを有効にする]と[許可アドレスを有効にする]の両方にチェックマー 
クを付けると、以下の IP アドレスからの受信や印刷ができなくなります。 

• いずれの設定範囲にも含まれない IP アドレス 
• 両方の設定範囲に童複している IP アドレス 
• チェックマークを 消すと、すべてのユーザから受信や印刷をすることができます。 

• 本設定によって、 FTP を使用した設定に対しても制限されます。 
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2 [ ip アドレス]から ip アドレスの入力方法を選択します。 

• [単ーアドレス]: ip アドレスをひとつずつ入力します。 

• [複数アドレス]: ip アドレスを範囲指定できます。 

• [プレフイツクスアドレス]: ip アドレスをプレフイツクスで指定できます。 
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5 IP アドレスを入力して、[追加]をクリックします。 

手順2の設定によって、入力方法が異なります。 



手順2の設定 

入力方法 

単ーアドレス 

ip アドレスは、コロン（「:」）で英数字を区切って入力し 
ます。 

複数アドレス 

[開始アドレス]と[終了アドレス]に IP アドレスを入 
力します。入力した範囲の IP アドレスが、拒否または許 
可の対象になリます。 

プレフイツクスアドレス 

[プレフイツクスアドレス]と[プレフイツクス長]で指 
定したプレフイツクスが、拒否または許可の対象になリ 
ます。 
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追加した IP アドレスを削除する場合は、削除する IP アドレスを選択して[削除]をクリツ 
クします。 



@ メモ"! • IP アドレスは最大8個（複数アドレスで指定した場合は8組）まで設定することができま 
す。 

• マルチキヤストアドレスやすべて0で構成されるアドレスは指定できません。 

• [プレフイツクス長]に「0」を入力した場合、すべての IP アドレスが拒否または許可の 
対象になります。 

• [プレフイックス長]に「128」を入力した場合、本プリンタの IP アドレスが拒否または 
許可の対象になります。 

設定できるユーザを 1P アドレスによつて制限する 

7 [設定/参照範囲設定]の[拒否アドレスを有効にする]または[許可ア 

ドレスを有効にする]にチェックマークを付けます。 
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㉘ メモ 1 • [拒否アドレスを有効にする]にチェックマークを付けると、 [IP アドレス]で入力し 
た ユーザ （クライアント）からの設定や参照ができなくなります。 

• [許可アドレスを有効にする]にチェックマークを付けると、 [IP アドレス]で入力し 
た ユーザ （クライアント）からのみ設定や参照ができます。 

• [拒否アドレスを有効にする]と[許可アドレスを有効にする]の両方にチェックマー 
クを付けると、以下の IP アドレスからの設定や参照ができなくなります。 

• いずれの設定範囲にも含まれない IP アドレス 
• 両方の設定範囲に重複している IP アドレス 
• チェックマークを 消すと、すべての ユーザから 設定や参照をすることができます。 

•この設定により、リモート UI からの設定、 SNMP での設定が制限されます。 

FTP を使用した設定に対する制限は本設定ではできません。 FTP を使用した設定に対して 
は[受信/印刷範囲設定]で制限します。 

2 [ip アドレス]から ip アドレスの入力方法を選択します。 

• [単ーアドレス]: ip アドレスをひとつずつ入力します。 

• [複数アドレス]: ip アドレスを範囲指定できます。 

• [プ レフイッ クスアドレス]: ip アドレスをプレフ イッ クスで指定できます。 
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3 ip アドレスを入力して、[追加]をクリックします。 

手順2の設定によって、入力方法が異なります。 
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手順 2 の設定 

入力方法 

単ーアドレス 

ip アドレスは、 コロン （「:」）で英数字を区切って入力し 
ます。 

複数アドレス 

[開始アドレス]と[終了アドレス]に IP アドレスを入 
力します。入力した範囲の IP アドレスが、拒否または許 
可の対象になリます。 

プレフ イツ クスアドレス 

[プレフ イツ クスアドレス]と[プレフ イツ クス長]で指 
定したプレフ イツ クスが、拒否または許可の対象になリ 
ます。 


追加した IP アドレスを削除する場合は、削除する IP アドレスを選択して[削除]をクリツ 
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@ メモ I • IP アドレスは最大 8 個（複数アドレスで指定した場合は8組）まで設定することができま 
す。 

• マルチキヤストアドレスやすべて0で構成されるアドレスは指定できません。 

• [プレフイツクス長]に「0」を入力した場合、すべての IP アドレスが拒否または許可の 
対象になリます。 

• [プレフイツクス長]に「128」を入力した場合、本プリンタの IP アドレスが拒否または 
許可の対象になリます。 


TCP/IP ネツトワ — クで使用するには (Windows/UNIX) 


印刷や設定できるユーザを IP アドレスによって制限する 3-99 





アクセスできるユーザを MAC アドレスに 
よって制限する 


本プリンタでは、 Web ブラウザ（リモート UI) を使用して、お使いのコンピュータ上から 
MAC アドレスでアクセスできるユーザを制限することができます。 


メモ 1 •受信許可 MAC アドレスは、[優先ネットワーク設定]の項目が[標準ネットワーク]に 
設定されている場合にのみ表不されます。[優先ネットワーク設定]の設定は、リモー 
卜 UI の[拡張力ード]ページ、または操作パネルで行います。 

•リモート UI の詳細については、「リモート UI ガイド」を参照してください。 


1 Web ブラウザを起動し、アドレス入力欄に次の URL を入力したあと、キー 
ボードの [ ENTER ] キーを押します。 

http://< プリンタの IP アドレス>/ 



贫メモ 1 •プリンタの IP アドレスがわからないときは、ネットワーク管理者に相談してください。 

• DNS サーバにプリンタのホスト名が登録されているときは、 IP アドレスのかわりに[ホ 
スト名.ドメイン名]で入力することもできます。 

例： http://mv—printerxy_dept.company.co.jp/ 

•SSL による暗号化通信を利用してリモート UI による設定を行う場合は、 「https://< プリ 
ンタの IP アドレスまたは名前>/」を入力します。[セキュリティ警告]ダイアログボッ 
クスなどが表示された場合は、メッセージにしたがって対処してください。 

•SSL 暗号化通信機能に対応している機種については、「機能対応表」を参照してくださ 
い。 

•SSL による暗号化通信を利用するためには、鍵と証明書が作成され、使用鍵として登録が 
行われている必要があリます。 SSL 暗号化通信機能の詳細や鍵の登録の手順については、 
「リモート UI ガイド」を参照してください。 


TCP/IP ネツトワ — クで使用するには (Windows/UNIX) 
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2 [管理者モード]を選択し、[パスワード]を入力して、 [0 K ] をクリツ 
クします。 



㉘ メモ 1 プリンタにパスワードを設定していないときは、[パスワード]を入力する必要はありま 
せん。 

3 [デバイス管理]メニューから[情報]を選択します。 
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4 [受信許可 MAC アドレス]の右にある[変更]をクリックします。 



5 [受信許可 MAC アドレスを有効にする]にチェックマークを付けます。 



@ メモ 1 • [受信許可 MAC アドレス設定を有効にする]にチェックマークを付けると、 [ MAC アド 
レス]で入力したユーザ（クライアント）からのみアクセスができます。 

•チェックマークを 消すと、すべての ユーザから アクセスをすることができます。 
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6 [ MAC アドレス]に、アクセス許可をする MAC アドレスを入力して、[追 
カロ]をクリックします。 



MAC アドレスは AA : BB : CCDD : EE : FF のように コロン （「:」）で英数字を区切って入力します。 

追加した MAC アドレスを削除する場合は、削除する MAC アドレスを選択して[削除]を 
クリックします。 
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重要 


[受信許可 MAC アドレスを有効にする]にチェックマークを付けると、許可されていな 
い MAC アドレスからのアクセスができなくなります。そのため入力の際には MAC アド 
レスをよく確認してください。 

誤った MAC アドレスを設定してしまうと、プリンタにアクセスできなくなります。この 
ような場合は、プリントサーバの設定値を工場出荷時の状態に戻すことで、アクセスで 
きるようになります。（みネットワーク設定の初期化： P .7-14) 


頌"メモ 1 MAC アドレスは最大50個まで設定することができます。 

/ [ OK ] をクリックします。 



8 ハードリセット、またはプリンタを再起動します。 

ハードリセツト後、またはプリンタの再起動後に設定が有効になリます。 


政メモ 1 ハードリセットは、次の手順で行ってください。 

1. [デバイス管理]メニューから[状態]を選択します。 

2. [デバイス制御]をクリックします。 

3. [ハードリセット]を選択したあと、[実行]をクリックします。 


3-104 アクセスできるユーザを MAC アドレスによって制限する 































E メール印刷の変更 


ハードディスクが装着可能な機種で、ハードディスクを装着している場合は 、 E メール印 
刷機能を使用することができます。次のソフトウェアを使用して、お使いのコンピュータ 
上から E メールを受信するサーバ名やユーザ名、パスワードなどの登録 • 変更を行うこと 
ができます。 

ここでは、 Web ブラウザ（リモート UI ) を使用して登録•変更する方法について説明して 
います。 


■ Web ブラウザ（リモート UI ) 

お手持ちの Web ブラウザからネットワークを経由してプリンタにアクセスし 、 E メール 
印刷機能の登録 • 変更などができます。 

■ FTP クライアント 

コマンドプロンプト （Windows 98/ Me は MS - DOS プロンプト）を使用して、プリンタ 
の FTP サーバにアクセスし 、 E メール印刷機能の登録•変更などができます。 FTP クラ 
イアントの使用方法については、 「 FTP クライアントを使用して管理する」レ P .3-68) を 
参照してください。 


重要 


E メール印刷に対応している機種については、「機能対応表」を参照してください。 


L リモート UI による変更 


#メモ] リモート UI の詳細については、「リモート UI ガイド」を参照してください。 


1 Web ブラウザを起動し、アドレス入力欄に次の URL を入力したあと、キー 
ボードの [ ENTER ] キーを押します。 

http :// <プリンタの IP アドレス>/ 


about：blank - Microsoft Internet Explon 


ファイル0編集 (£> 表示⑻お気に入り⑻ツールのヘルプ ( ti ) 
2, r / 検索 お気(こ入り 

アドレス必| http：// 192.168 .0.21 5 J _ 


@メモ] •プリンタの IP アドレスがわからないときは、ネットワーク管理者に相談してください。 
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• DNS サーバにプリンタのホスト名が登録されているときは、 IP アドレスのかわリに[ホ 
スト名•ドメイン名]で入力することもできます。 

例： http :// my _ printer . xy _ deptcompany . co . jp / 

• SSL による暗号化通信を利用してリモート UI による設定を行う場合は、 「 https :// くプリ 
ンタの IP アドレスまたは名前>/」を入力します。[セキュリティ警告]ダイアログボツ 
クスなどが表示された場合は、メツセージにしたがって対処してください。 

• SSL 暗号化通信機能に対応している機種については、「機能対応表」を参照してくださ 
い0 

• SSL による暗号化通信を利用するためには、鍵と証明書が作成され、使用鍵として登録が 
行われている必要があります。 SSL 暗号化通信機能の詳細や鍵の登録の手順については、 
「リモート UI ガイド」を参照してください。 

2 [管理者モード]を選択し、[パスワード]を入力して、 [0 K ] をクリツ 
クします。 



㉘ メモ1 プリンタにパスワードを設定していないときは、[パスワード]を入力する必要はありま 
せん。 

3 [デバイス管理]メニューから[ネットワーク]を選択します。 
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4 [E メール印刷]の右にある[変更]をクリックします。 



5 


E メール印刷機能の各項目を設定します。 



劫ぺ -5W 表示されました 


設定する項目 

• POP 3 プロトコルを使用する場合 


[ POP 3 サーバ名]: 


[ POP 3 ューザ名]: 
[ POP 3 パスワード] 


E メールを受信するサーバ名または IP アドレスを設定し 
ます。 

E メールを受信するユーザ名を設定します。 

E メールを受信する ユーザ 名のパスワードを設定します。 


[ POP 3 受信間隔]: E メールを受信するサーバへ自動的に接続する間隔を分 

単位で設定します。 [0]( 分）から [90] (分）まで設定 
可能です。 [0] に設定した場合は、サーバへの自動受信 
は行いません。 

[0] に設定されている場合や 、 E メールを受信す るサー 
バへ自動的に接続す る 前にサーバへ接続したい場合は、 
[ネットワーク]ページの [E メール印刷]の右下にある [E 
メール受信]をクリックすることで 、 E メールを受信す 
るサーバへ接続することができます。 
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[ POP 3 受信]: E メール印刷機能を有効にするかしないかを選択します。 

[ POP 3 サーバのポート番号 ]: E メールを受信するサーバのポート番号を設定します。 

ポート番号は [0] から [65535] まで設定可能です。 

• SMTP プロトコルを使用する場合 

[ SMTP 受信]: E メール印刷機能を有効にするかしないかを選択します。 

[SMTP サーバのポート番号 ]: E メールを受信するサーバのポート番号を設定します。 

ポート番号は [0] から [65535] まで設定可能です。 

@ メモ I [ POP 3 ユーザ名]と [ POP 3 パスワード]には、32文字までの半角英数字を入力できます。 

6 [ OK ] をクリックします。 



これで E メール印刷の変更が完了しました。 
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SMB ネットワークで使用す 
るには （ Windows ) 


CHAPTER 


SMB ネットワークに接続してプリンタを使用するための方法について説明しています。 


SMB ネットワークで使用するために必要な作業 .4-2 

プリンタのプロトコル設定 .4-3 

U モート UI にぶる設定 .4-3 

印刷を行うコンピュータの設定 .4-12 

SMB ネットワークの接続 .4-12 

プリンタに対応したプリンタドライバをインストールする .4-16 
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SMB ネットワークで使用するために必要な作 
業 


SMB ネットワークで使用するために必要な作業は、次のとおりです。 


プリンタのプロトコル設定 


ネットワーク管理者が行うことをお 
すすめします。 


Web ブラウザ(リモート UI ) による 
プロトコル設定 (— P .4-3) 


FTP クライアントによる 
プロトコル設定 (— P .3-28) 


印刷を行うコンピュータの設定 


SMB ネットワークの接続 (^ P .4-12) / 

プリンタに対応したプリンタドライバをインストールする HP .4-16) 


重要 


• SMB 印刷に対応している機種については、「機能対応表」を参照してください。 

• SMB 印刷は、 IPv 6 には対応していません。 

• SMB ネットワークで使用するプロトコルは 、 NetBIOS over TCP / IP のみに対応し 、 NetBEUI 
には対応していません。 
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SMB ネットワークで使用するために必要な作業 



















プリンタのプロトコル設定 


プリンタのプロトコル設定は、次のソフトウェアを使用してお使いのコンピュータ上から 
設定できます。ソフトウェアによって設定できる項目が異なります。「ネットワーク設定項 
目一覧」 （+P.7-2) を参照して、お使いの環境や設定したい項目に応じて各ソフトウェアを 
ご利用ください。 

ここでは、 Web ブラウザ（リモート UI) を使用して設定する方法について説明しています。 


■ Web ブラウザ（リモート UI ) による設定 

お手持ちの Web ブラウザからネットワークを経由してプリンタにアクセスし、プロト 
コル設定を行います。 

■ FTP クライアントによる設定 

コマンドプロンプト （Windows 98/Me は MS-DOS プロンプト）を使用して、プリンタ 
の FTP サーバにアクセスし、プロトコル設定を行います。 

FTP クライアントを使用して設定する方法については、 「FTP クライアントによる設定」（今 
P.3-28) を参照してください。 


v リモート UI による設定 


@ メモ] リモート UI の詳細については、「リモート UI ガイド」を参照してください。 


7 TCP / IP の設定を行います。 

TCP/IP の設定を行っていない場合は、「プリンタの IP アドレスの設定（IPv4)」（今 P.3-4)、 「プ 
リンタのプロトコル設定」 OP.3-11) を参照して設定を行います。 

続いて SMB の設定を行います。 

2 Web ブラウザを起動し、アドレス入力欄に次の URL を入力したあと、キー 
ボードの [ ENTER ] キーを押します。 

http:// <プリンタの IP アドレス> / 


about：blank - Microsoft Internet Explon 


ファイル0 編集 (£) 表示⑻お気に入り⑻ツールヘルプ (id) 

， O ， @ @ め 食ぉ、 気に入り 

パドレス http ： // 192.168 .0.21 5 I_ 


プリンタのプロトコル設定 


4-3 

















泌メモ 1 •プリンタの IP アドレスがわからないときは、ネットワーク管理者に相談してください。 

•DNS サーバにプリンタのホスト名が登録されているときは、 IP アドレスのかわりに[ホ 
スト名.ドメイン名]で入力することもできます。 

例： http://my_printer.xy_dept.company.co.jD/ 

• SSL による暗号化通信を利用してリモート UI による設定を行う場合は、 「https:// くプリ 
ンタの IP アドレスまたは名前>/」を入力します。[セキュリティ警告]ダイアログボッ 
クスなどが表示された場合は、メッセージにしたがって対処してください。 

• SSL による暗号化通信機能に対応している機種については、「機能対応表」を参照してく 
ださい。 

•SSL による暗号化通信を利用するためには、鍵と証明書が作成され、使用鍵として登録が 
行われている必要があリます。 SSL 暗号化通信機能の詳細や鍵の登録の手順については、 
「リモート UI ガイド」を参照してください。 

3 [管理者モード]を選択し、[パスワード]を入力して、 [0 K ] をクリッ 

クします。 



㉘ メモ 1 プリンタにパスワードを設定していないときは、[パスワード]を入力する必要はありま 
せん。 
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4 [デバイス管理]メニューから[ネットワーク]を選択します。 



5 [ SMB ] の右にある[変更]をクリックします。 



si ネツトワ — クで使用するには (windows) 


プリンタのプロトコル設定 


4-5 




















































6 


[ SMB ] を[オン]に設定します。 



メモ 1 [オフ]を選択すると、 SMB ネットワーク上でプリンタが認識されなくなリます。 

7 SMB を設定します。 



口 [サーバ名]に、本プリンタが属するコンビュータ名を入力します。 

ネットワーク上の他のコンピュータやプリンタなどで使用している名前と重複しない 
名前を入力してください。 

口 [ワ _ クグル _ プ名]に、本プリンタが属するワークグル _ プ名を入力しま 
す。 

お使いの環境にワークグループがない場合は、 Windows 上でワークグループを作成し 
て、そのワークグループ名を入力してください。 


メモ I [サーバ名]と[ワークグループ名]には、15文字までの半角英数字を入力できます。 

□ 必要に応じて、[コメント]に、プリンタに関するコメントを入力します。 
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@ メモ」 [コメント]には、半角48文字/全角24文字まで入力できます。 


口 [LM アナウンス]を設定します。 

本プリンタの存在を LAN Manager に通知する場合は、 [LM アナウンス]を[オン]に 
設定します。 

本プリンタの存在を LAN Manager に通知しない場合は、 [LM アナウンス]を[オフ] 
に設定します。 


濟 メモ 1 LAN Manager から本プリンタを参照する必要がない場合は、[オフ]に設定するとネッ 
トワークのトラフィックを抑えることができます。 

8 SMB 印刷を設定します。 



• SMB 印刷を使用する場合 

口 [SMB 印刷]を[オン]に設定します。 

□ [プリンタ名]に、本プリンタのプリンタ名を入力します。 


重要 


SMB 印刷に対応している機種については、「機能対応表」を参照してください。 


メモ 1 [プリンタ名]には、13文字までの半角英数字を入力できます。 

• SMB 印刷を使用しない場合 

□ [SMB 印刷]を[オフ]に設定します。 
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9 [ OK ] をクリックします。 



WINS の設定を行う場合は、手順10に進みます。 

WINS の設定を行わない場合は、手順14に進みます。 

1〇 WINS の設定を行う場合は、 [ TCP / IP ] の右にある[変更]をクリックし 
ます。 



SMB ネツトワ — クで使用するには (windows) 


4-8 


プリンタのプロトコル設定 

























































11 WINS を設定します。 



メモ I WINS (Windows Internet Name Service) は、 NetBIOS 名 (SMB ネットワークでのコンピュー 
夕名やプリンタ名）と、 IP アドレスを対応させるサービスです。 WINS を使用するには、 
WINS サーバが必要です。 

參 WINS による名前解決を使用する場合 

□ [WINS による名前解決]を[オン]に設定します。 

□ [WINS サーバアドレス]に、 WINS サーバの IP アドレスを入力します。 


重要 


DHCP による IP アドレス設定を使用する場合、 DHCP サーバから WINS サーバの IP アド 
レスを取得したときは、 DHCP サーバから取得した IP アドレスが上書きされます。 


參 WINS による名前解決を使用しない場合 

口 [WINS による名前解決]を[オフ]に設定します。 
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12 必要に応じて、[スコープ ID ] を入力します。 

スコープ ID は、プリンタ、コンピュータが使用できる範囲を決めるための識別子です。 
WINS による名前解決の設定に関わらず、スコープ ID を参照します。 



重要 


貧メモ1 


• [スコープ ID ] を設定したときは、スコープ ID が異なるコンピュータとは通信できませ 
ん。 

•お使いのネットワーク環境のコンピュータ側でスコープ ID を設定していないときは、 
[スコープ ID ] は空欄にしておいてください。 

[スコープ ID ] には、63文字までの半角英数字を入力できます。 


U [0 K ] をクリックします。 



14 ハードリセット、またはプリンタを再起動します。 

ハードリセツト後、またはプリンタの再起動後に設定が有効になります。 
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@メモ 1 ハードリセットは、次の手順で行ってください。 

1. [デバイス管理]メニューから[状態]を選択します。 

2. [デバイス制御]をクリックします。 

3. [ハードリセット]を選択したあと、[実行]をクリックします。 


これでプリンタのプロトコル設定が完了しました。 


si ネツトワ — クで使用するには (windows) 
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印刷を行うコンピュータの設定 


プリンタのプロトコル設定が完了したら、印刷を行う各コンピュータの設定を行います。 


重要 


SMB ネットワークで使用するプロトコルは、 NetBIOS over TCP/IP のみに対応し、 
NetBEUI には対応していません。印刷を行う全コンピュータに TCP/IP クライアントソフ 
トウエアをインストールして、 TCP/IP ネットワークを使用できるようにする必要があり 
ます。詳しくは 0 S の説明書を参照してください。 


SMB ネットワークの接続 


印刷を行う全コンピュータが SMB ネットワークを使用できるようにします。 

Windows 2000 /XP/Server 2003/Vista をお使いの場合 


メモ I ここでは、 WindowsXP Professional の画面例で手順を説明します。 


1 [スタート]メニューから[コントロールパネル]を選択し、[ネットワー 
クとインターネット接続]み[ネットワーク接続]の順にクリックします。 

• Windows 2000の場合： 

[スタート]メニューから[設定]+ [ネットワークとダイヤルアップ接続]を選択しま 
す。 

• Windows Server 2003の場合： 

[スタート]メニューから[コントロールパネル]+ [ネットワーク接続]+ [口ーカル 
エリア接続]を選択し、手順3へ進みます。 

• Windows Vista の場合： 

[スタート]メニューから[コントロールパネル]を選択し、[ネットワークの状態と 
タスクの表示][ネットワーク接続の管理]の順にクリックします。 


4-12 印刷を行うコンピュータの設定 







2 [ローカルエリア接続]アイコンを右クリックして、[プロパティ]を選 
択します。 



メモ1 Windows Vista をお使いの場合、[ユーザーアカウント制御]ダイアログボックスが表示 
された場合は、[続行]をクリックします。 

3 次の項目にチェックマークが付いていることを確認します。 

• [ Microsoft ネットワーク用クライアント] 

• [インターネットプロトコル ( TCP / IP ) ] ( WindowsVista の場合は[インターネットプ 
ロトコルバー ジョン 4 ( TCP / IPv 4)]) 

チェックマークが 消えて いる 場合は、 チェックマークを 付けます。 



4 [インターネットプロトコル ( TCP / IP )] (Windows Vista の場合は[イ 

ンターネットプロトコルバージヨン4 ( TCP / IPV 4)]) をダブルクリック 
します。 
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5 [全般]ページの[詳細設定]をクリックします。 



6 [ WINS ] ページを表示し 、 [NetBIOS over TCP / IP を有効にする]を選択 
します。 



7 すべてのダイアログボックスが閉じるまで [0 K ] をクリックし、必要に 
応じてコンピュータを再起動します。 
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Windows 98/Me をお使いの場合 


重要 


LBP 3980 は 、 Windows 98/ Me に対応しておりません。 


メモ I ここでは 、 Windows Me の画面例で手順を説明します。 


1 [マイコンピュータ]+ [コント ロール パネル]—[ネットワーク]アイ 
コンの順にダブルクリックします。 

2 次の項目があることを確認します。 

• [ Microsoft ネットワーククライアント] 

• [ Microsoft ネツトワーク共有サービス] 



[ Microsoft ネットワーククライアント]と [ Microsoft ネットワーク共有サービス]がない 
場合は、[追加]をクリックして、画面の指示に従ってインストールします。 
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3 [ TCP / IP ] を選択したあと、[プロパティ]をクリックします。 



4 [バインド]ページを表示し、 [ Microsoft ネットワーククライアント] 
にチェックマークを付けます。 



5 [0 K ] をクリックし、必要に応じてコンピュータを再起動します。 


プリンタに対応したプリンタドライバをインストールする 


印刷にはプリンタドライバが必要になります 。 User Software CD - ROM に収められている取 
扱説明書に従ってプリンタドライバをインストールしてください。 

※お使いの機種によっては、付属の CD-R 〇 M に Windows 98/Me 用プリンタドライバは同梱されておりません。 
Windows 98/Me に対応したプリンタドライバは、キヤノンホームページ (http://canon.jp/) からダウンロードし 
てください。 

LBP3980 は、 Windows 98/Me に対応しておりません。 

インストール中にポートを選択する画面が表示されたら、次の操作を行います。 

1. [ポートの追加]をクリックします。 

2. [ネットワーク]を選択して、 [0 K ] をクリックします。 

3. リストから「プリンタのプロトコル設定」 （々 P .4-3) で設定した[ワークグループ名]、[サー 
パ名]、[プリンタ名]を順に選択します。 


SMB ネツトワ—クで使用するには ( windows ) 
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AppleTalk ネットワークで 
使 A するには （Macintosh) 


CHAPTER 


AppleTalk ネットワークに接続してプリンタを使用するための設定方法について説明してい 
ます。 



AppleTalk ネットワークで使用するために必要な作業 .5-2 

Macintosh のネットワークの設定 .5-3 

Mac OS 9の場合 .5-3 
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FTP クライアントによる設定 .5-11 

印刷を行うコンビユータの設定 .5-13 
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AppleTalk ネットワークで使用するために必 
要な作業 


AppleTalk ネットワークで使用するために必要な作業は、次のとおリです。 


Macintosh のネツトワーク設定 


MacOS 9の場合(― P.5-3) 


Mac OS Xの場合 (—P.5-4) 


プリンタのプロトコル設定 


* ネットワーク管理者が行うことをお 
すすめします。 


Web ブラウザ(リモート UI) による 
プロトコル設定 (—P.5-7) 


FTP クライアントによる 
プロトコル設定 (—P.5-11) 


印刷を行うコンピュータの設定 


プリンタに対応したプリンタドライバをインストールする (—P.5-13)/ 
印刷先の設定(― P.5-13) 


AppleTalk ネットワークで使用するために必要な作業 
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Macintosh のネットワークの設定を行います。 


7 AMeTalk が使用可能になっていることを確認します。 

口 Apple メニューから[セレクタ]を選択します。 

口 [ AppleTalk ] が[使用]になっていることを確認します。 

[不使用]になっているときは、[使用]をクリックします。 



2 AppleTalk の接続方法を [Ethernet] に設定します。 

□ Apple メニユーから [コントロー ルパネル]+ [ AppleTalk ] を選択します。 
口 [経由先]から [ Ethernet ] を選択します。 



口 [ AppleTalk ] ダイアログを閉じて、設定を保存します。 


これで Macintosh のネットワークの設定は完了しました。 


Macintosh のネットワークの設定 


Mac 0S 9の場合 


AppleTalk ネツトワ—クで使用するには (Macintosh) 
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Mac OS X の場合 


7 Apple メニューから[システム環境設定]を選択します。 
2 [ネットワーク]をクリックします。 



3 [表示]から[ネットワークポート設定]を選択し、[内蔵 Ethernet ] に 
チェックマークが付いていることを確認します。 

[内蔵 E 什 iernet ] にチェックマークが付いていない場合は、チェックマークを付けます。 


00^ 


ネットヮ 

-ク 

CD 


m 

羲 @ 

m 


すべてを表不 

ディスフレイ 

サウンドネットワーク 

Sg ® ディスク 

— 


場所：「自動 




設定にチ エツ クマークを入れて、その動作を“入"にします。 

設定をドラッグして、ネットワークへの接続時に使用する設定の優先 
晒位を指定してください。 


入 ポート»定 


- -- 



[ ^ Ethernet J 

( 新規… ） 


i 褊篥 | 

( 削除… ) 

( 複製 ) 


⑦ 

変更できないようにするにはカギをクリックします。 (_ アシスタント...、今すぐ!^^' ) 


AppleTalk ネツトワ■クで使用するには (Macintosh) 


5-4 


Macintosh のネットワークの設定 
































4 [表示]から[内蔵 Ethernet ] を選択し、 [ AppleTalk ] をクリックします。 



メモ I [表示]に[内蔵 Ethernet ] が表示されない場合は、[ネットワークポート設定]を選択し、 
[内蔵 Ethernet ] にチェックマークを付けます。 

5 [ AppleTalk 使用]にチェックマークが付いていることを確認します。 

[ AppleTalk 使用]にチェックマークが付いていない場合は、チェックマークを付けます。 

0 0 〇 ネットワーク CD 


: p 

すべてを*示 ディスフレイサウンド 


為 


科 




場所：自動 


表示：内蔵 Ethernet 


TCP/IP PPPoE AppleTalk ― プロキシ —Ethernet 

((^AppleTalk 使用 _ 

コンピュータ名：コンピュータ名 

(••共有"««設定で変えることができます> 


AppleTalk ゾーン: 


設定：丨自動 


ゾーンを8ぶには，まず-^すぐ適用-をクリックして AppleTalk «入にします„ 


⑦ 


H 変更できないようにするにはカギをクリックします。 ( アシスタントぐ；^明 
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6 [ネットワーク]ダイアログを閉じて、設定を保存します。 

これで Macintosh のネットワークの設定は完了しました。 
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プリンタのプロトコル設定 


プリンタのプロトコル設定は、次のソフトウェアを使用してお使いのコンピュータ上から 
設定できます。ソフトウェアによって設定できる項目が異なります。「ネットワーク設定項 
目一覧」 （+ P .7-2) を参照して、お使いの環境や設定したい項目に応じて各ソフトウェアを 
ご利用ください。 


■ Web ブラウザ（リモート UI ) による設定 （+ P .5-7) 

お手持ちの Web ブラウザからネットワークを経由してプリンタにアクセスし、プロト 
コル設定を行います。 


■ FTP クライアントによる設定 （+ P .5-11) 

FTP クライアントを使用して、プリンタの FTP サーバにアクセスし、プロトコル設定を 
行います。 


重要 


•上記のソフトウエアで設定を行う場合は、お使いのネットワーク環境で TCP / IP プロトコ 
ルが使用できる必要があリます。 

•プロトコル設定を行う前に、 TCP / IP の各項目が設定されていることと、プリンタとコン 
ピュータが正しく接続されてプリンタの電源が入っていることを確認してください。 


I リモート UI による設定 


@ メモ 1 •リモート UI の詳細については、「リモート UI ガイド」を参照してください。 
• ここでは、 Windows の画面例で手順を説明します。 


1 Web ブラウザを起動し、アドレス入力欄に次の URL を入力したあと、キー 
ボードの [ return ] キーを押します。 

http :// <プリンタの IP アドレス>/ 


about：blank - Microsoft Internet Explon 


ファイル0編集(£〉表示秘お気に入り⑻ツール〇ヘルブ ( H ) 
* Z r / 検索 お気に入り 

アドレス http ： // 192.168 .0.21 5 J __ 
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泌メモ 1 •プリンタの IP アドレスがわからないときは、ネットワーク管理者に相談してください。 

• DNS サーバにプリンタのホスト名が登録されているときは、 IP アドレスのかわりに[ホ 
スト名.ドメイン名]で入力することもできます。 

例： http :// my _ printer . xy _ dept . company . co . jp / 

• SSL による暗号化通信を利用してリモート UI による設定を行う場合は、 「 https :// くプリ 
ンタの IP アドレスまたは名前>/」を入力します。[セキュリティ警告]ダイアログボッ 
クスなどが表示された場合は、メッセージにしたがって対処してください。 

• SSL 暗号化通信機能に対応している機種については、「機能対応表」を参照してくださ 
い0 

• SSL による暗号化通信を利用するためには、鍵と証明書が作成され、使用鍵として登録が 
行われている必要があリます。 SSL 暗号化通信機能の詳細や鍵の登録の手順については、 
「リモート UI ガイド」を参照してください。 

2 [管理者モード]を選択し、[パスワード]を入力して、 [0 K ] をクリツ 

クします。 



@メモ1 プリンタにパスワードを設定していないときは、[パスワード]を入力する必要はありま 
せん。 

3 [デバイス管理]メニューから[ネットワーク]を選択します。 



AppleTalk ネツトワ■クで使用するには (Macintosh) 


5-8 


プリンタのプロトコル設定 































































4 [ AppleTalk ] の右にある、[変更]をクリックします。 



5 [ AppleTalk ] を[オン]に設定します。 



@ メモ] [オフ]を選択すると、 AppleTalk ネットワーク上でプリンタが認識されなくなります。 
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6 AppleTalk を設定します。 



口 [サービスの名称]にプリンタの名称を入力します。 

ここで設定した名称が、 Macintosh のセレクタやプリンタリストに表示されます。 

□ ネットワーク上にゾーンが設定してある場合は、[サービスが登録したゾー 
ン]にゾーン名称を入力します。 


重要 


• [使用するフェーズ]は[フェーズ 2] で固定され、設定はできません。 

• [サービスの名称]には、半角32文字/全角16文字まで入力できます。ただし、「=」、 
「@」、「*」、「：」、「〜」、「ナ」（半角カタカナ）が含まれる名称は設定できま 
せん。 

• [サービスが登録したゾーン]には、半角32文字/全角16文字まで入力できます。ただ 
し、「=」、「@」、「*」、「：」、「〜」、「ナ」（半角カタカナ）が含まれる名称 
は設定できません伴角の「*」のみを設定することは可能です）。 

• プリンタが同じゾーン内に複数あるときは、それぞれ固有の名称を付けてください。 


7 [0 K ] をクリックします。 
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8 ハードリセット、またはプリンタを再起動します。 

ハードリセツト後、またはプリンタの再起動後に設定が有効になります。 


@メモ1 ハードリセットは、次の手順で行ってください。 

1. [デバイス管理]メニューから[状態]を選択します。 

2. [デバイス制御]をクリックします。 

3. [ハードリセット]を選択したあと、[実行]をクリックします。 


これでプリンタのプロトコル設定は完了しました。 


FTP クライアントによる設定 


i メモ]ここでは、 Mac OSX に標準のターミナルを使用した場合の手順を説明します。 


7 ターミナルを起動します。 

お使いのハードディスク+ [アプリケーション]+ [ユーティリティ]フォルダにある[ター 
ミナル]アイコンをダブルクリックします。 

2 次のコマンドを入力し、キーボードの [ return ] キーを押します。 

ftp (スペース）くプリンタの ip アドレス> 

入力例 || ftp 192.168 .0.21 5 

3 ユーザ名として、 「 root 」 を入力し、キーボードの [ return ] キーを押し 
ます。 


@ メモ1 ユーザ名は、 「root」 以外（空欄など）でもログインできます。そのときは、設定以外の 
操作のみ行えます。 

4 パスワードを入力し、キーボードの [ return ] キーを押します。 


メモ1 プリンタにパスワードを設定していないときは、何も入力せずに、キーボードの [return] 
キーを押します。 

^ 次のコマンドを入力し、キーボードの [ return ] キーを押します。 

cd (スぺース） config 

0 次のコマンドを入力し、キーボードの [ return ] キーを押します。 

get (スペース） CONFIG (スペース）<ファイル名> 

config ファイルがダウンロードされます。< ファイル名 > に入力した文字が、ダウンロー 
ドされたときの confia ファイルのファイル名になります。 
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@ メモ 1 config ファイルのダウンロード先は、お使いの 0S の環境や設定によって異なります。 

config ファイルが見つからない場合は、 0S のファイル検索機能を利用して config ファ 
イルを検索してください。 

7 「テキストエディツト」などでダウンロードした config ファイルを編集 
します。 

各項目の説明については「ネットワーク設定項目一覧」 OP.7-2) を参照してください。 

8 次のコマンドを入力し、キーボードの [ return ] キーを押します。 

put (スペース）<ファイル名> (スペース） CONFIG 


@ メモ 1 < ファイル名 > には、ダウンロードしたときに入力した config ファイルのファイル名を 

入力します。 

9 次のコマンドを入力し、キーボードの [ return ] キーを押し、ネットワー 
クボードをリセットします。 

get (スペース） reset 

ネットワークボードのリセット後に設定が有効になります。 

的 メモ Iプリンタを再起動しても設定が有効になります。 

W 「 quit 」 を入力して、キーボードの [ return ] キーを押します。 

11 「 exit 」 を入力して、キーボードの [ return ] キーを押します。 

12 [ターミナル]メニューから[ターミナルを終了]を選択します。 

これでプリンタのプロトコル設定は完了しました。 
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印刷を行うコンピュータの設定 


プリンタのプロトコル設定が完了したら、印刷を行う各 Macintosh の設定を行います。 


プリンタに対応したプリンタドライバをインストールする 


各 Macintosh にプリンタドライバをインストールします 。 User Software CD - ROM に収めら 
れている取扱説明書に従ってプリンタドライバをインストールしてください。 


印刷先の設定 


プリンタドライバをインストールしたら、印刷先を設定します。 


Mac OS 9の場合 

7 Apple メニューから[セレクタ]を選択します。 
1 [ LIPSPrinter ] アイコンを選択します。 


□ セレクタ S 

藥 墨 

AooleShare LaserWriter 8 


出力先の谢尺I AppleTalk 

^LBP5910 


寒 _ 

UPS Printtr PSPrinler 


II オプション. l| 

ル 7 . 5 , 2 


重要 


セレクタにアイコンが表示されないときは、プリンタドライバを再度インストールして 
ください。 


貧メモ1 [LIPS Printer] アイコンを選択すると、[出力先の選択]のリストにお使いのプリンタの 
機種名が表示されます。ただし、お使いのプリンタによっては、次の名称で表示される 
ことがあリます。 

• モノクロプリンタをお使いの場合： [Canon Printer LIPS] 

• カラープリンタをお使いの場合： [Canon Color Printer LIPS] 
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3 [出力先の選択]のポップアップメニューから [ AppleTalk ] を選択します。 


□ _セ:レクタ 

- f 

等 墨 

AppleShare LaserWriter 8 

寒 ■ 

LPS PrWtr PSPrinter 


出力先の迓択 

| AppleTalk ^ |1 

^LBP5910* 



IIオプション fl 

柳 ■ ル 752 


4 [出力先の選択]のリストからお使いのプリンタを選択します。 


□ 



セレクタ 

B 











c 

「言 LBP 5910 

{} 



AppleShare 

1 

LaserWriter 8 

■ 

PSPrinter 











II オプション l| 















重要 


お使いのプリンタによっては、[出力先の選択]のリストに次の名称で表示されることが 
あリます。プリンタ名が表示されない場合は、次の名称を選択してください。 

• モノクロプリンタをお使いの場合： [Canon Printer UPS] 

• カラープリンタをお使いの場合： [Canon Color Printer LIPS] 

[出力先の選択]のリストにプリンタ名や上記の名称が表示されない場合は、次のことを 
確認してください。 

• プリンタとコンピュータが正しく接続されているか 
• プリンタの電源が入っているか 


5 セレクタを閉じます。 


これで印刷先の設定が完了しました。 
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Mac OS X10.2.8 〜 10.3.9 の場合 


1 お使いのハードディスクの[アプリケーション]+ [ユーティリティ]フォ 
ルダにある、[プリンタ設定ユーティリティ]アイコンをダブルクリツ 
クします。 


メモ1 Mac OS X 10.2.8 をお使いの場合は、[ユーティリティ]フォルダにある[プリントセンター] 
アイコンをダブルクリックしてください。 

Z [追加]または[プリンタを追加]をクリックします。 

0 0 0_ プリンタリスト _〇 

e 「邊 b レ 、 

追加 1 

1 メニュー— _ ▲ け.* __ 


メモI [プリンタリスト]ダイアログの画面は、 MacOSX のバージヨンによって異なります。 


3 リストから [ AppleTalk ] を選択します。 



■ Applel alk 


名前 * 椎領 




文字セツト： 03：芘 ▼ 


プリンタの櫬楝：「自動 a 択 



キャンセル i m 
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4 プリンタリストの一覧からお使いのプリンタを選択したあと、[追加] 
をクリックします。 


AppleTalk 


□-カル AppleTalk ゾーン : ' 



文字 ゼット： b 本 a ▼ 


プ L ； ンタの櫬《:自動 a 択 



重要 


• [種類]が [UPS ( v . x . xx )] または [LIPSLX Printer] のプリンタ以外は選択しないでく 
ださい。 

•お使いのプリンタによっては、プリンタリストに次の名称で表示されることがあリま 
す。プリンタ名が表示されない場合は、次の名称を選択してください。 

•モノクロプリンタをお使いの場合： [Canon Printer LIPS ] または [Canon 

Printer LIPS LX] 

•カラープリンタをお使いの場合： [Canon Color Printer LIPS ] または 

[Canon Color Printer LIPS LX] 

プリンタリストにプリンタ名や上記の名称が表示されない場合は、次のことを確認して 
ください。 

• プリンタとコンピュータが正しく接続されているか 
• プリンタの電源が入っているか 


5 [プリンタリスト]ダイアログに、プリンタが追加されていることを確 
認したあと、[プリンタリスト]ダイアログを閉じます。 


これで印刷先の設定が完了しました。 
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Mac OS XI0.4 以降の場合 


1 お使いのハードディスクの[アプリケーション]+ [ユーティリティ]フォ 
ルダにある、[プリンタ設定ユーティリティ]アイコンをダブルクリツ 
クします。 


Z [追加]をクリックします。 




プリンタリスト 


昼 






状況 


3 [デフォルトブラウザ]をクリックし、プリンタ名の一覧からお使いの 
プリンタを選択します。 

0 0 0 ブリンタブラウザ CD 

デフオルトブラウザ _P プリンタ 検索 



名前 

場所 


使用するドライバ 


⑦ 


^ほかのプリンタ...^) 


重要 


• [接続]が [ AppleTalk] と表示されているプリンタを選択してください。 

• お使いのプリンタによっては、プリンタリストに次の名称で表示されることがありま 
す。プリンタ名が表示されない場合は、次の名称を選択してください。 

•モノクロプリンタをお使いの場合： [Canon Printer UPS ] または [Canon 

Printer LIPS LX] 

•カラープリンタをお使いの場合： [Canon Color Printer LIPS ] または 

[Canon Color Printer LIPS LX] 

プリンタリストにプリンタ名や上記の名称が表示されない場合は、次のことを確認して 
ください。 

• プリンタとコンピュータが正しく接続されているか 
• プリンタの電源が入っているか 
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4 [使用するドライバ]で [LIPS (V.5.XX)] または [LIPSLX Printer] を選 
択したあと、[追加]をクリックします。 

0 0 0 プリンタブラウザ CD 

sh .m ^-> 

デフオルトブラウザ _ p フリンタ 検索 



名前： LBP5910 
場所： ローカルゾーン 

使用するドライバ ■ LIPSLX Printer i ' J 

( ほかのプリンタ…こ追加 )J 

5 [プリンタリスト]ダイアログに、プリンタが追加されていることを確 
認したあと、[プリンタリスト]ダイアログを閉じます。 


これで印刷先の設定が完了しました。 
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困ったと含には 


操作中に起きたトラブルの解決法について説明しています。 
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CHAPTER 


印刷に関するトラブルとその対処方法 .6-2 

SSL 暗号化通信に関するトラブルとその対処方法 .6-7 
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印刷に間するトラブルとその対処方法 


印刷に関するトラブルの原因と、その対処方法について説明しています。 


プリンタドライバをインストールできない （ TCP / IP ネツトワーク) 


原因 IPP を使用する場合に、プリンタドライバをインストールするコンピュータの IP 
アドレスが、[受信/印刷範囲設定]で印刷を制限されている 

処置 [受信/印刷範囲設定]の設定内容を確認してください。レ印刷や設定できるユー 
ザを IP アドレスによって制限する： P.3-84) 


プリンタドライバをインストールできない （ SMB ネツトワーク) 


原因 プリンタドライバをインストールするコンピュータの IP アドレスが、[受信/印 
刷範囲設定]や[設定/参照範囲設定]で制限されている 

処置 [受信/印刷範囲設定]や[設定/参照範囲設定]の設定内容を確認してください。 
(+印刷や設定できるユーザを IP アドレスによって制限する： P.3-84) 


突然ネットワークから印刷できなくなった 


原因 DHCP サーバの機能を使用している環境でプリンタを使用しているときに、プリ 
ンタの電源を入れなおしたため、プリンタの IP アドレスが変更された 

処置 ネットワーク管理者にお問い合わせの上、次のいずれかの設定を行ってください。 
•DNS 動的更新機能の設定をする （+P.3-15) 

•プリンタの起動時に常に同じ IP アドレスを割り当てるように設定する b ネット 
ワーク管理者） 


於メモ 1 他の原因も考えられますので、次の項目も参照してください。 
. 本項目内の 「TCP/IP ネットワークから印刷できない」 

. 「ユーザーズ ガイド」 


困つたと—は 
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TCP/IP ネットワークから印刷できない 


原因1 プリンタとケープルが、正しく接続されていない 

処置プリンタがネットワークに、正しいケーブルを使って接続されていることを確認 
したあと、プリンタの電源を入れなおしてください。 


原因2 ネットワークの設定や環境に問題がある 

処置1 次の手順で Ping コマンドを利用してネットワーク接続の状態を確認してくださ 
い0 

1. コマンドプロンプト、または MS-DOS プロンプトを起動します。 

UNIX をお使いの場合は、コンソール画面を表示します。 

2. 「Ping (スペース）くプリンタの IP アドレス >」を入力して、キーボードの [ENTER] キー 
を押します。 

• 入力例： Ping 192.168 .0.21 5 

3. IP アドレスが正しく設定されている場合は、次のコマンド（信号を4回送り、4回正 
常に通信できたことを表しています）が表示されます。 

• R 印 ly from くプリンタの IP アドレス〉... 

次のようなコマンドが表示された場合は、次の処置2以降を参照してください。 

• Destination Host Unreachable 

• Request l imed Out 


メモ I •Windows をお使いの場合は、次の方法でコマンドプロンプト、または MS-DOS プロンプ 
卜を起動します。 

• Windows 98の場合： 

[スタート]メニューから[プログラム] 4 [MS-DOS プロンプト]を選択します。 

• Windows Me の場合： 

[スタート]メニューから[プログラム]+ [アクセサリ]+ [MS-DOS プロンプト]を 
選択します。 

• Windows 2000の場合： 

[スタート]メニューから[プログラム]+ [アクセサリ]+ [コマンドプロンプト]を 
選択します。 

• Windows XP/Server 2003 /Vista の場合： 

[スタート]メニューから[すべてのプログラム]+ [アクセサリ]+ [コマンドプロン 
プト]を選択します。 

•プリンタの IP アドレスがわからないときは、ネットワーク管理者に相談してください。 

処置 2 DHCP 、 RARP 、 BOOTP のいずれかを使用して IP アドレスを設定する場合は、 
DHCP 、 RARP 、 BOOTP が動作していることを確認してください。（+プリンタの 
プロトコル設定: P .3-11) 


メモ1 上記の設定が正しくても本プリンタを認識できない場合は、ネットワーク部の起動時間 

を遅らせると問題が解決することがあリます。レ通信環境の設定： P.2-5) 
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原因 3 印刷を行うコンピュータが、正しく設定されていない （ Windows ) 

処置次のことを確認してください。 

•正しいプリンタドライバが、インストールされていることを確認します。 
•プリンタが通常使うプリンタとして設定されているか確認してください。 

• Windows 98/ Me で LPD をお使いの場合は、次の手順でスプールの設定を確認し 
ます 

1. [スタート]メニューから[設定]み[プリンタ]を選択します。 

2. 使用するプリンタのアイコンを右クリックして、[プロパティ]を選択します。 

3. [詳細]ページで、[スプールの設定]をクリックします。 

4. [プリンタスプールの設定]ダイアログボックスの[印刷ジョブをスプールしてプログ 
ラムの印刷処理を高速に行う]が選択されていることを確認します。選択されていな 
い場合は、選択してください。 


原因4 印刷するファイル名が長すぎる 

処置通常、 LPR は、印刷に使用するアプリケーションソフトウェア名や、ファイル名 
を元にしたジョブ名を送信します。しかし、ジョブ名が半角255文字/全角127 
文字以上になると、正常に送信できなくなります。このときは、印刷するファイ 
ル名を短くしてください。 


原因5 印刷データを送信するコンピュータの IP アドレスが、[受信/印刷範囲設定]で 
制限されている 

処置[受信/印刷範囲設定]の設定内容を確認してください。レ印刷や設定できるユー 
ザを IP アドレスによって制限す る： P .3-84) 


SMB ネットワークから印刷できない、または[印刷先のポート]に印刷するプリ 
ンタのポート名が表示されない 


原因1 プリンタとケーブルが、正しく接続されていない 

処置プリンタがネットワークに、正しいケープルを使って接続されていることを確認 
したあと、プリンタの電源を入れなおしてください。 


原因2 TCP / IP ネットワークが、正しく設定されていない 

処置 SMB ネットワークから本プリンタに印刷する場合は、 TCP / IP が正しく動作して 
いることが前提となります。次のことを確認してください。 

• IP アドレスが正しく設定されていることを確認します。 DHCP 、 RARP、BOOTP 
のいずれかを使用して IP アドレスを設定する場合は、 DHCP 、 RARP、BOOTP 
が動作していることを確認してください。•プリンタのプロトコル設定： 
P .3-11) 

• DHCP サーバ、 WINS サーバを使用している場合は、これらの連携がうまくいつ 
ているかを確認してください。 0プリンタのプロトコル設定： P .4-3) 


困つたと—は 
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メモ I 上記の設定が正しくても本プリンタを認識できない場合は、ネットワーク部の起動時間 
を遅らせると問題が解決することがあります。レ通信環境の設定： P.2-5) 


原因3 SMB ネットワークが、正しく設定されていない 

処置 SMB と WINS が正しく設定されていることを確認します。（今プリンタのプロト 
コル設定： P .4-3) 


原因4 印刷データを送信するコンピュータの IP アドレスが、[受信/印刷範囲設定]で 

制限されている 

処置[受信/印刷範囲設定]の設定内容を確認してください。（—印刷や設定できるユー 
ザを IP アドレスによって制限する： P .3-84) 


原因5 印刷を行うコンピュータの設定が、正しく設定されていない 

処置各コンピュータに、正しいプリンタドライバがインストールされていることを 
確認します。プリンタドライバのインストール方法については 、 User Software 
CD - ROM に収められている取扱説明書を参照してください。 


メモ I Windows 98/Me をお使いの場合、お使いの機種によっては、付属の CD-ROM に Windows 
98/Me 用プリンタドライバは同梱されておリません。 Windows 98/Me に対応したプリン 
タドライバは、キヤノンホームページ (http://canon.jp/) からダウンロードしてください。 
LBP3980 は、 Windows 98/Me に対応しておりません。 

原因6 IPv 6 を使用している 
処置 IPv 4 を使用してください。 


AppleTalk ネットワークから印刷できない 


原因1 プリンタとケーブルが、正しく接続されていない 

処置プリンタがネットワークに、正しいケーブルを使って接続されていることを確認 
したあと、プリンタの電源を入れなおしてください。 


原因2 AppleTalk ネットワークが、正しく設定されていない 

処置 AppleTalk が正しく設定されていることを確認します。特に、[サービスが登録し 
たゾーン]でプリンタの存在するゾーンが正しく設定されていることを確認しま 
す。（+プリンタのプロトコル設定： P .5-7) 


メモ1 上記の設定が正しくても本プリンタを認識できない場合は、ネットワーク部の起動時間 

を遅らせると問題が解決することがあります。レ通信環境の設定： P.2-5) 


印刷に関するトラブルとその対処方法 
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原因 3 印刷を行うコンピュータの設定が、正しく設定されていない 
処置次のことを確認してください。 

• [プリンタリスト]で正しいプリンタドライバがインストールされていること 
を確認します。 

• [プリンタリスト]で印刷先が正しいプリンタに設定されていることを確認し 
ます。 

• [ネットワーク]で AppleTalk が使用可能になっていることを確認します。 


困つたと—は 
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為暗号化通信に関するトラブルとその対処 


SSL 暗号化通信に関するトラブルの原因とその対処方法について説明しています。 


SSL を有効にできない 


原因 使用する鍵ペアおよびサーバ証明書を登録していない 

処置 SSL 暗号化通信を行うには、鍵と証明書が作成され、使用する鍵ペアおよびサー 
バ証明書を登録する必要があります。リモート UI ガイド） 


SSL を有効にしているときにリモート UI が起動しない、または IPP 印刷ができな 
い 


原因 鍵管理関係のファイルが壊れている 
処置 次の操作を行います。 

1. 操作パネルから「インタフェース」み「ヒヨウジュンネットワーク」ゥ「リモート UI セツ 
テイ」— 「SSL」 を選択し、「オフ」であることを確認します。 

2. プリンタを再起動します。 

3. リモート UI から鍵と証明書の再生成および SSL の設定を行います。レリモート UI ガ 
イド） 

4. プリンタを再起動します。 


困つたと—は 


SSL 暗号化通信に関するトラブルとその対処方法 
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ネットワーク設定項目一覧 


Web ブラウザ（リモート Ul )、 FTP クライアント 、 NetSpot Device Installer を使用すると、 
本プリンタの設定を変更することができます。 

FTP クライアントや NetSpot Device Installer で変更できる設定項目は次のとおりです。また、 
Web ブラウザ（リモート UI ) では「リモート UI 設定」を除いた次の設定項目のすべてを 
変更することができます。 


メモ I • FTP クライアントや NetSpot Device Installer で設定できない項目については、 Web ブラウ 
ザ（リモート UI ) で設定してください（ただし、★の付いている設定項目はリモート UI 
でも設定できません）。 

•次の一覧で、カツコ内に記載されている情報は、 FTP クライアント固有のものです。 
「デバイス名 （ DEVICE _ NAM 0 」を例にした場合、各ソフトウェアによって、次のよう 
に表示されます。 


• Web ブラウザ（リモート UI ) や NetSpot Device Installer :[デバイス名] 
. FTP クライアントの config ファイル： [ DEVICE _ NAME ] 


■ 一般設定 


項目名 

内容 

工場出荷時の 
設定 

NetSpot 
Device 
Installer 
による設定 

FTP 

クライアント 
による設定 

デバイス名 
(DEVICE NAME ) 

半角32文字/全角16 
文字まで 

(空欄) 

〇 

〇 

設置場所 
(SYS LOC ) 

半角32文字/全角16 
文字まで 

(空欄) 

〇 

〇 

管理者名 
(SYS CONTACT ) 

半角32文字/全角16 
文字まで 

(空欄） 

〇 

〇 

管理者パスワード 
(ROOT PWD ) 

半角英数字で16文字 
まで 

(空欄） 

〇 

〇 

一般ユーザによるジョブ操 
作を許可する 
(USERJOB CONT ) 

ON/OFF 

OFF 

X 

〇 

E メール印刷設定* 

POP 3 サーバ名 
( EMAIL—P 〇 P — ADDR ) 

サーバ名または IP ア 
ドレス 

(空欄） 

X 

〇 

POP 3 ユーザ名 
(EMAIL POP ACCOUND 

半角英数字で32文字 
まで 

(空欄) 

X 

〇 

POP 3 パスワード 
( EMAIL 一 POP 一 PASSWD ) 

半角英数字で32文字 
まで 

(空欄) 

X 

〇 
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項目名 

内容 

工場出荷時の 
設定 

NetSpot 
Device 
Installer 
による設定 

FTP 

クライアント 
による設定 

POP 3 受信間隔 
( EMAIL 一 POPJNTERVAL ) 

◦〜 90 分 （0 に設定 
した場合は、サーバ 
への自動受信はしな 
い） 

0 

X 

〇 

POP 3 受信 
( EMAIL 一 PRINT 一 ENB ) 

ON/OFF 

OFF 

X 

〇 

POP 3 サーバの ポー ト番号 
(EMAIL POP PORTNO ) 

〇〜65535 

110 

X 

〇 

SMTP 受信 

ON/OFF 

OFF 

X 

X 

SMTP サーバのポート番号 

〇〜65535 

25 

X 

X 

サポートリンク設定 

リンク先 

(UNK NAME #)(#=1、2) 

半角32文字/全角16 
文字まで 

(空欄) 

X 

〇 

URL 

(UNK URL #)(#=1、2) 

半角英数字で128文 
字まで 

(空欄) 

X 

〇 

コメント 

( LINK — C 〇 MMENT #)(#=1、2) 

半角64文字/全角32 
文字まで 

(空欄） 

X 

〇 


* お使いの機種によっては設定できません。対応している機種については、「機能対応表」を参照してください。 


■ TCP/IP (IPv4 ) 設定 


項目名 

内容 

工場出荷時の 
設定 

NetSpot 
Device 
Installer 
による設定 

FTP 

クライアント 
による設定 

DHCP によるアドレス設定 
(DHCP ENB ) 

ON/OFF 

OFF 

〇 

〇 

RARP によるアドレス設定 
( RARP — ENB ) 

ON/OFF 

OFF 

〇 

〇 

BOOTP によるアドレス設定 
(BOOTP ENB ) 

ON/OFF 

OFF 

〇 

〇 

IP アドレス 
(INT ADDR ) 

IP アドレス 

0.0.0.0 

〇 

〇 

サブネットマスク 
(NET MASK ) 

IP アドレス 

0 . 0 . 0.0 

〇 

〇 

ゲートウェイアドレス 
(DEF GW ) 

IP アドレス 

0 . 0 . 0.0 

〇 

〇 

DNS プライマリサーバアド 
レス 

(DNS PADDR ) 

IP アドレス 

0 . 0 . 0.0 

X 

〇 

DNS セカンダリサーバアド 
レス 

(DNS SADDR ) 

IP アドレス 

0 . 0 . 0.0 

X 

〇 
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項目名 

内容 

工場出荷時の 
設定 

NetSpot 
Device 
Installer 
による設定 

FTP 

クライアント 
による設定 

DNS ホスト名 
(HOST_NAME) 

半角英数字で 47 文字 
まで 

1 Canon 」 + 
「 MAC アドレ 
ス下 6 桁」 

X 

〇 

DNS ドメイン名 
(DOMAIN NAME) 

半角英数字で 47 文字 
まで 

(空欄) 

X 

〇 

DNS の 動的更新 
(DDNS 一 ENB) 

ON/OFF 

OFF 

X 

〇 

WINS による名前 解決 
(WINS 一 ENB) 

ON/OFF 

OFF 

X 

〇 

WINS サー バアドレス 
(WINS SERVER) 

ip アドレス 

0.0.0.0 

X 

〇 

スコープ ID 
(WINS SCOPEID) 

半角英数字で 63 文字 
まで 

(空欄) 

X 

〇 

ARP/PING 

(ARP-PING-ENB) 

ON/OFF 

ON 

X 

〇 

FTP 印刷 

(FTP PRINT ENB) 

ON/OFF 

OFF 

X 

〇 

FTP 印刷 ユーザ 名 
(FTP PRINT USER) 

半角英数字で 24 文字 
まで 

(空欄) 

X 

〇 

FTP 印刷パ スワード 
(FTP PRINT PWD) 

半角英数字で 24 文字 
まで 

(空欄） 

X 

〇 

FTP 設定 

ON/OFF 

OFF 

X 

X 

LPD 印刷 (LPD 一 ENB) 

ON/OFF 

ON 

X 

〇 

LPD バナーページの 印刷 
(LPD-BANN) 

ON/OFF 

OFF 

X 

〇 

RAW 印刷 
(RAW ENB) 

ON/OFF 

ON 

X 

〇 

双方向 

(RAW BIDIR ENB) 

ON/OFF 

OFF 

X 

〇 

BMLinkS 
(BM ENB) 

使う/使わない 

使わない 

X 

〇 

Discovery 送信間隔 
(BM_DISCOVERY_TIME) 

30 分 / 1 時間 / 3 時間 
/6 時間ハ 2 時間 / 24 
時間 

30 

X 

〇 

国 / 地域名 '* 

出荷時固定設定、表 
示のみ 

日本 （ JP) 

X 

X 

組織名 

(BM SET COMPANY) 

半角 64 文字/全角 32 
文字まで 

(空欄） 

X 

〇 

支店名 

(BM SET SECTION) 

半角 64 文字/全角 32 
文字まで 

(空欄） 

X 

〇 

ビル名 

(BM 一 SET—BUILDING) 

半角 64 文字/全角 32 
文字まで 

(空欄) 

X 

〇 
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項目名 

内容 

工場出荷時の 
設定 

NetSpot 
Device 
Installer 
による設定 

FTP 

クライアント 
による設定 

階数 

(BM SET FLOOR) 

半角 64 文字 / 全角 32 
文字まで 

( 空欄） 

X 

〇 

ブロック名 
(BM SET BLOCK) 

半角 64 文字 / 全角 32 
文字まで 

( 空欄 ) 

X 

〇 

IPP 印刷 
(IPP—ENB) 

ON/OFF 

ON 

X 

〇 

SSL* 

ON/OFF (鍵の登録が 
ィ了われていない場合 
は OFF で固定） 

OFF 

X 

X 

IPP 認証 

(IPP AUTH ENB) 

ON/OFF 

OFF 

X 

〇 

IPP ユーザ名 
(IPP_AUTH_ACCUNT1) 

半角英数字で 24 文字 
まで （ IPP 認証を使用 
する場合は必ず入力） 

( 空欄 ) 

X 

〇 

IPP パスワード 
(IPP-AUTH-PASSWD1) 

半角英数字で 24 文字 
まで （ IPP 認証を使用 
する場合は必ず入力） 

( 空欄） 

X 

〇 

WSD 印刷 * (WSD ENB) 

ON/OFF 

ON 

X 

〇 

WSD 参照 * 

(WSD BROWSING) 

ON/OFF 

ON 

X 

〇 

マルチキャスト探索 * 

ON/OFF 

ON 

X 

〇 

HTTP 

(HTTP ENB) 

ON/OFF 

ON 

X 

〇 

プロキシ 

ON/OFF 

OFF 

X 

X 

HTTP プロキシサーバのアド 
レス 

半角英数字で 128 文 
字まで 

( 空欄） 

X 

X 

HTTP プロキシサーバの ポー 
卜番号 

◦〜99999 

80 

X 

X 

同ードメインにもプロキシ 
を使用 

ON/OFF 

OFF 

X 

X 

プロキシ認証 

ON/OFF 

OFF 

X 

X 

ユーザ名 

半角英数字で 24 文字 
まで 

( 空欄） 

X 

X 

パスワード 

半角英数字で 24 文字 
まで 

( 空欄 ) 

X 

X 

SNTP* 

(SNTP ENB) 

ON/OFF 

OFF 

X 

〇 

NTP サーバ名 * 

(SNTP ADDR) 

IP アドレスまたはホ 
スト名 

( 空欄 ) 

X 

〇 

ポーリング間隔 * 
(SNTPJNTERVAL) 

時間の同期をとる間 
隔 （ 1 〜 48 時間） 

24 

X 

〇 
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項目名 

内容 

工場出荷時の 
設定 

NetSpot 
Device 
Installer 
による設定 

FTP 

クライアント 
による設定 

マルチキャスト探索応答 
(DISCOVERY 一 ENB) 

ON/OFF 

ON 

X 

〇 

スコープ名 

(DISCOVERY_SCOPE_NAME) 

NetSpot Device 
Installer などのユー 
テイリテイソフト 
ウエアから探索する 
ときのスコープ名（半 
角英数字で32文字ま 
で） 

"default" 

X 

〇 

IP アドレス範囲設定 

受信/印刷範囲設定拒否ア 
ドレスを有効にする 
拒否 IP アドレス 

ON/OFF 

IP アドレス(最大8個） 

OFF 

0.0.0.0 

X 

X 

受信/印刷範囲設定許可ア 
ドレスを有効にする 
許可 IP アドレス 

ON/OFF 

IP アドレス(最大8個） 

OFF 

0 . 0 . 0.0 

X 

X 

設定/参照範囲設定拒否ア 
ドレスを有効にする 
拒否 IP アドレス 

ON/OFF 

IP アドレス(最大8㈣ 

OFF 

0 . 0 . 0.0 

X 

X 

設定/参照範囲設定許可ア 
ドレスを有効にする 
許可 IP アドレス 

ON/OFF 

IP アドレス(最大8個） 

OFF 

0 . 0 . 0.0 

X 

X 



* お使いの機種によっては設定できません。対応している機種については、「機能対応表」を参照してください。 


■ TCP/IP (IPv6) 設定* 


項目名 

内容 

工場出荷時の 
設定 

NetSpot 
Device 
Installer 
による設定 

FTP 

クライアン 
卜 

による設定 

IPv6 (IPV6—USE) 

ON/OFF 

OFF 

X 

〇 

ステー トレスアドレス 
(IPV6 STATELESS USE) 

ON/OFF 

ON 

X 

〇 

手動アドレス 

(IPV6 MANUAL ADDR USE) 

ON/OFF 

OFF 

X 

〇 

IP アドレス 

(IPV6 MANUAL ADDR SET) 

IP アドレス 

0.0.0.0 

X 

〇 

プレフ イツ クス長 (IPV6_MAN 
UAL ADDR PREFIX) 

〇〜 128 

64 

X 

〇 

デフオルトルータアドレス （IP 
V6 MANUAL R0UTER ADDR) 

IP アドレス 

0.0.0.0 

X 

〇 

DHCPv6 (IPV6 DHCPV6 USE) 

ON/OFF 

OFF 

X 

〇 

プライマリ DNS サーバアドレ 
ス (IPV6_DNS_ADDRESS_PRI) 

IP アドレス 

0.0 .0.0 

X 

〇 
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項目名 

内容 

工場出荷時の 
設定 

NetSpot 
Device 
Installer 
による設定 

FTP 

クライアン 
卜 

による設定 

セ カン ダリ DNS サーバアドレ 
ス (IPV6 DNS ADDRESS SEC) 

IP アドレス 

0.0.0.0 

X 

〇 

IPv4 と同じホスト名/ドメイ 
ン名 (IPV6_DNS_NAME_SAME 
AS」PV4) 

ON/OFF 

OFF 

X 

〇 

DNS ホスト名 

(IPV6_DNS_HOST_NAME_V6) 

半角英数字で47文字 
まで 

「Canon」 + 
「MAC アドレ 
ス下6桁」 

X 

〇 

DNS ドメイン名 （IPV6_DNS_D 
0MAIN NAME V6) 

半角英数字で47文字 
まで 

(空欄） 

X 

〇 

DNS の動的更新 

(IPV6 DNS DYNAMIC SET) 

ON/OFF 

OFF 

X 

〇 

ステートレスアドレスの登録 
(IPV6 DNS STATELESS) 

ON/OFF 

OFF 

X 

〇 

手動アドレスの登録 
(IPV6—DNS—MANUAL) 

ON/OFF 

OFF 

X 

〇 

ステートフルアドレスの登録 
(IPV6_DNS_STATEFUL) 

ON/OFF 

OFF 

X 

〇 


お使いの機種によっては設定できません。対応している機種については、「機能対応表」を参照してください。 


■ AppleTalk 設定 


項目名 

内容 

工場出荷時の 
設定 

NetSpot 
Device 
Installer 
による設定 

FTP 

クライアント 
による設定 

AppleTalk 
(ATLK ENB) 

ON/OFF 

OFF 

X 

〇 

使用するフェーズ* 

[フェーズ 2] で固定 

2 

X 

X 

サービスの 名称 
(APRINTJ) 

半角32文字/全角16 
文字まで* 1 

LBPXXXX* 3 

X 

〇 

サービスが 登録した ゾーン 
(ATK_ZONE) 

半角32文字/全角16 
文字まで* 1 * 2 

* 

〇 

〇 


「=」、「@」、「*」、「：」、「〜」、「ナ」（半角カタカナ）は使用不可 
* 2 「*」（半角）のみを設定することは可能 
* 3 XXXX は機種によって異なる 
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■ SMB 設定 


項目名 

内容 

工場出荷時の 
設定 

NetSpot 
Device 
Installer 
による設定 

FTP 

クライアント 
による設定 

SMB 

(SMB 一 ENB) 

ON/OFF 

OFF 

X 

〇 

サーバ名 
(SMB SERVER) 

半角英数字で15文字 
まで 

(空欄) 

X 

〇 

ワークグルー プ名 
(SMB WG) 

半角英数字で15文字 
まで 

(空欄) 

X 

〇 

コメント 

(SMB COMMENT) 

半角48文字/全角24 
文字まで 

(空欄） 

X 

〇 

LM アナウンス 
(SMB LM ENB) 

ON/OFF 

OFF 

X 

〇 

SMB 印刷* 

(SMB PRINT ENB) 

ON/OFF 

OFF 

X 

〇 

プリンタ名* 

(SMB_PRINTER) 

半角英数字で13文字 
まで 

(空欄） 

X 

〇 


* お使いの機種によっては設定できません。対応している機種については、「機能対応表」を参照してください 



■ SNA/1P 設定 


項目名 

内容 

工場出荷時の 
設定 

NetSpot 
Device 
Installer 
による設定 

FTP 

クライア 
ント 

による設 
定 

SNMP 

(SNMP_ENB) 

ON/OFF 

ON 

X 

〇 

コミュニティ名 
(SNMP COMMUNITY) 

半角 32 文字/全角 16 
文字まで 

ON 

X 

〇 

SNMPv1*(SNMP V1 ENB) 

ON/OFF 

ON 

X 

〇 

コミュニティ名 1* 

(SNMP C0MMUNITY1 ENB) 

ON/OFF 

ON 

X 

〇 

MIB アクセス権限* 

(SNMP C0MMUNITY1 .ACCESS) 

[読込/書込]/ [読込] 

[読込] 

X 

〇 

コミュニティ名* 

(SNMP C0MMUNITY1 NAME) 

半角32文字/全角16 
文字 

public 

X 

〇 

コミュニティ名 2* 

(SNM P COMMUN ITY2 ENB) 

ON/OFF 

OFF 

X 

〇 

MIB アクセス権限* 

(SNM P C 〇 MM U N ITY2 ACCESS) 

[読込/書込]/ [読込] 

[読込] 

X 

〇 

コミュニティ名* 

(SNMP C0MMUNITY2 NAME) 

半角32文字/全角16 
文字 

public2 

X 

〇 

SNMPv3*(SNMP_V3_EN) 

ON/OFF 

OFF 

X 

〇 
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項目名 

内容 

工場出荷時の 
設定 

NetSpot 
Device 
Installer 
による設定 

FTP 

クライア 
ント 

による設 
定 

ホストからプリンタ 
管理情報を取得 * 
( SNMP _ GET _ PRT _ MNG _ INF ) 

ON/OFF 

OFF 

X 

〇 


* お使いの機種によっては設定できません。対応している機種については、「機能対応表」を参照してください。 


■ SNMPV3 ■ユーザ設定* 1 


項目名 

内容 

工場出荷時の 
設定 

NetSpot 
Device 
Installer 
による設定 

FTP 

クライアント 
による設定 

ユーザ名 

半角英数字で 32 文字 
まで 

initial 

X 

X 

M 旧アクセス権限 

[ 読込 / 書込 ]/ [ 読込 ] 

[ 読込 / 書込 ] 

X 

X 

セキユリテイ設定 

[ 認証あリ/暗号化あ 
り ]/ [ 認証あり/暗 
号化なし ]/ [認証な 
し / 暗号化なし ] 

[認証あり 
/ 暗号化あリ ] 

X 

X 

認証アルゴリズム 

MD 5/ SHA 1 

MD 5 

X 

X 

認証パスワード * 2 

半角英数字で 6 〜 16 
文字 

initial 

X 

X 

暗号化アルゴリズム * 

[ DES ] で固定 

DES 

X 

X 

暗号化パスヮード * 2 

半角英数字で 6 〜 16 
文字 

initial 

X 

X 


お使いの機種によっては設定できません。対応している機種については、「機能対応表」を参照してください。 

SSL による暗号化通信状態の場合にのみ設定可能（暗号化通信状態ではない場合は、プリンタの操作パネルで 
設定します（今通信環境の設定： P .2-5)) 


■ SNMPV3 ■コンテキスト設定* 


項目名 

内容 

工場出荷時の 
設定 

NetSpot 
Device 
Installer 
による設定 

FTP 

クライアント 
による設定 

コンテキスト名 

半角英数字で 32 文字 
まで 

( 空欄） 

X 

X 


お使いの機種によっては設定できません。対応している機種については、「機能対応表」を参照してください。 


ネットワーク設定項目一覧 


7-9 





























■ スプール機能設定* 


項目名 

内容 

工場出荷時の 
設定 

NetSpot 
Device 
Installer 
による設定 

FTP 

クライアント 
による設定 

スプール機能 
(SPOOL_ENB) 

ON/OFF 

OFF 

X 

〇 


* お使いの機種によっては設定できません。対応している機種については、「機能対応表」を参照してください。 


■ 起動時間設定 


項目名 

内容 

工場出荷時の 
設定 

NetSpot 
Device 
Installer 
による設定 

FTP 

クライアント 
による設定 

起動待機時間 
(STRT_DELAY_TIME) 

電源を入れてからア 
ドレス取得機能が動 
作するまでの待機時 
間 (0 〜300秒) 

0 

X 

〇 


■ Ethernet ドライバ設定* 


項目名 

内容 

工場出荷時の 
設定 

NetSpot 
Device 
Installer 
による設定 

FTP 

クライアント 
による設定 

Ethernet ドライバ設定 

自動検出 

/10Base-T (半二重） 

/I OBase-T (全二重） 
/100Base-TX (半二重） 
/100Base-TX (全二重） 

自動検出 

X 

X 


* [優先ネットワーク設定]の項目が[標準ネットワーク]に設定されている場合にのみ設定可能 



■ リモート UI 設定 


項目名 

内容 

工場出荷時の 
設定 

NetSpot 
Device 
Installer 
による設定 

FTP 

クライアント 
による設定 

(RULENB) 

リモート UI の ON/ 

OFF 

ON 

X 

〇 

SSL* 2 

ON/OFF 

OFF 

X 

X 


FTP クライアントとプリンタの操作パネルからのみ設定可能 

お使いの機種によっては設定できません。対応している機種については、「機能対応表」を参照してください。 
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■ 受信許可 MAC アドレス設定* 


項目名 

内容 

工場出荷時の 
設定 

NetSpot 
Device 
Installer 
による設定 

FTP 

クライアント 
による設定 

受信許可 MAC アドレスを有 
効にする 

ON/OFF 

OFF 

X 

X 

MAC アドレス 

MAC アドレス（最大 
50個） 

〇:〇:〇:〇:〇:〇 

X 

X 


[優先ネットワーク設定]の項目が[標準ネットワーク]に設定されている場合にのみ設定可能 


■ 鍵と証明書設定* 1 


項目名 

内容 

工場出荷時の 
設定 

NetSpot 
Device 
Installer 
による設定 

FTP 

クライアント 
による設定 

鍵の名前 

半角英数字で24文字 
まで 

(空欄） 

X 

X 

鍵のアルゴリズム 

[ RSA ] で固定 

RSA 

X 

X 

鍵の長さ 

512 bit /1024 bit 

512 

X 

X 

有効期限開始日 

西暦/月/日 
(2000/01/01 〜 
2048/12/31) 

(空欄) 

X 

X 

有効期限終了日 

西暦/月/日 
(2000/01/01 〜 
2048/12/31) 

(空欄) 

X 

X 

国/地域名で選択* 2 

登録済みの国/地域名 

日本 （ JP ) 

X 

X 

インターネット国コードで 
入力* 2 

半角英数字で2文字 
まで 

(空欄） 

X 

X 

都道府県 

半角英数字で24文字 
まで 

(空欄) 

X 

X 

市町村* 2 

半角英数字で24文字 
まで 

(空欄） 

X 

X 

組織 W 

半角英数字で24文字 
まで 

(空欄） 

X 

X 

組織単位 

半角英数字で24文字 
まで 

(空欄) 

X 

X 

共通名* 2 

半角英数字で24文字 
まで 

(空欄) 

X 

X 

秘密鍵ファイルのパス 

鍵ファイルパス 

(空欄） 

X 

X 

秘密鍵の名前 

半角英数字で24文字 
まで 

(空欄) 

X 

X 

秘密鍵パスワード 

半角英数字で24文字 
まで 

(空欄） 

X 

X 


お使いの機種によっては設定できません。対応している機種については、「機能対応表」を参照してください。 
証明書を発行する場合は、7項目のうち少なくとも1項目の設定が必要 
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■ジョブ履歴表示* 


項目名 

内容 

工場出荷時の 
設定 

NetSpot 
Device 
Installer 
による設定 

FTP 

クライアント 
による設定 

ジョブ履歴を表示する 

ON/OFF 

ON 

X 

X 

管理ソフトからのジョブ履 
歴取得を許可する 

ON/OFF 

ON 

X 

X 


お使いの機種によっては設定できません。対応している機種については、「機能対応表」を参照してください。 
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ネットワーク設定に利用できるソフトウェア 


本プリンタのネットワーク設定は、次のソフトウェアを使用して行うことができます。 
〇：設定可能 x :設定不可△: _部の設定が可能レネットワーク設定項目一覧： P .7-2) 


設定の種類 

Web 
ブラウザ 
(リモート 
UI) 

FTP 
クライ 
アント 

NetSpot 

Device 

Installer 

ARP/PING 

コマンド 

プリンタ 
の操作 
パネル 

インタフェースの設定 OP .2-2) 

〇 

X 

X 

X 

〇 

通信環境の設定 （— P .2-5) 

A 

△ 

X 

X 

〇 

プリンタの IP アドレスの設定 （+ P .3-4) 

X 

X 

〇 

〇 

〇 

プリンタのプロトコル設定い P .3-11) 

〇 

〇 

A 

X 

△ 

IPv 6 を使用するための設定（今 P .3-30) 

〇 

〇 

X 

A 

△ 

SMB プロトコル設定い P .4-3) 

〇 

〇 

X 

X 

△ 

AppleTalk プロトコル設定 （+ P .5-7) 

〇 

〇 

A 

X 

△ 

デバイス情報の変更レ P .3-71) 

〇 

〇 

A 

X 

X 

管理設定の変更 OP .3-75) 

〇 

△ 

A 

X 

X 

特定のデバイスによるジョブ要求の制限 
(^ P .3-84) 

〇 

X 

X 

X 

〇 

E メール印刷の変更 (-» P .3-105) 

〇 

〇 

X 

X 

△ 
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ネットワーク設定の初期化 


本プリンタのネットワーク設定を工場出荷時の値に戻すときは、プリンタの操作パネルか 
ら次の手順を行ってください。 


@メモ1 ネットワーク設定の初期化は、プリンタの操作パネルから行う方法の他に、次のソフト 
ウェアを使用して行うこともできます。 

• Web ブラウザ（リモート UI ) :「リモート UI ガイド」を参照してください。 

• NetSpot Device Installer : NetSpot Device Installer のへ ルプを参照してく ださい。ヘル 
プは、[ヘルプ] メニューの [ヘルプ]をクリックすると、表示されます。 


1 [セットアップ]を押します。 

2 次の項目を順に[◄]、[►]で選択したあと、[実行]/ [0 K ] を押します。 

「インタフェース」 ■> 「ヒヨウジユンネツトワーク」+「ネツトワークセツテイシヨキカ」 

3 操作パネルに「ジッコウシマスカ？」と表示されたら、[実行]/ [0 K ] 
を押します。 
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Windows Vista で SSL を使用する場合に本プ 
リンタの公開鍵を取得するには 


IPPS 印刷を使用したいときは、次の手順で本プリンタの公開鍵を取得して Windows Vista 
にインストールする必要があります。 


1 Web ブラウザを起動して、アドレス入力欄に次の URL を入力したあと、 
キーボードの [ ENTER ] キーを押します。 

https :// <プリンタの IP アドレスまたは名前> / 

入力例： https :// 192.168 .0.21 5/ 

2 [このサイトの閲覧を続行する（推奨されません)。]をクリックして、 
リモート ui の画面を表示します。 

3 Web ブラウザの右下にある[インターネット|保護モード]をダブルク 
リックします。 

4 [信頼済みサイト]を選択して、[サイト]をクリックします。 

5 「 https :// <本プリンタの I P アドレス >」が表示されていることを確認 
したあと、[追加]—[閉じる]をクリックします。 

6 [保護モードを有効にする （ InternetExplorer の再開が必要)]にチェッ 
クマークが付いている場合はチェックマークを消したあと、 [0 K ] をク 
リックしてリモート UI の画面に戻ります。 

7 Web ブラウザを一度終了して、再度起動します。 

8 手順1、2と同様にリモート UI を起動して、[このサイトの閲覧を続行 
する（推奨されません)。]をクリックします。 

9 アドレス入力欄の右にある[証明書のエラー]をクリックして、[証明 
書の表示]を選択します。 

10 表示されたダイアログボックスの[証明書のインストール]をクリック 
して、証明書のインポートウィザードを起動します。 

11 [次へ]をクリックして、[証明書をすべて次のストアに配置する]を選 
択したあと、[参照]をクリックします。 
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12 [信頼されたルート証明機関]を選択したあと、画面の指示に従ってウィ 
ザードを完了させます。 

13 手順 6 で[保護 モードを 有効にする （Internet Explorer の 再開が必要)] 
のチェックマークを 消した場合は、 チェックマークを 付けます。 
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プリンタの接続方法 ( IPP / IPPS ) 
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Windows 98/ Me , 3-63 
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プリンタの接続方法 ( LPD / Raw ) 

Linux , 3-52 
UNIX , 3-54 
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リモート ui 

プリンタの管理， 3-67 
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プロトコル設定 ( TCP / IP ) ,3-11 
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ソフトウェアのバージヨンアツプについて 


プリンタドライバなどのソフトウェアに関しては、今後、機能アップなどのためのバージョ 
ンアツプが行われることがあります。ノジョンアツプ情報およびソフトウェアの入手窓 
口は次のとおりです。ソフトウェアのご使用にあたっては、各使用許諾契約の内容につい 
て了解いただいたものとさせていただきます。 


情報の入手方法 


インターネットを利用して、パージョンアップなど、製品に関する情報を引き出すことが 
できます。通信料金はお客様のご負担になります。 


■ キヤノンホームページ ( http :// canon . jp /) 

商品のご紹介や各種イベント情報など、さまざまな情報をご覧いただけます。 


ダウンロ 
ます。通 

■キヤノ 


:アの入手方法 


ダウンロードにより、プリンタドライバなどの最新のソフトウェアを入手することができ 
通信料金はお客様のご負担になります。 

キヤノンホームページ ( http :// canon . jp /) 


キヤノンホームページにアクセス後、ダウンロードをクリツクしてください。 


7-20 ソフトウェアのバージョンアップについて 




Cation 


USRM1-2973 (03) 


©CANON INC 2009 


